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　たったひとりでよかった。

　あの人さえ、大好きなあの人さえ側にいてくれたらそれ以上は何も望まなかった。言葉も交かわせない、触ふれることも許されない相手だったけど。

　それでも幸せだった。毎日、いや刻ときが過ぎるごとにどんどん好きになっていった。

　それなのに──。




　それは、とても恐ろしい夜で、大勢の人間の手によって黄おう金ごん塔とうは無残にも討ち滅ほろぼされた。大好きなあの人は最後まで庇かばってくれたけど、先ほど目の前で胸に矢を受けて動かぬようになってしまった。

『!!』

　黄金塔であるマナには、どれほど胸が張り裂さけようと叫さけび声すら上げることは敵わない。

　怖こわくて悲しくて、震ふるえが止まらなかった。その間にも、黄金塔はどんどん崩くずれていき、呼応するようにマナの意識も薄うすれていく。

　死ぬんだ、と思った。モノの死は二種類あるという。モノに命を与あたえてくれた人間が死んだり、モノのことを忘れてしまったとき。もうひとつは、器そのものが修復不可能なほどに壊こわされたときである。

　その両方が今、マナを襲おそった。

　心を与えてくれた人間は目の前で矢に射いられ息絶えたし、器である黄金塔も完かん膚ぷ無きまでに壊されてしまった。だから自分はここで死んでしまってすべてが終わるのだと思った。しかし。

『……？』

　どれほどの時間が経ったのか。瓦が礫れきの中で再び意識を取り戻もどしたとき、愛する人の亡なき骸がらはどこにもなかった。街はひっそりと静かで敵兵も消えていた。黄金塔は崩れたままだったけれど、驚おどろいたことにマナは、自分の器を離れてどこへでも飛べるようになっていた。

『一体何？　これはどういうことなの……？』

　どうして意識が戻ったのか、なぜ身体からだが自由に移動できるのか──答えは分からないけれど、マナはそれを奇き跡せきだと信じた。あるいは神が与えてくれた機会チヤンスなのだと。

　だから、何度も絶望に溺おぼれそうになりながら必死に修復士を探した。

　フローレツィア城の近くにある魔ま女じよの塔に、目的の人はいた。蜂はち蜜みつ色の長い髪かみをした人間の少女。彼女が世界で唯ゆい一いつの〝修復士〟であり、心を宿したすべてのモノにとっての女神である。

『修復士様、どうかお願いです。私の刻を戻し、器を直してくださいませ』

　震える声で、マナは懇こん願がんしてみた。それなのに。

『悪いけど、あなたの刻を戻すつもりはないわ』

　やけにきっぱりとした修復士の言葉を、マナは信じられない思いで聞いた。

　なぜ？　どうして？　修復士はモノの味方、モノの望みを叶かなえてくれる魔法使いではなかったのか。様々な疑問が湧わき上がるが、どれも言葉にならない。

『だって、あなたに宿ってる心が、修復士の手に掛かることを望んでいないから』

『そんなこと……！』

　あるはずがない。刻を戻し、失われたすべてを取り戻す。それ以外に何を望むというのか。

『いい？　よく聞いて。修復だけがモノを救うわけではないの。あなたに宿った心の声に耳を傾かたむけて。大丈夫、答えは必ず見つかるわ。それに』

　修復士はそう言って、蜂蜜色の長い髪をパッと後ろに払いのける。

　意志の強そうな瞳ひとみに、健康的で瑞みず々みずしい白い肌はだ──本来ならば明るい太陽のもとで、満面の笑顔を浮かべているのが似合うような少女である。

『それに私、もうすぐ修復士でなくなるの。だからあなたの願いは叶えられない』

　修復士の言わんとしていることが、マナには何ひとつ理解出来なかった。モノにとって唯一の救いである修復士。その相手から拒きよ絶ぜつされてしまった自分は、これから一体どうやって生きていけばいいのだろう。

　帰る場所など、もうどこにもないのに。

　しかし修復士の少女の方は、話は済んだとばかりマナに背を向けてしまう。それはまるでこれ以上、自分に関わるなとでも言っているようだった。修復士の視線の先には魔女がいた。

「ねぇラダリア。さっきの話だけど、修復士が力を貸せば可能だわ。あなたも魔女ならば、それぐらい分かるはず」

　ラダリアと呼ばれたその魔女は、豊満な曲きよく線せん美びを強調した挑ちよう戦せん的てきな深しん紅くのドレスに身を包み、少女とは対照的に落ち着き払った様子で天鵞絨ベルベツトの長なが椅い子すに身を横たえていた。

　人間ではないマナの姿が、魔女には見えないのか。それともただ無視されているのか。ラダリアは一度もマナを見ようとはしなかった。

　魔女の美しく伸ばされた深紅の爪つめが、闇やみを切り裂くようにゆっくりと動く。

「相変わらず恐れを知らない小娘だねぇ……確かにやり方なら知っている。けれど」

　いいのかい、と確認するように目を細める。

「これは神に逆らう禁きん忌きだよ」

「先に理り不ふ尽じんな運命を与えたのは神の方だわ。私、売られた喧けん嘩かは買い逃のがさない主義なの」

　一歩も引かない様子の少女を見て、魔女は物もの憂うげに身を起こした。

「仕方ない、あんたがそうまで言うのなら協力してやるさ」

　誘いざなうような瞳。マナはその瞳の奥にある、妖あやしい煌きらめきを感じて思わず身を震わせる。何か、よくない流れが起こるような気がした。

　邪よこしまな野望を隠いん蔽ぺいするかのように、魔女は一いつ旦たん顔を伏ふせる。低く柔やわらかな声だけが部屋にゆったりと流れていった。

「何百年先か、それとも千年……」

　長くて量感のある睫まつ毛げが彼女の表情を隠かくし、艶あでやかで魅み惑わく的てきな唇くちびるだけがつり上がる。そしてゆっくりと、まるで試すような眼まな差ざしを修復士に向けると、魔女は首をかしげてみせた。

「果たしてあの男に耐たえられるかねぇ。これからあいつは果てしなき虚きよ無むと孤こ独どくを抱いだきながら、この広い世界でたった一筋の光を探し続けなければならないんだよ？」

「大丈夫。あの人は決して諦あきらめたりしないわ。必ず、私の想いに辿たどり着く」

　やけにきっぱりと言い切る少女に、ラダリアは瞳を眇すがめて思案している。

　希望のない中で諦めずに想い続けること──それがどれほど困難なことか。

　千年生きてきたラダリアにはそれがよく分かっている。

　しかし眼前の少女には揺ゆるぎない想いが宿っており、その決意は変わりそうにはなかった。

「今さらだが、あんたも命を賭かける覚悟はあるんだね」

　念を押すように繰り返す魔女に対して、修復士は黙だまったまま大きく頷うなずく。それが彼女の選んだ唯一の返答らしい。

「……いいだろう」

　魔女は立ち上がると、小さな丸テーブルに古めかしい小こ瓶びんを置いた。そして息をひとつ吐はく。

「壊れ逝ゆく魂たましいよ、永遠の眠ねむりに落ちることなく小瓶に宿り刻を止めよ、死の祈いのりが届くまで」

　突とつ如じよ、蠟ろう燭そくの炎ほのおが激しくなった。それに呼応するかのように置かれた小瓶が輝き出す。

　流れるようによどみなく、しかし不思議な重量を持った呪じゆ文もんが繰り返されていく。

　はるか昔、神々が使っていたとされるファルティマ古語──その内容をうかがい知ることは出来ないが、魔女は呪文の最後に自分の言葉でこのように結んだ。

「ここにあの男の不老不死を封ふうじる。そして決して壊れないよう〝不ふ崩ほう〟の結界を」

　マナは、何か恐ろしいものでも見るようにその光景を見ていた。自然の流れに逆らい、神の意志に背そむこうという企たくらみが、その場の空気を歪ゆがめている。

　しかし修復士は恐れることなく、落ち着いた様子で腕うでを組みながら小瓶を見下ろしていた。

「一応、礼を言っておくわ。あとは修復士の仕事ね。大丈夫、きっと上う手まくやる。それから全然してないと思うけど……心配しないでね、全責任は私が取るから」

「まったく、口の減らない娘だよ」

　呆あきれる魔女をおいて、少女は小瓶をさっさと抱かかえる。部屋を出る一いつ瞬しゆんだけ、修復士はマナの方をちらりと見たが、結局何も言わずに出て行ってしまった。

　マナはひとり立ちすくむ。自分は修復士に見捨てられた、そんな気持ちだけが残った。

「この部屋にまだ、修復士に見捨てられたモノはいるかい？」

　魔女の声に、マナはびくりと肩を震わせる。修復士ではない魔女には、やはりモノの声は聞こえず姿も見えないのだろう。魔女の視線はマナから大きく外れ虚こ空くうを彷徨さまよっている。

　それでも魔女の声は不思議な確信に満ちていて、マナは思わず引き込まれていた。

「いるんだね。あたしは修復士ではないからお前と会話は出来ないし、姿も見えない。けど人間どもが起こしたこの戦争で器を壊され、かけがえのない者を失い嘆なげき悲しんでいるならば、よく聞いておくんだね。いいかい？　今後、私の命令に従い助けるんだ。それがあんたの望みを叶えることになるだろう」

　私の望み？　魔女はそれが何かを知っているのだろうか。予期せぬ提案に、マナは緊きん張ちようで胸が締しめつけられる。不吉な予感はしていた。けれど。

（いいわ、修復士が助けてくれないのならば）

　たとえ魔女の誘さそいが禁断の罠わなだったとしても、今、この悲しみと絶望を埋うめてくれるのならば構わない。想いを寄せていた人を失い、還かえるべき自分の器さえも失ったマナは、絶望感の中ですがるように魔女の言葉を受け入れようとしていた。




　そして刻は過ぎ──二百年の月日が流れる。
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「う～ん。正直、気は進まないんだけど……」

　図書館の入口に立つ、蜂はち蜜みつ色の長い髪かみをした十五、六歳の少女。笑顔の似合いそうな可か愛わいらしい顔立ちをしているが、なぜか今は少し表情をくもらせている。

　彼女の名はラファエリア──通称ラフィといい、世界でたったひとりしかいない〝修復士〟という肩書きを持っている。それは神から与えられた魔法を使ってモノの声を聴きき、刻ときを戻もどして〝修復〟してあげられるという素晴らしい力なのだが……。

　あまりにレアな職業すぎてこの国の人はほとんど誰だれも知らない──または信じてもらえないのが現状である。しかしラフィは、そんな不幸な境遇にもめげることなく。

「やっぱりこの方法しかないと思うんだよね」

　目の前で高くそびえる図書館の赤あか煉れん瓦がを見上げながら、力強くつぶやく。

　チェブロッテの街には、世界随ずい一いちと呼ばれる国立の図書館があって、街の中心部に位置する赤煉瓦の建物は『世界の記き憶おく』という異い名みように恥はじぬほど立派で荘そう厳ごんである。

　が、ラフィにとっては通い慣れた建物でもあった。

　生まれつきモノの声を聴くことが出来たラフィは、幼い頃にこの街に家族で越こしてきた。ラフィの不思議な力が一体なんなのか、他にも同じような力を持つ人がいるのか、それを図書館で調べるためである。その甲か斐いあって、二百年も昔にラフィと同じような力を持つ人間がいたこと、そしてその人は自みずから〝修復士〟と名乗っていたことが分かった。

　今のラフィは修復士について図書館以上の知識も得ているのだが、それでもこの図書館が彼女にとって頼りになる場所であることに変わりはない。

　入ってすぐ横にある大衆小説と絵本の広場は、気軽に図書館を楽しむ人々や子供達でいつも賑にぎわっていて、ラフィも普段は大好きな部屋だ。しかし今日の彼女はそこをあっさりと横切り、各国の歴史書の部屋や美術芸術書などが収集されている部屋も通り過ぎる。

　書物の内容が超個人趣味マニアツクになればなるほど、人ひと気けはどんどんと減っていく。しかし、ラフィが目指す場所はそのさらに奥の別館にあった。

『魔ま導どう書しよ並びに魔術書関連』

　と書かれた黄金のプレートの前で足を止める。

　昔から図書館に慣れ親しんできたラフィにとっても、ここは初めて来る場所だった。あたりはしんと静まりかえり、まったく人の気配がしない。

（まぁ、当然といえば当然か）

〝修復士〟の力が神から与あたえられた天性の魔法だとすれば、〝魔導〟や〝魔術〟はその対極にある。つまり、ルネス神から特別な力を与えられなかった人々が、自らの力で魔法を生み出そうと研究し続けた学問が〝魔導〟と呼ばれ、それによって生み出された技わざが〝魔術〟と呼ばれているのだ。

　だから双方とも、神に逆らう不吉な学問として敬けい遠えんされている。

　しかしラフィには、どうしてもこの場所に来なければならない理由があった。

（一刻も早く魔女と会って、小こ瓶びんちゃんの刻を戻す方法を聞かなきゃね）

　小瓶ちゃんとは、その名の通り〝小さな瓶〟である。

　しかしただの小瓶ではない。幻まぼろしの千年王国と呼ばれるフローレツィア王国にて、数百年も前に腕うで利ききの職人達の手で丹たん精せい込めて作り上げられた逸いつ品ぴんであり、その後も数々の人々に愛され続けた小瓶は、いつしか心を宿し生命を持つようになった。

　そして今から二百年前にフローレツィア王国に住む魔女の持ち物となり、その国の王であるレオールという男の不老不死を封ふう印いんされたうえに、絶対に壊れない結界を張られてしまった。

　ラフィがその小瓶と出会ったのは、ついひと月ほど前のことである。

　不老不死となったレオール王から〝小瓶の刻を戻せ〟という依い頼らいを受けた修復士ラフィは、そのために今もこうして頑がん張ばっている。

（仕事としてっていうか、今は純じゆん粋すいにレオールにかけられた不老不死を解かなきゃって気持ちの方が強いんだけど）

　王の背せ負おわされた運命と、彼の人となりを知ってしまった今では、〝仕事だから〟という当初の意識は薄うすれつつある。というか。

（レオール……今頃どうしてるかな）

　彼の目の覚めるような美び貌ぼうと黒髪、優しい胸の温かさを思い出して、ラフィの胸はなぜか急に高鳴っていた。

　王様だけど、名前で呼んでいいと言われた。見た目は取っつきにくいけど、本当は誠実で優しく、そして誰よりも哀かなしい王様。

　そんなレオールがいつか笑顔で生きていけるように頑張るんだと、最近のラフィは意気込んでいる。その強い想いがどこから来るのかは、自分でもよく分からないのだが。

「いけない、いけない。今はそんな場合じゃなかった」

　ラフィはひとりつぶやくと、勢いよくぶんぶんと首を振った。

　余計な感傷に浸ひたっている場合ではない。仕事であろうが個人的な気持ちであろうが、今はただ不老不死の封印を解かなければ。

　そのためにも魔女に会うことは避さけて通れないはずである。そしてラフィは、まったく行方ゆくえ知れずの魔女となんとかして会う方法はないかと考え抜いた末、魔術の一種である魔ま方ほう陣じんというやり方を思いついたのだ。

　魔方陣──その存在だけなら知る者は意外と多い。子供を寝ねかしつけるときに語られるファルティマ千夜童話のいくつかに、魔方陣が登場するからである。

　それは大たい抵ていの場合、悪い魔女が誰かを呼び出したり死人を蘇よみがえらせたりするもので、特殊な魔方陣を描いて清められた床ゆかに、会いたい人の大切な物を置いてその持ち主を呼び出すという術である。

「胡う散さん臭くさい方法であることには違いないけど」

　こうして魔術書が大量に残っている以上、簡単に眉まゆ唾つばだと切り捨てるわけにもいかない。それに、魔女に会うために魔方陣を使うというのはあながち間違ってはいない気がするのだ。その上、ラフィのもとには今、魔女の持ち物だった小瓶がある。

（これはもう、試せと言われているようなものだよね、うん）

　自分を励はげますように、ラフィは大きく頷うなずく。しかし、その小瓶の最近の様子を思い出して、再び不安になってしまった。

（小瓶ちゃん……人間の姿になっちゃったけど、まだちゃんと魔女の持ち物だよね？）

　ひと月前にフローレツィア王国で、ラフィは小瓶の刻を戻すために力を使った。しかしなぜか刻は戻らず、代わりに小瓶が人間の青年に変わってしまったのだ。残念ながら、その因いん果が関係はいまだに分かっていない。

（でもでも、どんな姿であれ小瓶ちゃんはモノには違いないんだから、モノである以上、魔女を呼び出せるはず）

　色々と不安はあるが、それでも魔方陣の書き方や必要な道具など、具体的な方法を図書館で調べれば何か手がかりが摑つかめるはずだ。

　そしてそのために、ラフィは普段人も寄りつかない『魔導と魔術専門』の別館に足を踏ふみ入れる決意をしたのである。

　目の前の重苦しい扉とびらを、ギギィという不吉な音をさせてゆっくりと開く。するとすぐに、黴かび臭い空気とそこで長い年月を重ねてきた書物達が迎むかえてくれた。

　その独特の雰ふん囲い気きに気け圧おされながら、ラフィは啞あ然ぜんとして視線を上げる。

「すごーい！」

　直射日光を遮さえぎっている薄暗い室内の中央には、繊せん細さいで巨大なシャンデリアがある。さらに、見上げると首が痛くなるほど高い丸天井にはルネス神天地創造の様子がモザイク画で描かれていた。

　一見、美術館かと見み紛まがうほどの造りだが、天てん井じようまでの壁を埋うめ尽つくす膨ぼう大だいな書物達が、ここは図書館であることを教えてくれている。

（ここが魔導書と魔術書の館かぁ。確かに独特の迫はく力りよくがある……）

　館の出入り自体は自由であるが、持ち出し貸し出しは厳禁とされている。

　が、すべてファルティマ古語で書かれたそれらの書物を読める人間など世界中を探しても希まれだと言われており、あえて禁止するまでもなく手にすることさえ躊躇ためらってしまう。

　今でも魔術はファルティマ古語と共にどこかで脈々と語り継つがれているという噂うわさだが、決して世間の表舞台に出ることはない。

（こうしてみると、修復士の魔法と魔術って似てるようで全然違うんだね）

　修復士の力は生まれつき神に与えられた能力であり、こんな風に学問を修めて身につける種類のものではないからだ。

　試しに間近にあった魔導書を手に取ってみたが、ラフィは一見してすぐさま諦あきらめた。意味不明の文字の羅ら列れつが、一切の改行もなくぎっしりと書き込まれている。しかも謎なぞの文字は米粒ほども小さく、さらに同じ形をひとつとして発見することが出来ないのだ。

「なに、この読むなと言わんばかりの本は……っ」

　予想はしていたが、ここまで難解だとは思わなかった。思いがけなく強きよう烈れつな挫ざ折せつ感かんを満まん喫きつしてしまったラフィは、大きなため息と共に肩を落とす。

　歴史上もっとも難解とされるファルティマ古語は、その習得に最低十年はかかると言われている。

　しかし今のラフィにはそんな時間をかけている余裕はない。今抱かかえている、もっとも重要な仕事を終わらせるために、読めない魔術書も読んでみせなければならないのだ。

「大丈夫、修復士の力を使えばきっと」

　めげそうな気持ちを奮い立たせながら、ラフィは手にした魔導書を一いつ旦たん本ほん棚だなに戻し、改めて〝魔方陣〟について書かれた魔術書を探す。もちろん背表紙は読めないが、図書館士が内容を区分するために製作した各プレートを辿たどっていくと、まもなく目的の書物を発見することが出来た。

　ラフィは梯はし子ごを使って高い位置まで登り、出来るだけ古そうな書物を選び取る。

（これなら書き手の想いが宿ってそうかな？）

　つまりラフィの秘策はこうだった。

　修復士としてモノとの対話が可能なラフィは、まず作り手や持ち主であった人間の心を宿したモノになっていそうな魔術書を探す。

　そしてその魔術書と直接話し合って、本の内容をこっそり教えてもらおうという作戦である。

（こんな風に修復士としての魔法ちからを使っていいのか、ちょっと気が引けちゃうけど）

　弱気になる心に「ううん！」と大きく首を振ってラフィはぐっと顔を上げた。

「背に腹はかえられないもんね」

　目星をつけた魔術書を脇わきに抱えると、ラフィは梯子から下りて近くの椅い子すに座る。そして閉じたまま机の上に置いた魔術書に、そっと手を当て目を閉じた。

　大切なのは心を落ち着かせること。

　頭を白紙に戻して、そこに真夜中の湖を描き出す。湖には誰もいなくて、とても静かだ。風のない水面みなもはまるで鏡のように美しく澄すみ渡っている。

　唱えるべき言葉は、いつも心のずっと奥から自然と姿を現してくれた。

『持ち主に深く愛されしモノ。どうか私にその声を聴かせて』

　声には出さず、心に響ひびかせるように優しく呼びかけてみる。

　再び心を鎮しずめて耳を澄ましていると、少しずつモノの息づかいが伝わってきた。心に描いた湖の水面に、魔術書の姿がふっと映し出される。

（大丈夫、確かにこの魔術書は心を宿している）

　そう確信した途と端たん、

『何か用？』

　気配を感じて顔を上げると、五歳ぐらいの生意気そうな男の子が視界に入った。随ずい分ぶんと無理をして短い足を組み上げて、偉えらそうにふんぞり返った姿勢で本に腰こし掛かけている。

　男の子はなぜか学者風の格かつ好こうをしており、不ふ釣つり合いな幼い容姿は人間にそっくりだが、その大きさといえばラフィの両手に収まる程度だった。
















　どうやら、これが魔術書に宿ったモノの姿らしかった。妙みように大人びた表情で、訝いぶかしげに目を細め、こちらをじっと見ている。

『見た目は人間みたいだけど、僕ぼくと会話出来るってことは……あんたもモノなの？』

『ううん、私は人間だよ。話が出来るのは修復士だから』

『しゅうふくし？』

　どうやら魔術書は修復士を知らないらしい。モノならば、誰でも修復士という名前を知っていると思い込んでいたラフィは、自分の傲ごう慢まんさに恥ずかしくなり慌あわてて頭を下げた。

『ごめん。修復士っていうのは人の心を宿したモノの声を聴いて、その望みを叶かなえるためにいる魔法使いみたいな存在なんだ』

　この図書館で得た知識と、フローレツィア王国で新たにレオールから教えてもらった事実を併あわせながら、簡単に説明してみる。

『モノのための魔法使い？　じゃあ人間のためにはその魔法は使わないの？』

『誰のためと言われると難しいな……実は私も、自分の力について勉強中なんだ』

　あの娘は普通の子供とは違う──そう噂され始め、いじめられるようになった頃、ラフィはここチェブロッテに引っ越してきて、自分と同じ能力を持つ〝修復士〟が二百年前に存在していたことを知った。

　ひと月ほど前に、その修復士がいたというフローレツィア王国に招かれた。色々あって結局、依頼は上手くいかなかったけれど、依頼主である国王レオールから修復士のことをより詳くわしく教えてもらうことが出来たのだ。

　モノに宿った生命の正体が、人間の心であることも、そのときに教えてもらった。

　修復士は世の中にあるすべての物と語り合えるわけではない。その器に心を宿し、生命を得たモノとしか話せないのだ。

　そしてその心を、生命を与えてくれるのは、持ち主だった人間である。

『私はモノの望みを叶えることが、その宿し主である人間の喜びになると思ってるんだけど。まあ、今日は魔術書さんの力を借りたくてここに来たんだけどね』

『……』

　男の子は胡散臭げにこちらを見上げている。なのでラフィは、百ひやく聞ぶんは一見にしかずとばかり、明るい笑顔で提案してみた。

『そうだ、魔術書さんの傷いたんだところも直してあげられるよ？』

『そんなの、いらないや』

　即座に返されたのは、あからさまに冷たい拒きよ絶ぜつだった。

『確かに背表紙あたりが古びてはきたけど……そんなことより僕、人間が大だい嫌きらいなんだ』

　吐はき捨てるように言い放った魔術書に、ラフィは驚きよう愕がくのあまりすぐに返事が出来なかった。

（人間が嫌いってモノなのに？　人間から愛されて心を宿したモノが、人間嫌いだなんて……そんなことある？）

　戸と惑まどうラフィに、男の子は『なに驚いてんの』とふてくされたように鼻を鳴らす。

『モノが人間嫌いって、修復士的にはそんなにおかしいこと？』

『おかしいっていうか……えっとね。修復士っていうのは、心を宿したモノとだけ会話が出来て、さらにそのモノの刻を戻して〝修復〟してあげられるの。でもモノが心を宿すには、人間から愛されて大切に想われなきゃダメなんだって』

　もちろん最後の説明は、レオールからの受け売りである。

『……じゃあ、あんたと話せる僕は、かつて人間から愛されたってこと？』

『そうだよ。心当たり、ある？』

　魔術書の少年は顔を伏ふせる。どうやら思い出した人がいたようだが、ラフィに教えるつもりはないらしく、急に意地悪そうな顔を向けてきた。

『あんたが修復士っていう魔法使いってんなら、魔術書なんて必要ないじゃん。だって、生まれつき魔法が使えんだろ？』

『あ。う、うん』

　確かにラフィは生まれたときからモノの声が聴けた。母のお気に入りだった手編みの膝ひざ掛かけや、農夫である父の仕事道具達。祖父の代から大切に使い続けている暖だん炉ろや壁掛け時計までもが話し相手だったし、幼い頃はそれが普通だと思っていた。

　しかし魔導は元来、魔法が使えないというところから出発している学問だ。そういう意味では天性の魔法を持つ者に対して、色々と複雑な思いがあるのだろう。

　けれどラフィには、両者に優ゆう劣れつが存在するとはどうしても思えなかった。

『生まれつきっていっても出来ないことはたくさんあるよ？　それに私は、魔導だって負けないぐらい立派な学問だと思うけどな』

　お世辞ではなく、本当にそう思う。

　確かに魔法は天性のものだが、自分のようにその力に振り回されて、あまり理解も出来ていない魔法使いなんかよりも、ゼロからすべてを生み出そうとした魔導師達の方がよっぽど立派である。

『……そうかな』

『そうだよ』

　それを聞いて、魔術書は少しだけ機き嫌げんを直したようだった。

　そしてしばらく躊ちゆう躇ちよするように考え込んだのち、小さな声で告げた。

『この魔術書を書いた魔導師グランビアさんなら、少しは僕を愛してくれてたのかも』

『魔導師のグランビアさん？』

　魔導師とは魔術研究者の中でも特に、新しい魔術を発明した人間に与えられる称号である。魔導師を語る偽にせ者ものが詐さ欺ぎまがいのことをしている現在では、悪い印象ばかりの肩書きではあるが、こんな立派な書物を残した魔導師ならばさぞかし優すぐれた人物に違いなかった。

『もう五百年も昔のことだけど』

『ご、五百年!?　すごいね、君ってそんなに昔の本なんだ』

　ならばなおさら素晴らしい魔導師だったのだろう。その理由を告げようとして、すぐにラフィは顔をくもらせる。

『けどね、その魔導師さんが亡くなったあとは──哀しいことだけど──君に宿った心も失われるんだ。だからもっと他に、今でも君を大切に想っている人がいるはずだよ』

『……そういえばグランビアさんの弟子達が代々、ずっと僕を読みに来ている』

『すごいじゃない。やっぱりグランビアさんは偉い魔導師さんだったんだね。そして君を想うその心が、現在の魔導師さん達まで受け継がれたからこそ、君は五百年もの間、ずっとずぅぅっと生きているんだよ。……それでも、やっぱり人間が嫌い？』

　ラフィの言葉に、魔術書は『けど』とたちまち不機嫌になった。

『一方では、見たくない心もたくさん見てきた。グランビアさんは世の中をより良くするため、必死に僕を書き残したのに、実際に僕を読みに来るほとんどの人間は、世の中のことなんてこれっぽっちも考えず、ひたすら自らの欲望を満たすことしか頭にない。自分ではなんの努力もせずに、やれ金持ちにしろだの恋を叶えろだの。挙げ句の果てに、恨うらみを抱いだいた相手を殺す方法まで調べに来た奴やつもいる。だから僕は人間なんて大嫌いになったんだ』

　魔術書の男の子は、怒ったようにぷいと顔を背そむける。

　ラフィはそんな彼を見て、ほっと胸を撫なで下ろした。魔術書はきっと人間嫌いなわけじゃない。それどころか、この目の前の小さな男の子が人を嫌う理由は、自分を書いてくれた魔導師への愛情から来ているように思えた。

（だとしたら）

　ラフィは少し思案してから、ゆっくりと口を開く。

『確かにね。世の中にはお勧すすめできる人間ばかりじゃないし、嫌いやな人だってたくさんいる。でもグランビアさんと同じ気持ちで君を愛し、ずっと守っていこうとする人間だって、まだこの世にたくさんいるんだよ？　だから修復士である私とも、こうやって話すことが出来るんじゃない。それって素敵なことだと思うな』

『……』

『どちら側の人間を信じて生きていくかは、君が決めたらいいけど。どうせなら、自分を愛してくれる人の方がいいんじゃない？』

　魔術書はそれに答えず、ただ唇くちびるを尖とがらせている。

　もちろん、ラフィだって自分が思ったことを言ってみただけだし、相手に意見を押しつけるほど自信があるわけでもない。ただ、心を与えてくれた魔導師達との絆きずなを知っているこの少年ならば、分かってくれる気もしていた。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、魔術書はぽつりとつぶやく。

『それで？　僕にどんな用なの』

　突然話題を変えられて拍子抜けするラフィだったが、確かに当初の目的が大切である。ラフィは慌てて事情を説明してみた。

『実はね、話せば長くなるんだけど、ある国の王様が不老不死の呪いにかかっちゃって、それを解かなきゃいけないの』

　ラフィの言葉を聞いて、魔術書は呆あきれたように鼻で笑う。

『やっぱり魔法使いは変わってるね。不老不死を呪いだなんて言う？　魔導学では、錬れん金きん術じゆつと並ぶ永遠の憧あこがれなのに』

『でもその王様は不幸だって言ってたわ。私も実際に不老不死になったことないから分からないけど、やっぱり同じ気持ちになるんだと思う』

『そういうものかなぁ？』

『世の中には色々な人間がいるのよ、さっき言ったように。でね、その呪いをかけたのが魔女なんだ。だから私としては一度ちゃんとその魔女に会って、呪いを解く方法を教えてもらいたいんだけど』

『じゃあ会えばいいじゃん』

　子供らしい単純さで、魔術書が明快に応こたえてくれる。

『う……でもその魔女、行方不明で。でも魔女の持ち物だった小瓶は、私の手元にあるの』

『あーなるほど。魔方陣だね』

　何かを察したように魔術書はぴょんと本の上から飛び降りた。そしておもむろに本を開いて手慣れた様子で次々と頁ページを繰っていくと、円型の図柄が描かれた箇か所しよで止まった。

『ここだよ。召しよう還かん術の一種だね。魔女とはいえ相手はこの世界の者なんだし、この本の通りにすれば結構簡単に成功すると思う。この説明読んで、ここの図柄を写していきなよ』

　彼の中で一体どんな心変わりがあったのかは分からないが、随分と容易たやすく教えてくれる。にもかかわらずラフィは困った顔で、正直に打ち明けた。

『ありがとう。でも私読めないんだ』

『……マジで？　全然？』

『うん、全然』

　魔術書の顔に、驚おどろきとバカにしたような表情が同時に浮かぶ。相手は魔術書で、本当の人間ではないと分かっていても、幼い男の子にこんな顔をされるとさすがにちょっと、堪こたえる。

『いや。だから、ね。修復士の力を使ってね。モノである君と会話しながら内容を教えてもらえるとありがたいかなぁって』

　傷ついた心をぐっと抑おさえて、ラフィはなんとか微笑ほほえんでみせた。

『なるほどね。それよりも、僕さっきからずっと気になってたんだけど』

『？』

『なんで、そこまでして不老不死を解かなきゃいけないわけ？　自分のことじゃないんだから放っておけばいいじゃん』

『……』

　なんと答えれば魔術書は分かってくれるのだろうか。ラフィは、結局思ったことを正直に話した。

『その呪われた王様は私の仕事の依頼主で、知り合い……というか友達というか……その、私にとってとても大切な人なんだ』

　だから、とラフィは決心したように顔を上げる。

『正直に言うけど、私も君が嫌っている人間のひとりかも。だって、自分の望みを叶えるために魔術を利用しようとしてるんだから』

　試すような魔術書の視線に、ラフィはなんとなく悟さとった。きっと魔術書の人間不信はまだ続いている。そして今、天てん秤びんにかけられているのは自分だ。

『……』

　今度は魔術書が黙もくする番だった。そして拗すねたように小さな声で『いいよ』とつぶやく。

『いいよ、協力してあげる。僕に心をくれた魔導師グランビアさんも、最初は自分の娘むすめを病やまいから救いたくて魔導を始めたんだ。結局間に合わず娘さんは亡くなったって聞いたけど……それもあんたと同じ、『娘を救いたい』っていう自らの望みを叶えるためだろ？　私利私欲の人間は大嫌いだけど、でも……そういうのは嫌いじゃない』

『ありがとう』

　ラフィは心を込めて頭を下げた。何かが通じたような気がして、心がふと温かくなる。

　魔術書は照れ臭さを隠かくすように、わざとてきぱきと魔方陣の使い方を説明し始めた。持参したノートに円陣を書き写しながら、ラフィは魔術書の言葉に熱心に耳を傾かたむける。

『で、最後にここに小瓶を置けば大丈夫ってわけ』

『ふんふん、なるほど。あ、お礼に──と言ったらなんだけど──君の背表紙、修復してあげるよ？』

『本当に？　やった。本当は革が裂けかけてて気になってたんだよ』

　魔術書は、やっと子供らしい無む邪じや気きな笑顔を向けてきた。

『どうやるの？』

　緊きん張ちよう気味の魔術書に、ラフィは微笑んで答える。

『大丈夫、私に任まかせて』

　瞳ひとみを閉じて、ゆっくりと息を吐く。気持ちを落ち着かせると、言うべき言葉は心の奥から自然と湧わき出てきた。

『大いなる刻の流れを越えてきた生命よ。今一度刻を戻せ、もっとも輝かがやいていた時間まで』

　その想いを唇に乗せて、ラフィは魔術書の背表紙にそっと口づけをする。

　それが【修復士】の魔法のかけ方だった。魔術書は徐々に白く輝き出し、やがて波が引くように光が消える。

『すごーい。まるで五百年前の姿に戻ったみたいだ！』

　魔術書のはしゃいだ声を耳にして、ラフィはそっと目を開ける。どうやら成功のようである。

　目の前には新品同様に戻った魔術書が置かれていた。

『満足してもらえて私も嬉うれしいよ。でも、私なんかにちゃんと魔方陣作れるかなぁ』

　魔方陣を描き写したノートを見ながらラフィが不安になっていると、魔術書は呆れたように肩をすくめる。

『しっかりしろよ、魔法使い。大体、魔術っていうのは〝誰にでも使える〟ことを基本にしてるから、手順さえ間違わなければ成功するさ。でもだからこそ、魔導書や魔術書は全部、難解で特別な言語で記されていて、簡単には読めないように工夫されているんだけど』

『そっか、そうだよね』

　けど、と魔術書はそこで顔をくもらせた。

『気をつけたほうがいい。理由は分からないけど、魔術というのは素人しろうとが手を出すと危険なんだ。どんなに願いを叶えても、最終的にはなぜか不幸になることが多い。神に逆らう学問だって説も、あながち噓じゃないかもね』

　そう警告してくれる魔術書は、どこか寂さびしそうだ。

　その手の話は、ラフィもよく聞いていた。図書館の中でもこの場所だけまったく人ひと気けがないことも、これまで尻しり込ごみしていたのもそのせいだ。

　ともかく魔術と呼ばれるものに関しては、昔から黒い噂があとを絶たない。永遠の美び貌ぼうを得ようと魔術に手を出した女王が失敗して首より上を失ったとか、学者が竜を召還しようとして逆に魔界に落とされたとか、明るい話題が全然ないのだ。

『忠告、ありがとう。でも私は……魔法であれ魔術であれ、大切なのは使う人の心だと思う。君を書き残してくれた魔導師さんも、心ある人だったんでしょう？』

　と微笑んでみせると、魔術書はこくりと頷き、急にうつむいた。そして何かをつぶやく。

『え？』

『あんたの名前。まだ聞いてなかったろ』

　照れた横顔が意外と可愛い。ラフィはなんだか嬉しくなった。

『ラファエリア。みんなはラフィって呼んでるけど』

『修復士ラファエリア、か』

　嚙かみしめるように魔術書はつぶやくと、顔を上げて微笑んだ。

『ラフィ、あんたと話せてよかった。その、修復のこともだけど、他のことも色々……ありがと』

『……うん。私もだよ』

　五百年も昔に書かれた魔術書の、人に対する複雑な想いと、それでも消えていなかった絆きずなを知ることが出来て、ラフィはまたひとつ修復士として大切なことを学んだような気がしていた。

　そして温かく満ち足りた気持ちで、魔術書に別れを告げ図書館をあとにしたのだった。




　夕暮れ──。

　魔術書に言われたことを反はん芻すうしながら、ラフィはひとり家路を急ぐ。

「ラフィ！」

　自宅がある丘の上から、聞き慣れた声が響いてくる。見上げると、親友のチエリが玄関から元気に手を振っていた。見れば隣となりに、ミケとザロも並んで立っている。

　チエリはラフィと同い年の親友で、イケメンが三度のメシより大好きな、元気印の少女である。それから街のパン屋の一人娘でもあり、よくラフィの家に残り物のパンを持参しては、街で起こった様々な恋愛話や面おも白しろい噂を提供してくれる。

　というようにチエリの紹しよう介かいは簡単に出来るが、隣のミケとザロについての説明はかなり難しい。

　まず二人は人間ではない。外見はラフィよりも二、三歳下に見える少年達だが、本当の姿はルビーとサファイアの宝石なのである。彼らは修復士であるラフィの力で、人間の姿になったのち、一応助手として一緒に暮らしている。

　しかし実際にはラフィの仕事を手伝うということもなく、家事を手伝ったり、話し相手になったりしているので、彼らは助手というよりも血の繫つながらない家族──もとい弟達、という表現が一番しっくりくる。

「今日はさ、俺が晩ばん飯めし作ったんだぜ」

　自じ慢まんの紅あかい髪を搔かき上げるミケは、どこか得意そうだ。

　ミケはフローレツィア王国で様々なご馳ち走そうを食べてから急に料理に目覚めたようで、最近よく食事当番を買って出てはまことに不可思議な料理を創作し続けているのだ。

（まぁ、今晩はチエリが一緒だから……。最悪、チエリのとこのパンを食べればいいんだよね）

　前向きな性格のラフィは、あまり深く考えないでにっこりと微笑む。

「ありがと。お腹なかぺこぺこなんだ。じゃあ、すぐに手を洗ってくるよ」

「おう、早く来いよ！　あれこれ悩みながら作った『俺おれ様さま的絶対絶品スープ！』、すぐに暖炉で温め直してやるからなっ」

「あの……ラフィ。先に言っておくけど私、一応やめさせようとはしたんだからね？」

　張り切るミケのあとを追うように、謎の言葉を残してそそくさと背を向けるチエリ。あとにはいつもひっそりと静かなザロだけが残された。

「……」

　無口であることが存在意義のようなこの少年が、珍めずらしく何か言いたげに佇たたずんでいる。しかし。

「……」

　結局、ザロは何も言わぬまま、ラフィを残して足早に去ったのだった。

「？」

　首をかしげながらひとまず荷物を仕事場に置き、手を洗って食堂へ向かうラフィを、衝しよう撃げき的てきな香りが襲おそった。

（な、なに!?　この激げき辛からのようで強烈に酸すっぱく、さらになぜか甘ったるい匂いは……！）

　食卓に置かれた鍋には、おおよそ人間の食するものとは思えない大量の紫むらさきの液体が、ぐつぐつと煮立っている。さらに子供の拳こぶしほどもある大きさで、血のように赤い何かと、冴さえわたるセルリアンブルーの何かが混入されていた。おそらく、それがスープの具材なのだろう。

「これまた、なんというか……奇き抜ばつな料理だねぇ」

　頰ほおを引きつらせながらラフィが微笑むと、ミケはえっへんと鼻をこすった。

「フローレツィア王国の朝食に出てた、彩いろどりサラダを自分なりにアレンジしてみたんだ。どうだ、この彩り豊かな出来上がり！」

　南の果物をふんだんに取り入れていた、あの美しく爽さわやかだったサラダが、一体全体どう転んだらこのような代しろ物ものへとアレンジされるのか。

　謎は深まるばかりだが、ミケの期待に満ちた純粋な瞳で見守られると、食べないという選択肢しは絶対に選べそうになかった。

　テーブルの脇から、チエリが心配そうにこちらを見ている。どうやら同席する勇気はないらしい。しかしザロだけは、いつも通りミケの隣の席に着いていた。

（そ、そうよ。ミケは何も、殺すつもりで作ったんじゃないんだし。大丈夫、食べられる）

　かなり失礼な言葉で自分を励ましながら、ラフィはスープを口へと運ぶ。

「……？」

「どうどうどう？　俺様的絶対絶品スープ！　の味はっ。美う味まいか、ラフィ？」

　子犬のように無邪気な素直さで、ミケが感想を聞いてくる。さすがのラフィもすぐには答えられなかった。まず舌が感知したのは、砂をはむようなざらりとした感かん触しよくである。

　液状のスープにはあり得ない感覚に度ど肝ぎもを抜かれた挙げ句、さらに驚いたのは味であった。

「？？？」

　何も、しないのである。これだけ強烈な悪あく臭しゆうを放ち、悪魔的な色彩を誇こ示じしているにもかかわらず、それはまったくの無味であった。

（い、一体どういうこと!?　どうやったらこんな不可思議料理が作れるのっ？）

　狼狽うろたえながらも、ラフィはなんとかミケに笑顔を向けた。

「えっと……うん……なかなか斬ざん新しんな味で……美お味いしい、かも？」

「ふふん。どうだ、スゲーだろ！　さぁ！　みんな、俺様の最高傑けつ作さくを思う存分堪たん能のうするがいい。このまま俺は、料理界でも世界一を目指すぜぃ」

「……」

　ザロはといえば特になんの抵てい抗こうもないのか、無表情のまま毒々しいスープにパンを浸しては機械的に口に運んでいる。

　力強く宣言するミケに反論する力は、もう誰にも残ってはいなかった。




　さて。

　ザロが淹いれてくれた珈琲コーヒーで口直しをしながら、ラフィは図書館での出来事をみんなに話して聞かせる。

「ってことは、少しは希望ありってこと？」

　同じように珈琲を飲んでいたチエリが、首をかしげながら聞く。

「……前進はしたと、思う。思いたい」

「ふーん」

　慎しん重ちように答えるラフィに対して、チエリは「つまり」と話をまとめるように天を仰あおいだ。

「イケメン王様に貸しを作っておくためにも、ここは絶対に頑張るべきって話ね」

「……？」

　はっきり言って全然違うのだが、唯一〝頑張る〟という点では間違っていないので、ラフィは曖あい昧まいに頷いておくことにする。

「そんなことよりも大事なのは！」

　チエリが急に机を叩たたく。

「そのレオール王って人がどれだけカッコイイ男だったかってことよ。そこんとこ、ちゃんと詳しく教えて！」

「えと、カッコイイ人だとは思うよ」

「違うってば。そういう一般論じゃなくて。ラフィがどう思ったかってこと」

「そんな……どう思うって聞かれても」

「あーもう、じれったいなぁ。つまり〝好み〟かそうじゃないかってことよ」

「！」

　急にそんなことを言われても困ってしまう。

　チエリの猛もう攻こうを逸そらすように、ラフィは隣で珈琲に大量の蜂蜜を投入しているミケの脇をそっと肘ひじで突っついた。

「それはそうと、ねぇミケ。今晩も小瓶ちゃんは帰りが遅おそいのかな」

　もちろん話題を変えるためでもあったが、チエリは大の親友である。今回の一件で新たな同居人となった小瓶ちゃんを、早く紹介しておきたいと思った。チエリが来る日にいつも留守で、まだ会わせていないのだ。

（きっとチエリのことだから、小瓶が人間になって一緒に住んでいるって聞かされたところで「ふ～ん、そうなんだ」で終わってしまうんだろうけど。でも私、チエリのそんなところが、安心できるっていうか、好きなんだよね）

　流行に敏びん感かんで噂好きの華はなやかなチエリと、その真逆をいくラフィ──一見合わなさそうで、実はとても仲がいい。

（だから、新しく仲間になった小瓶ちゃんに早く会わせたいんだけどな）

　しかしミケは、少し不機嫌そうな顔をすると「さぁな」と投げやりに答えた。

「知らねぇよ。小瓶の奴ってば最近毎日街に出て、すっごい遅くまで帰ってこないんだ。飯もいらねぇっていうし。まったく、どこほっつき歩いてんだか」

「そっか。そういえば最近、あんまりゆっくり話してないなぁ……」

　魔方陣を使って魔女を呼び出すためにも、彼は必要なのだ。

「んー……今晩はいてくれないと困るんだけどな」

　ラフィがつぶやくと、ミケはさらに顔をしかめてみせた。

「ほっとけよ、あんな奴」

　これ以上ミケと小瓶の話はできない気がして、ラフィは口をつぐむ。そして、ちらりとザロの方を見るが、こちらも期待できる様子ではなかった。

　ザロは会話に入るどころかこちらに目もくれず、珈琲と山や羊ぎのミルクをスプーンで交互に一杯ずつ、カップに入れていく作業に熱中している。

　どうやら、珈琲とミルクを完かん璧ぺきな同どう比ひ率りつにしたいらしい。

（小瓶ちゃんが人間界に慣れてくれたのはいいけど。もう少し、この家にも馴な染じんで欲しいな）

　少し寂しい気持ちを抱えながらカップを傾けていると、不思議そうにチエリが首をかしげる。

「何？　小瓶ちゃんって？」

「うん。うちに新しく住み着いた友達なんだ」

「ただの居い候そうろうだぜ」

　横からミケが口を挟む。

「その小瓶ちゃんて、ひょっとしてイケメン？」

　チエリの目がキラーンと光った。さすが自称イケメン収集家の権威である。

「ん……チエリの好みだとは思うんだけど」

　黒髪をした二十代前半程度、不良青年風の小瓶ちゃんを思い出しながら、ラフィはひとり考え込む。確かに美形の部類に入るとは思うが、レオール王に比べると、彼のイケメン度も霞かすむような気がした。

（レオール……今頃、どうしているかな）

　ふいに胸が狭せばまって、鼓こ動どうがせり上がってくるような気分になる。懐なつかしさとは少しだけ違う初めての感覚に、ラフィはひとり戸惑ってしまう。

　近寄りがたいほどの神こう々ごうしい美貌と、優しく繊細な指先。低く穏おだやかに響くその美声は、今でもすぐに思い出すことが出来た。そして。

「……」

　ラフィは無意識にそっと手のひらを自分の頰に当てる。ラフィ達がフローレツィア王国を旅立つ日、わずかにラフィの頰に当たった──ような気がした──彼の、唇。

「ラフィってばなんか顔赤くない？　ひょっとして小瓶ちゃんって、堅かた物ぶつラフィを惚ほれさせるほどカッコイイとか」

「違うよっ」

「違うっつーの」

　ラフィとミケがそれぞれ同時に否定する。その異様な気き迫はくにチエリは一いつ瞬しゆんきょとんとするが、すぐにどうでもよくなったのかあっさりと話題を変えた。

「それよりもスゴいの！　前に劇団ザランがこの街に来たって言ってたでしょう？」

「あ？　そうだっけ」

　赤くなった顔を深く突っ込まれなかったことに感謝しつつ、ラフィは慌てて記憶の頁をめくる。そういえばフローレツィア王国に行く前に、チエリとそんな話をしていた気がするが。

　ラフィのイマイチな反応を気にすることなく、チエリは話を驀ばく進しんさせる。

「その看板俳優ジャン様が、舞台から落ちて骨折しちゃってさ。公演はまだ半年残ってるし、チケットは完売済みだし、どうしよっかってなったのね」

　それでここからが素敵なのっ、とチエリは興奮気味にまくし立てた。

「ジャン様の代役に相応ふさわしいイケメンを世界各国から集めて、このチェブロッテの街で公開オーディションすることになったのよぉ。それってスゴくない？　スゴいよねぇっ」

　しかもっ、とチエリの話はまだまだ続く。

「世界広しといえども、ジャン様を超こえるイケメンはなかなかいなくてさ。諦めかけたそのとき！　突然、超ちようカッコイイ男が現れてさ、オーディションに参加した時点で即合格ってなったわけ。最近では街の女の子はみんな『ジャン様よりも素敵だわっ』って夢中なのよ～」

　その彼がどれほど群を抜いていたか、さらに残りのイケメン達にも丁てい寧ねいに点数をつけながら、チエリの解説は限りなく熱を帯びていった。

　ラフィとミケは、その情熱に少々気圧されながらもチエリの名解説を楽しんで聞いている。ザロだけはいつものように、やっと完成した〝ほぼ五分五分の自家製ミルク珈琲〟を静かに飲み干していた。

　これがラフィ達のいつもの日常、いつもの平和である。

　しかし結局、チエリに紹介したいと思っていた小瓶ちゃんは、チエリが話し疲つかれて帰き路ろにつくまでとうとう姿を見せなかった。




　小瓶が帰って来たのは、チエリが帰ってからさらに数刻──すでに夜中に近い時間である。

　彼は少し疲れた様子で「メシはもう食くってきてん」と簡単に言ってのけ、さらになぜか香水の匂いまでつけて家に帰ってきた。

「もう、こんなに遅くまでどこ行ってたの？」

「別にぃ。どうでもええやん、そんなこと」

　まったく、これでは不良少年とその母親の会話である。ラフィは困った顔をして「心配したんだから」と小さく付け加える。すると小瓶は、たちまち嬉しそうに顔を上げてにっと笑った。

「あ～ええなぁ、今の。ラフィに心配してもらうのってメチャエエ感じや」

　元小瓶とはいえ、見た目は二十歳過ぎの背の高い青年である。

　艶つややかな黒髪を搔き上げる、細くて器用そうな指先。長めの前髪からのぞく瞳からは、人間顔負けの色いろ香かが漂ただよっている。

「なぁなぁ、もっかい言ってぇな。さっきの『心配したんだから』てやつ！」

「な、なに馬ば鹿かなこと言ってんの……!?」
















　ラフィは少し慌てながら、小瓶に摑まれた腕を振り払う。彼が普通の小瓶だった頃はなんの意識もしなくてよかったのに、こんな風に大人の男の姿になってしまうと少し、困る。

　ラフィのことを頭ひとつ分ほど高いところから見下ろす目線も妙に落ち着かないし、摑まれた腕わん力りよくの強さにも戸惑いを感じてしまうのだ。

「それよりも、今日は小瓶ちゃんに大事な用事があるの」

　努つとめて冷静に対処しながら、ラフィは魔術書との会話を事細かく説明し始めた。

「魔方陣？」

　台所で水をごくごくと飲みながら、小瓶が聞き返す。

「うん。その方法でやればきっと魔女を呼び出せると思うんだ。だからね、そのためには魔女の持ち物だった小瓶ちゃんの協力なくしては成功しないってわけ」

　力貸してくれるよね、と見上げるラフィの瞳をのぞき込みながら、小瓶は意地悪そうに首を捻ひねった。

「そりゃ、ラフィのお願いなら全部聞いてあげなあかん思うけどやな……そ・の・前・に」

「？」

「俺かてお願い聞いてもらわなあかんわ」

　その言葉に、ラフィはたちまち頰を膨ふくらませる。

「もう！　小瓶ちゃんって、人間になっても全然性格変わらないんだね」

「あんなぁラフィ。人生ちゅーのはな、なんでもタダより怖こわいもんないねんで？」

　小瓶だったときも『刻を戻させて欲しい』と言うラフィのお願いをことごとくかわし続け、言うことを聞く条件として『トカゲの横の兄に会わせろ』などという意味不明の無理難題を押しつけてきた彼である。今度も難しい条件に違いないと、ラフィは反射的に身構えてしまった。

（まぁ結局、小瓶ちゃんの言う通り、簡単には刻を戻さない方がよかったんだけど）

　レオールの不老不死が封じられている小瓶の刻を戻せば、レオールの魂たましいと肉体は塵ちりのごとくこの世から消え去ってしまう。レオール自身はそれを望んでいたが、小瓶は自分の刻を戻させないことで避けてくれていたようにも思えるのだ。

　しかし目の前で不敵な微笑みを浮かべるこの不良青年が、果たしてそこまで物事を読み通していたのか、それともただラフィへの意地悪だったのか。

　それは、今でも謎のままである。

　ラフィは仕方ないとばかりに首を左右に軽く振った。

「いいよ。で、小瓶ちゃんのお願いって何？」

「お、やった！　あんな、俺の名前をちゃんと呼んで欲しいねん。小瓶ちゃんやのうて」

「……小瓶ちゃんに名前なんてあるの？」

「当ったり前やーんっ！　俺ってなん百年も前に創られた、超！　最っ高っ級の小瓶やで？　かる～く国宝級なんやで？　ホンマなら美術館とかにおらなあかんぐらいスゴイんやで!?」

　大おお騒さわぎしている小瓶の迫力に気圧されながら、ラフィは慌てて頷いた。

「わわわ、分かったよ。ちゃんと名前呼ぶから。で、なんて名前なの？」

「よう、聞いてくれましたぁ。ええか、一回しか言わへんからよぉ覚えとき」

　小瓶はそういうと、すっと息を吸い込んだ。

「ウナ・ベリア・クリスピア・サンティーノ・ラティグリア二世。ちゅーねん、俺」

「う、うな……？」

　あまりの長さに、ラフィは目を白黒させる。まさか小瓶にこんな立派な名前が付いていたなんて思いもしなかった。

「え～と……略してウナ二世っていうのはどう？」

「あかんあかん。そんなんでは約束守られへん。ちゃんと最初から最後まできちんと呼んでや？」

「バカじゃねぇの？　そんな言いにくい名前、誰が呼ぶんだよ」

　気がつけば、ラフィの背後にミケとザロが立っている。小瓶の帰りを待ちきれず、先に寝たとばかり思っていたのだが。

「相変わらず、イケ好かんお子様やな。今は大人の時間や、早はよぅ寝えや？」

「なんだとぉ、この新参者がっ」

　ミケと小瓶の間に、バチバチと火花が散る。二人はなぜかそりが合わないらしく、何かと言い争いの絶えない関係となっていた。

「まぁまぁ二人とも」

　そのたびに間に入るラフィも大変なのだ。

「ともかく！　約束は約束や。このままでは魔方陣には協力でけへん」

「そんなぁ」

　小瓶の意地悪に為なす術すべもなくがっくりと肩を落としていると──。

「ウナ・ベリア・クリスピア・サンティーノ・ラティグリア二世」

　それまで一切しゃべらなかったザロが、小さな声で素早く小瓶の名を呼んだ。そしてラフィの耳元で何かをささやく。

「ふんふん……あ、なるほど」

　ラフィにしては珍しく、にんまりと意味深に微笑むと小瓶に向かって力強く宣言する。

「約束はちゃんと守ったわ。だから小瓶ちゃんには魔方陣に協力してもらいます」

「なんでや？　なんでそうなるんや？」

　小瓶はもとより、ミケも不思議そうな顔をしている。

「えっと」

　ラフィは天井を仰ぎながら、耳元でささやかれたザロの言葉を繰り返す。

「まず第一に、小瓶ちゃんの名前を呼ぶ人が誰かという指定はなかったので、ザロが代わりに呼んでくれました。それから、これからずっと呼ばなければならないという約束もなかったので、小瓶ちゃんの名前を呼ぶのはこれっきりにしまーす。で、これからはまた、小瓶ちゃんと呼ぶのでよろしく」

　予想外のラフィの態度に、小瓶は二、三歩よろよろと後ろに下がってしまった。

「なんちゅー仕返しや！　このままでは素直で可愛かったラフィちゃんが、恐怖の屁へ理り屈くつ言い女になってまうで。そうなったらな、あんたモテへんでぇ～」

「う……これっきりにするもん。だって、小瓶ちゃんが意地悪するから」

　言い返してみたものの、どんな理由であれやはり誰かが困っているのを見るのは苦手だ。こんな気持ちになるのならば、自分が困る方がずっと気が楽だ、とラフィはため息をついた。

　そんなラフィの頭の上に、小瓶の大きな手のひらがポンと置かれる。見上げると、まんざらでもなさそうに肩をすくめている小瓶の姿があった。

「しゃーないな。魔方陣、協力したる」

「ホント!?　ありがとね、小瓶ちゃん」

「あかん！　俺はいっつもその笑顔に勝たれへんのや」

「さぁ、そうと決まればさっそく実行だよ」

　心臓を押さえて大おお袈げ裟さに床に崩くずれ落ちる小瓶にあっさりと背を向け、ラフィは魔方陣を描くためにさっさとテラスへと出たのだった。
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「一応、協力するって言うてしもうたけど……ホンマ大丈夫なんかいな？　俺、魔術とか魔導でええ話聞いたことないで？」

　心配そうな小瓶に、珍しくミケも同意する。

「そうだよ。ラフィにもしものことがあったらどうすんだよ？」

「んー……魔術書さんの話では、別に危険だとは言ってなかったし。悪い噂っていっても、みんな私利私欲のために欲張って失敗したっぽい内容でしょ？　教訓的な意味合いが強いんじゃないかな」

　テラスの床に、慎重に魔方陣を書き写していたラフィが顔を上げる。とはいえ、ラフィにだって不安がないわけではない。

　しかし、他に魔女と会う方法が見つからないのも事実だった。

「魔術自体が悪いっちゅーんは、俺もないと思うけどな。それよりもタチが悪いんは魔女や。どんな方法やったとしても、あのエゲつない女を呼び出すやなんてそれだけで十分不吉やわ」

　小瓶は心底嫌そうに長身の身体を震わせる。確かレオールも同じような反応だったが、実際に魔女に会ったことのないラフィにとっては、なぜそんなに毛嫌いするのかが分からない。

「でも。魔女に会わないとレオールのこと、これ以上分からないし……」

「ま～たあの根暗男のことかいな？　あんなん放っておいて、俺らだけで楽しく暮らそうや」

「そんなわけにはいかないよっ」

　思わず声を荒らげてしまったラフィは、そのあとですぐに「一度引き受けた仕事だもん」と小さな声で付け加えた。

「ザロはどう思ってんだよ？」

　ふいにミケが隣に立っている相棒に顔を向けた。ザロはいつものように、みんなの会話には加わらず、じっと様子をうかがっている。

「あ、それって私も気になる。ねぇ、やっぱりザロも危険だと思う？」

　ラフィの問いに、ザロはかすかに首をかしげてみせた。どうやら思案中らしい。

「……………」

　たっぷりの沈黙が流れて、イラついた小瓶がいよいよ口を開きかけた頃──。

「……大丈夫だと、思う」

　ザロはぽつりとつぶやいた。たちまち、ラフィに笑顔が浮かぶ。

「よかったぁ。ザロにそう言ってもらえると安心できるよ」

　大体においてザロは恐ろしく無口だが、その分正確で間違いのないことだけを述べてくれる。そして、そのザロが大丈夫だと言ったのだ。

　ずっと不安を感じていたラフィだったが、急に自信があふれてくる。

（うん、なんだかものすごく大丈夫な気がしてきた！）

　そういう意味ではザロは確かに、修復士ラフィにとって有能な助手に違いなかった。

「ではさっそく、魔方陣で魔女を呼び出したいと思いまーす。さ、小瓶ちゃん、ここに立って」

　すっかり元気になったラフィは、魔方陣の中央にある円に小瓶を呼び込む。

「この円の中に魔女が呼び出されるはずだから。小瓶ちゃん、悪いけど中心よりも少しだけ前に立ってて」

「はいはい」

　面倒臭そうに小瓶が移動する。ラフィは大きく頷くと、自分は〝召還者の印〟と呼ばれる外がい縁えんに立った。それから一礼をして教わった呪じゆ文もんを唱えてみる。

「あまたの生命と悠ゆう久きゆうの刻よ。天地天外にかけて、ここに魔術を施ほどこすことを宣言する──卵の殻からを砕くだいた砂。蒼そう炎えんを放つ蠟ろう燭そく、そして汲くみ上げたばかりの湧き水」

　魔術書に言われた品物を確認しながら、ラフィは所定の位置へと置いていく。メモを見ながらの作業ではあるが、それでも少しずつ厳おごそかな雰囲気になってくるから不思議だ。

　すべてを置き終えたラフィは、また元の位置に立って静かに目を閉じた。

「命育はぐくむ大地の力、汚けがれを払う浄じよう化かの炎ほのお、空を巡めぐる聖水よ。円に置かれた物の持ち主を、今ここに呼び戻すことを命ずる」

　呼応するかのように、小瓶の足下がゆっくりと輝き出した。

「おお！　なんや効きいとるみたいやで、ラフィ」

「う、うん」

　緊張した面おも持もちでラフィも頷く。光はさらに輝きを増し、小瓶の姿を隠していく。その変化は魔術書に教えてもらった内容と同じだったので、ラフィは期待に胸を高鳴らせた。

（これで、これでやっと魔女に会える……！）

　ところが。

「？」

　光は急激に失速していく──だけでなく。

「！　やだっ」

　なぜか代わりにラフィの足下が輝き出した。まるで光が目的を変えたかのように。

「おい、これってなんやおかしぃないか？　ラフィ、こんなん予定にないやろっ」

　異変に気づいた小瓶が訝いぶかしげに眉まゆを寄せている。

　確かにこんなことは魔術書も言っていなかった。失敗だったのか。それとも。

「ラフィ、そこから離れろっ」

　ミケの叫さけぶ声が耳に届く。ラフィはその言葉に従おうとして、愕がく然ぜんとなった。

「あ、足が動かない！」

　まるで床に吸いついてしまったかのようにびくともしない。その間にも光はますます強烈になっていき、ラフィを包み込むまでに成長していた。

「ちっ」

　咄とつ嗟さに魔方陣から飛び出した小瓶が、ラフィのもとへと駆かけ寄る。しかし。

　小瓶はただ、虚こ空くうを抱きしめただけだった。

「……ラフィ？」

　波が引くように光が去った魔方陣には、小瓶だけが残されていた。ラフィの姿はない。

「おい、どうなってんだよ？　ラフィは!?」

「知らんわ！　お前らこそ、何か知ってるんちゃうんか」

　ミケと小瓶は焦あせりながら、お互いに食ってかかっている。しかしどちらにも原因など分かるはずがないことは、すでに承知していた。

　そんな中、ザロだけは何かを思案するように目を細めている。




　ラフィはまばゆい光の中、不思議な浮遊感を感じていた。風にふわりと舞い上がる羽根になったような気分である。瞳を開けると、見たこともない乳白色の世界が果てなく続いていた。

（一体どうなっちゃったの？　えっと……私、魔方陣で魔女を呼び出そうとして）

　混乱した頭を整理しようと、額に手をやる。

　しかし動どう揺ようが収まる気配はなかった。そのとき。

『あはははは。来たね、修復士。魔方陣を使うって手はなかなか悪くなかったよん。つか、正解。ちゃんと合ってるしぃ。もう全然合格だから！』

　心に直接、聞き覚えのある声が響く。軽さの中にもあだっぽさの残る大人の女性の声だ。

（えっと……誰だっけ？）

　すぐには思い出せないラフィは、もどかしさで眉根を寄せる。

『でもさ、その魔方陣にはあたしがちょーっと細工してやったんだよねぇ。とい・う・わ・け・で。お子様修復士ちゃん、あんたには今からちょっとした旅に出てもらうことにするから！　これ決定、はいそこ反論認めまセン！　で、そこでさらに修復士としての腕を磨みがきなよ？』

　相手を小馬鹿にするような軽い口調。それが以前、フローレツィア王国にある魔女の塔とうで小瓶の兄が物真似していた魔女のものと同じであったことを、ラフィはやっと思い出す。

（これって私が魔女の罠わなに引っかかったってこと？）

　焦りと後こう悔かいが、ようやく実感できてきた。自分はこれから、どうなってしまうのだろう。ミケやザロ、小瓶ちゃん達にも心配をかけているに違いない。

（それに）

　とめどない不安の中で、ラフィが無意識のうちに口にしてしまったのは──。

「レオール……」

　ふと脳のう裏りをかすめたのはフローレツィアの国王の姿だった。憂うれいを湛たたえた彼の美しい横顔や紅茶や草花を愛めでる優しい瞳。彼の姿が次第に朦もう朧ろうとしていく意識に折り重なっていく。

（あの人と二度と会えなかったら……私、どうしたらいいの？）

　それが、ラフィの覚えている最後の記憶となった。
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　かすかに聞こえてくる水の流れる音で、ラフィは目を覚ました。

「ここは？　確か……」

　見覚えがある。ひと月ほど前に、ラフィはここでレオールから小こ瓶びんを託たくされたのだ。

　フローレツィア王国の神しん殿でん。今は国王の居住区として使用されている場所だ。そこの庭園に流れる小川のほとりに、ラフィはひとり横たわっていた。視線の端はしには美しい東あずま屋やが見える。

　まだぼんやりした頭を抱かかえながら、ラフィはその東屋でレオールから美お味いしい紅茶のもてなしを受けたことを思い出す。

（なんで私、こんなところにいるの？）

　夢でも見ているのかもしれないと思いながら、ラフィはそっと起き上がった。

　あたりを見渡すが人の気配はまったくせず、ただ側を流れる水の音が静かに響ひびくばかりである。

　──あれ？　ほんとに誰だれも、いない？

　かすかな違い和わ感かんを覚えて、ここからでは見えない東屋の裏側へとまわる。するとそこには。

「！」

　柱の陰かげに身をひそめるように、誰かがいた。こちらに背を向けるようにしゃがみ込んでいるので顔は見えないのだが……忘れるはずもない。あの後ろ姿は、でもまさか。

「レオール!?」

　以前に会ったときとは少し雰ふん囲い気きが違うものの、ラフィにはひと目で分かった。思いがけない再会に一いつ瞬しゆん胸が躍おどるが、それもつかの間、駆け寄ったラフィの表情はすぐに凍こおりつく。

　レオールの様子がおかしかった。息を飲むほどの美び貌ぼうは相変わらずだが、その瞳ひとみは固く閉じられている。よく見れば全身傷だらけで意識もないようだ。

「ちょっと、しっかりして！　レオール、レオールったら」
















　震ふるえる声を抑おさえながら、ラフィはレオールの肩を揺ゆする。このまま目を開けなかったらと思うと、心の底から恐きよう怖ふが湧わき上がってくる。

「……っ」

　そのとき、レオールの瞼まぶたが震えて端たん正せいな唇くちびるからかすかな息が漏もれる。

（よかった、ちゃんと生きている……）

　それだけで身体からだ全体が安あん堵どで満たされ、一瞬、頭が空白になってしまった。

（って、安心してる場合じゃない！）

　そして改めてレオールの傷を調べる。ともかくここは冷静に、怪け我がの手当をしなければ。

「大丈夫だからね、しっかりして」

　一番大きな傷は右肩にあった。もう血は乾きかけているが、肩から腹部にかけて深い傷を負おっている。その他にも、背中や両足、左の手首にもたくさんの傷があった。

「ひどい……一体、誰がこんなことを」

　それだけではない。傷のせいで発熱しているのか、額ひたいには汗が滲にじんでいる。

　ラフィはなんの躊躇ためらいもなく、自分の絹きぬのスカートを破って何枚かに裂さいた。そしてその中の一枚で肩の傷をきつく縛しばり、残りの布切れを側を流れる小川の水に浸ひたす。

　二、三枚の濡ぬれた布で小さな傷口を優しく拭ふき、最後に残った布を小さく畳たたむとレオールの額にそっと当てた。

「……う……」

　苦しげに歪ゆがめられていたレオールの表情が、少しだけ和やわらいだように感じる。

　ラフィは指先でレオールの頰ほおに触ふれていた。それはほとんど無意識で、自分でも驚おどろくような大だい胆たんな行動である。

　レオールと別れてチェブロッテに帰ってから、この黒くろ髪かみを、透すき通るような紫むらさきの眼まな差ざしを、温かい手のひらを何度思い出したことだろう。ラフィは、自分が魔ま女じよの罠わなに落ちたという状況も忘れて、一瞬だけ目の前のレオールに魅み入いられていた。

「レオール、しっかりして……お願い……っ」

　ラフィの必死の呼びかけに呼応するかのように、レオールの乱れていた呼吸は徐々に穏おだやかになっていき、やがてそれは安らかな寝息へと変わっていった。

「よかった……」

　安あん堵どと共に、ラフィは自みずからの内側から湧き上がる感情に戸と惑まどう。

　レオールとの思いがけない再会に、胸がどきどきしていた。

　どうして自分は今、こんなに切なくて心がねじ切れそうなのだろうか。

　チェブロッテにいた頃、確かに早くレオールに会いたいと望んでいた。けれどそれは、互いに固い約束を交かわした友として、そして何よりも『レオールの呪のろいを解く』という修復士の矜きよう恃じとしての願いだったはずだ。

（でもそうだとすれば……おかしいよね）

　いまだ約束を果たせる見込みもなく、呪いを解く方法を聞き出すはずだった魔女の罠にかかってしまった自分は、たとえ夢の中でさえレオールに会わせる顔などないはずだ。それなのに。

（私ったら……レオールと会えて嬉しいと感じている）

　瀕ひん死しとも見て取れるレオールを前にして、その感情は不ふ謹きん慎しんなことかもしれない。それでも胸の奥にじわりと滲にじむ喜びを、どうしても打ち消すことは出来なかった。

「どうしてなんだろう？」

　レオールの無防備な寝顔を見守りながら何度も自問する。

　今ならその答えが見つかりそうな気がして、ラフィはレオールの頰ほおに当てたままになっていた自分の指をそっと滑すべらせた。その先には、彼の形の良い唇がある。

　寝ているとはいえ自分からレオールに触ふれることなど、もちろん初めてのことだ。ラフィは自然と高鳴っていく動どう悸きを止められない。その鼓こ動どうはとても激しく、彼が起きてしまうのではないかと心配になるほどだ。

　それでもなぜか、ラフィはレオールから自分の指先を離せないでいた。

（ねぇレオール、あのとき本当にキスしてくれたの？）

　ふいにとめどない愛いとしさがこみ上げてきて、指先はさらにその唇に触れようとする。けれど。

　次の瞬間、その指先が止まった。レオールの唇がかすかに動いたからだ。

「……エルドナ」

　苦しげに呼ぶその名前に、ラフィの心はたちまち凍りついた。それはきっと、女性の名に違いない。そして、レオールがこんな風に、苦く悩のうに満ちた声で呼ぶ女性はただひとり──。

（二百年前の、修復士）

　途と端たんに、心がぎゅっと縮こまり息が出来なくなった。

　自分はなんてバカなんだろう。以前コノルトの丘の上で、レオールは確かに彼女のことを「大切な人」だと言ったのだ。胸の奥に、稲いな妻ずまのような亀き裂れつがはいる。

　ラフィはどうしていいか分からなくなり、力の限りぎゅっと目を閉じた。心の痛みを攪かく拌はんするように、暗くら闇やみの世界がぐるぐるとまわる。

「お前は？」

　ふいにかけられた声で、ラフィはやっと覚かく醒せいした。眼前では、いつの間にかレオールが目を覚まし、真っ直ぐにこちらを見ている。

「レ、レオール！　久しぶり、じゃなかった。よかった、目が覚めて。ごめん。私、傷を見てちょっと動転しちゃってて……それよりもどうしたの？　こんな怪我して。一体誰に」

　しどろもどろで必死に話し続けるラフィを、訝いぶかしげに見上げながら。

　しかし、レオールは──静かにこう言ったのだった。

「レオールとは誰のことだ？　その前にお前は誰なのだ？　なぜここにいる？」

「……え？」

　不思議そうにこちらを見ている薄うす紫むらさきの綺き麗れいな瞳。

（記き憶おく喪そう失しつ？　ちょっとしたいたずら？　それともほんとに別人？　まさかレオール、本当はすごぉく頭悪くてもう私のこと忘れちゃったとか!?）

　様々な憶おく測そくが、ラフィの頭の中で乱れ飛ぶ。もちろん、レオールの問いに返事をする余裕などあるはずもなく──。

　ラフィはただ、呆ぼう然ぜんと黙だまり込むしかなかった。
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「なななん、なんや！　どないなってんねんっ。俺おれには全然分からんで！」

　ラフィが消えてしまった魔ま方ほう陣じんの上をウロウロ歩きまわりながら、小瓶が頭を抱えている。その後ろ姿に、ミケも負けじと言い返した。

「知らねぇよ。つーか俺の方が、絶対、マジでまったく分かんねぇし！」

「どアホ！　しょうもないことで競争してる場合ちゃうねん」

　ラフィが、と小瓶は嚙かみしめるようにつぶやくと苛いら立だちを込めてミケを睨にらみつける。

「消えてしもーてんぞっ」

「んなこと、いちいち言うなっ。お前こそ、分かんねぇくせに偉えらそうにわめくんじゃねぇよ！」

　言い返すミケの声はかすかに震えている。「ラフィが消えてしまった」──それはミケが、恐ろしくてすぐには口に出来なかった言葉だった。

（なのに！　こンの無神経な小瓶野郎……っ）

　ラフィが目の前から消えてしまうなど、ミケが人間の姿を得たときから一度もなかったことである。こんな風に原因も分からず、行き先も告げず、急にいなくなるなんて──。

「お、俺」

　カッコ悪いと分かっていても、じわりと浮かぶ涙なみだを止められなかった。日頃は随ずい分ぶん威い勢せいのよいミケだが、こういうときにはたちまち弱気になる。だから。

「ザロ」

　すがるように相棒を見てしまう。いつも、どんな困難も乗り越こえる知恵をくれるザロのことだ。きっと今回だって、なにかいい案が浮かんでいるはず。

「……」

　しかし肝かん心じんのザロは静かにラフィが消えた魔方陣を見下ろすばかりだった。

「魔方陣は安全だって、ザロ言ったじゃんか」

　正確には安全とは言っていない。ただ、魔方陣を試してみたそうだったラフィに「大丈夫だと思う」と意見を述べただけだ。思わず責めるような口調になってしまったが、それでもミケは信じていた。

　ザロがラフィを危険な目に遭あわせるはずがない。自分と同じように、彼にとってもラフィは大切な存在であり、絶対に守り通さねばならない家族だからだ。

「なぁザロ。ラフィ、無事だよな？　ちゃんと、俺らのとこに帰ってくるよな」

　すがるようなミケの眼差しに、ザロは困ったようにうつむいた。

　実は、ザロはこうなることをある程度予想していた。

　図書館の魔導書や魔術書は、もう随分前に隅すみ々ずみまで読破していたからだ。だから、魔術は魔法を使うためのただの技術であり、必ず悪い結果を生むということが迷信だということも承知していたし、魔方陣を使って魔女を呼び出すことがさほど難しくないことも知っていた。

（ラフィが魔女と会うための方法として、魔方陣に辿たどり着くのは時間の問題だった）

　そして魔女は、そんなラフィの思いを見み逃のがすはずがない。魔方陣に何かしら罠を仕掛け、ラフィをどこかに連れ去ることは十分に想定内のことである。

「ザロ、ラフィは大丈夫だよな、な？」

　目に涙を溜ためて心配している相棒に、気休めは言えない。けれど、ひとつだけ言えることは。

「魔女には、ラフィが必要だから」

「魔女？　なんでそこで魔女が出てくるんだ？」

　ミケはきょとんとした顔をしているが、小瓶の方には伝わったようだ。

「そうか！　これって魔女のしわざやったんか。あいつなら、前もって魔方陣に、なんかよぅない罠を仕掛けて、ラフィをどっかに連れ去ることぐらいできるわ！　あの女の望みを叶かなえるためには、修復士が必要なんやからな」

　だからこそ、簡単にラフィを傷つけるようなことはしない。絶対に。

　小瓶が言ったように、魔女は修復士の力を最大限まで高め、その力で自分の野望を叶えさせようとしているらしいことは以前、フローレツィア王国で聞いた。その願いが一体何なのか、今はまだ分からないが、それでも。

（ラフィが半人前の修復士である限り……大丈夫）

　現時点での魔女が望むことはひとつ。ラフィが修復士としての腕うでを磨みがき、立派な魔法を身につけるのを手助けすることだけだ。それを確信しているからこそ、ザロは安心していた。

　しかし、ミケは怒ったようにザロに詰つめ寄る。

「魔女が何かするって分かってんなら、なんでラフィを止めなかったんだよ！」

「そうや！　もし魔女が望みを無理矢理叶えさせようと迫せまって、ラフィがそれを断ったら殺されるで。そンぐらいのこと、あの女なら平気でしよる」

　二人の言葉にザロは沈ちん黙もくで答えるしかなかった。そんなことはすでに承知していた。出来ることなら、ラフィにはフローレツィア王国のこともレオールのこともすべて忘れて、ここチェブロッテでなんの悩なやみもなく楽しく暮らして欲しい。けれど。

「……」

　彼の胸に去来するのは、フローレツィア王国にあるコノルトの丘で見せた、ラフィの健けな気げな姿だった。ラフィを飲み込もうとする運命の元げん凶きようを絶ち、レオールに真実を語らせるために、ザロはあえてラフィの目の前で小瓶を崖がけから捨ててみせた。

　しかしラフィは自分を危険にさらしてまで、レオールの不老不死が入った小瓶を取りに崖がけを下りようとしたのだ。決して諦あきらめないという、息を飲むような強い意志で。

　ザロには、あのときの一いち途ずなラフィの横顔が刻み込まれていて、今でも心から離れない。

　さらにラフィは、真実を隠していたレオールに対して怒ろうともせず、辛つらい現実に散々苦しみ悩みながらも最後は「レオールを助けたい」という結論へと達した。

　そのラフィの真っ直ぐな心を、ザロは眩まぶしくそして少し切ない気持ちで受け止めた。そして決意したのだ。この先にどんな困難が待ち受けようと、彼女の望むようにさせよう。そして彼女が本当に危険なときには、たとえこの身が滅ほろびようとも守り抜こうと。

　そして皮肉なことに、ラフィの「レオールを助けたい」という望みを叶えるためには、今は黙って魔女の轢ひいた道を歩かせるしかないのである。




　……などということを、ザロがわざわざ口にするわけもなく。




　ただ奇妙な沈黙だけが、ミケとザロ、そして小瓶の三人の間に流れていった。

「なんや？　お前の相方、黙ってもうたで」

「……ザロが焦っていないってことは、きっとラフィも大丈夫なんだろうけど」

　小瓶とミケがこそこそと話し合っている。ザロは彼らから視線を逸そらして、天を仰あおぐとさらに考えを巡めぐらせた。

　ラフィは魔女の手によって、魔方陣でどこかに飛ばされた。

　そこにはきっと、修復士として力をより高めるための〝何か〟があるのだろう。

　ラフィはそれを乗り越えて帰って来るはずだ。魔女がそれを望む限り、そして自分達が邪じや魔まをしない限り、物事はそのように流れていくのだから。

（ということは）

　恐らく、残された自分達モノにも、魔女はなんらかの役割を与えているはずである。

（そう、ラフィを元の世界に呼び戻もどすための役割が）

　自分達が正しく動き出すためには、その流れを読み取ることが重要だ。だからザロが今、もっとも気をつけるべきことは、その予兆を見逃さないことなのである。

（何か、メッセージのような）

　ザロはそっと息を詰めて、ラフィが消えた魔方陣を見つめる。そのときだった。

『あの』

　まるではるか遠い森の奥で、そっと木の葉が舞い落ちたような。そんな、誰もが聞き逃すほどのかすかな声──三人がそれに気づいたのは、心に直接響くモノの声だったからである。

「誰や？」

　鋭するどい視線で、小瓶があたりを見渡す。つい今までは気配などなかったはずである。だが。

「あ、あれ！」

　いち早く見つけたミケが、部屋の隅を指さす。そこには小さな小さな少女がいた。人の小指程度しかなく、さらに身体は半はん透とう明めいで揺らめいている。

　身体も小さければ、容姿も幼かった。まだ五歳程度の女の子である。

「……なんだ？　お前、ちゃんとしたモノか？」

　ミケが訝しげに訊たずねる。ひどく内気そうな少女は、びくりと震えながら顔を上げた。

　身長と同じぐらいに伸ばされた軽やかでクセのある銀色の髪。小枝のように細い手足に、陶とう器きのような滑なめらかで純白の肌はだをしている。緊きん張ちようし怯おびえきったエメラルドの瞳は、今にも泣き出しそうに儚はかなげに揺らめいている。幼いながら、ハッと胸を衝つかれるほどの美少女だった。

（まるで妖よう精せいみたいだ）
















　ミケの脳のう裏りに、そんな言葉が浮かんだ。

　確かに、少女は図書館で借りた本に登場する森の妖精によく似ていた。が、自分達に心で語りかけることが出来る存在といえば、同じモノであるに違いない。

（違いないんだけど、やっぱ変だよな。……色々）

　もっとも奇妙なことは、彼女の周りにはモノの身体にあたる器が見あたらないことだ。

　通常、モノは器を離れて生きていくことはできない。人間の姿を得たミケ達ですら、ピアスにしたりペンダントに加工して自分の器を肌身離さず持っている。

「一体なんのモノなんだ？　器はどうした？」

　さらに問いかけるミケに、少女は恥はずかしそうにうつむいた。そして、再び蚊かの鳴くような声で答える。

『私の名前はマナなの。器は……失ったの』

「失ったってホンマか!?　せやのにマナちゃんは生きてるんかいな？」

　小瓶が馴なれ馴れしく〝ちゃん付け〟で呼びながら──しかも悔くやしいことに、その馴れ馴れしさが妙みように板についている──隣となりで大おお袈げ裟さに目を見開いている。

　その反応にはミケも同感だった。器を失ったモノが生きていられるなんて聞いたことがない。

　しかしマナは、相変わらず恥ずかしそうにうつむきながら小さな声で答える。

『私にも分からないの。だから人間にしてもらいたくて修復士様に、会いに……』

「今はいない」

　何を思ったのか、ザロが素早く答える。その言葉に、マナはそっと顔を上げた。

『……いない、の？』

「そうそう、生あい憎にくやけどな。あんたの望みを叶えてくれる修復士はたった今、消えてもうたわ」

『そう……なの……』

　その様子がどこか納なつ得とくしているように見えて、ミケはさらに首をかしげる。

「マナって言ったっけ？　修復士がいないって聞いて、残念じゃないのか」

　しかし、返ってきたのは小さな小さなため息だった。

『私……不幸には……慣れてるから大丈夫なの』

　どう返答すればよいか分からず、ミケは頰を引きつらせる。彼女のどこら辺が大丈夫なのかいささか疑問ではあるが──というか、一体、この幼い少女に何があったというのだろう。

　もちろん、モノの外見で実年齢を判断することは不可能である。ミケ達よりも新しく命を得たモノが老人の姿をしていることもあるし、逆に子供のようなのに千年以上も生き続けているモノだっているのだ。

　しかし実年齢がどうであれ、こんなに幼くて可か憐れんな少女が『不幸』だなんて簡単に口にすること自体、なんだかやるせない。

「あちゃ～マナちゃんみたいな可か愛わいい女の子に不幸なんて似合えへん！　せや、このお兄さんに話してみ？　なんで器なくしてもうたん？　ちゅーか、元々なんのモノなん？」

　小瓶の軽い口調にミケは顔をしかめる。まるで街でナンパしているみたいではないか。これでは話を聞く前に、マナに嫌きらわれてしまうに違いない。と、思ったのだが。

（あれ？）

　マナはかえって緊張がほぐれたように、薄く微笑ほほえんで頷うなずいたのである。

（……女って分かんねー……）

　ため息をつくミケをよそに、マナは小瓶に向かってゆっくりと話し始めた。

『私』

「ふんふん」

『黄おう金ごん塔とうなの、フローレツィア王国の』

「へぇ～そうなんや～……って！　えぇっ!?　噓うそやんっ」

　のけぞって驚くばかりの小瓶の首を、ミケが無理矢理押さえつけて聞き出す。

「なんだよ、フローレツィアの黄金塔って」

「お前知らんのんか？　せやなぁ～なんて言うか。二百年前、絶頂期やった王政が作らせたフローレツィアのシンボルや。当時、千年にひとりの逸いつ材ざいと呼ばれた天才黄金加工師トーレスの最高傑けつ作さくや言われてるねん……でも。そっか、せやから『器がない』ちゅーわけやねんな」

　再びひとりで納得している小瓶を、ミケが睨みつける。

「なんで器がないんだよ？」

「あ～……」

　言いにくそうに黄金塔の少女を見る小瓶。マナは、話しても構わないとでも言うように、そっと頷いてみせた。

「語るも涙の哀かなしい話やけどな、黄金塔は戦争の最中に壊こわされてもうてん。そう、悪あく名みよう高き〝フローレツィアの厄災〟や。敵国の兵士達の手で、あっちゅう間に」

　まったくえげつないことしよる、と小瓶は痛ましそうに首を振る。マナの器はそのときに壊され、普通ならばその命も一緒に果てるはずだった。

　しかしなぜか、宿った心の具現化である人の姿だけが中途半端に残ってしまい、その理由は自分でも分からないのだという。

（黄金塔を作ったっていう黄金加工師の心だけが残ってるってことか？　でも、フローレツィアの厄災っていうと今から二百年も昔のことじゃねぇか）

　あり得ない。モノに与えられた人の心は、それほど長い時間宿り続けることは出来ないからだ。その人が死ねば、その想いも少しずつ消えてついにはなくなる。

（それとも、黄金塔に宿る心はそれほど強きよう烈れつだったってことか）

　分からない。知れば知るほど、謎なぞだらけの少女である。ミケに分かるのは、マナが二百年もの間、器も持たず、たったひとりで彷徨さまよっていたということだけだ。

「だから人間になりたくて、ここに来たのか」

　マナは健気にこくりと頷く。ミケはため息をついた。

「残念だけどさ、ラフィはこの魔方陣で消えてしまったんだ」

『ラフィさんっていうの？』

「そう、修復士ラファエリア。ラフィを取り戻す方法が分かればいいんだけど」

『……』

　マナは黙って魔方陣を見つめている。そして愕おどろくべきことを言い出した。

『……私、ラフィさんを助け出す方法を知っているかもしれないの』

「本当か!?」

「ホンマッ!?」

　ミケと小瓶が同時に叫さけぶ。マナは少し驚いたように後ろへ下がった。

　つい先ほど会ったばかりの、謎多き少女である。すべてを信じ切れるかどうかは、まだ分からない。それでもミケと小瓶は、この状況下でわずかな希望を見出だした嬉しさを隠せなかった。

『私、ずっとフローレツィア王国にいたの。だから魔女さんのこともよく知っているの。前に魔女さんが話しているの、聞いたの。これって罠なの。ラフィさんはきっと、二百年前のフローレツィア王国に飛ばされたの』

「二百年前？」

『そうなの。そこでラフィさんは魔女さんの試練を受けなきゃダメなの。試練を乗り越えたラフィさんは、魔女の塔にある同じような魔方陣で帰ってこれるの。でもそれには、フローレツィアにある、ラフィさんの心が宿ったモノを置いて呼び出さなきゃダメなの』

　マナの言葉を聞いて、ミケはぱっと顔を明るくさせた。

「それで、ラフィを助け出せるんだなっ」

「ホンマ助かった～！　人生、捨てる神あれば拾う神あるっちゅーこっちゃ」

　日頃仲が悪いことも忘れて、ミケと小瓶は手に手を取って喜び合っている。しかし。

「……」

　ザロだけが少し離れたところから、マナをじっと見つめていた。
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（な、なんてこと！　レオールってば、記憶喪失？　それとも最初から、私のことなんてすぐに忘れるような存在だったってこと!?）

　あまりのショックに固まっているラフィの横で、レオールは目を細めて思案している。

「そなた神殿の巫み女こではないのか？　それにしては妙な服装だな」

「？」

　ラフィが知っている神殿では、レオール以外の人間は立ち入ることが禁じられているはずだ。王の居住区として使用されているためすでに神殿としての役割は果たしていないし、当然神官や巫女などいるはずもなかった。

　それに妙と言われた服装も、ラフィにとってはなんの変へん哲てつもない普段着だ。

　上う手まく答えられないラフィに対して、レオールはさらに不審感を募つのらせたようだった。

「どうした、記憶でも失ったか？　敵国の兵はすでに城下の街まで迫っていて危険だから、神殿に住まう神官や巫女達には全員避ひ難なんするよう命じたはずだが」

　神殿の巫女？　敵国の兵って？　おかしい。ラフィの知っているフローレツィア王国の状況と、レオールの言っているそれは、まるで嚙み合っていない。

（それに敵兵が迫っているって……まさか、戦争中ってこと？　戦争？　戦争って）

　ふいに何かがラフィの胸を衝いた。

「！」

　頭に浮かんだ仮説に、ラフィは自分で驚きよう愕がくする。

（まさかここって、二百年前のフローレツィア王国!?）

　にわかには信じられない。けれどそう考えると、何もかも辻つじ褄つまは合う。

　ときは今から二百年前──恐らく、フローレツィアの厄災のまっただ中である。彼はその頃のレオールに違いない。

（じゃなかった）

　以前に見た肖しよう像ぞう画がが、ラフィの脳裏をよぎる。二百年前の彼の名は確か──。

「……ハッシュ王？」

「やっと正気を取り戻したか」

　呆然としているラフィに、レオールもといハッシュ王は安堵したように頷いている。

「なーんだ」

　彼は記憶喪失でも、自分を忘れてしまったわけでもなかったのだ。ラフィは思わず肩の力が抜けてしまう。しかし、すぐに。

（なーんだじゃなーいっ！）

　と思い直した。魔女を魔方陣で呼び出そうとして失敗し、なぜか自分の方が二百年前のフローレツィアに飛ばされてしまったとは。

『あんたには今からちょっとした旅に出てもらうことにするから！　そこでさらに修復士としての腕を磨きなよ？』

　魔方陣に吸い込まれた直後に聞いた、魔女の言葉が甦よみがえる。ということは、ラフィはここで修復士として何かを学ばなければならないのか。

（そんなこと言われても……私ひとりじゃ、何をどうしたらいいのか）

　ここには優秀な助手であり心から信頼しているミケもザロもいない。それどころか、いつも軽口で困らせられながらも、結構頼たよりにしていた小瓶すらいないのだ。

「大丈夫か、神殿の巫女よ」

　泣き出しそうになっているラフィに、ハッシュ王が心配そうに声をかけてくれる。

　私は神殿の巫女ではない、と伝えようとしてラフィははっとした。

（そうだ、真実を伝えたところで私の正体をなんて説明すればいいの？）

　噓をつくのは嫌いだが、彼に不ふ審しん者しやと疑われ、ここから追い出されることはさらに嫌いやだった。それに。

（二百年前の姿とはいえ、やっとレオールに会えたんだもん。このまま離れるなんて出来ない）

　少し心苦しくもあるが、都つ合ごう良く巫女だと勘かん違ちがいしてくれたハッシュ王にこのまま上手く乗っかってしまおう。

　ラフィは両手を握にぎりしめながら、力強く決心する。

「この戦火の中、神殿には誰も残っていないと聞いていたが。お前はここで何をしている？」

「えと、ハッシュ王様のことが……心配で」

　とはいえ噓が苦手なラフィ、自然と声は小さくなる。しかし、それは歴れつきとした本心である。

　ところが彼は自じ嘲ちよう気味に鼻を鳴らした。

「私のために祈いのってくれるというのか。それは有あり難がたい話だが」

　そして乱暴に身体を起こすと、深く切り込まれていた肩の傷を見せる。

「心配は無用だ。この通り、たいした傷ではない」

「そんなはずは……っ!?」

　意識を失うほどのひどい怪我だったはずだ。しかしレオールの言葉通り、先ほどまで痛々しく傷ついてた肩の傷が驚異的な速度で塞ふさがってきている。

（!?　これってひょっとして、不老不死の呪いの力？）

　どうやらハッシュ王はすでに二百年前の魔女と修復士の手によって、死から蘇よみがえったあとらしい。

「だから巫女よ、私のことなど心配せずともよい。お前は早く安全な場所へと避難しろ」

　ここは二百年前のフローレツィア王国で、後に【フローレツィアの厄災】と呼ばれる国史上もっとも悲ひ惨さんな時代である。

　そして一度死んだはずのハッシュ王が、不老不死の身体となって生きている。つまり。

（今のハッシュ王は、大切な人だった修復士をすでに失っているんだ）

　レオールを不老不死にした罪つみを受けて自ら死を選んだ修復士──自分の命と引き替えるように消えた命が、どれほど彼の心を深く傷つけただろう。

　ラフィは大きくかぶりを振った。すべてを背負い込んで自分を責めている彼を、やはりひとりになんて出来ない。

「どうか側で、看病させて下さい。傷は……ただ治ればいいということではないはずです。自らを大切にしない人の傷は、その心だって同じように傷ついています。それを一緒に癒いやしてあげないと」

「……お前は怖こわくないのか？　こんな身体の私を見て」

「え？」

　ラフィが驚かないのは、すでにレオールから不老不死のことを聞いているからだ。先ほど巫女として正体を偽いつわろうと決心したばかりなのに、こんなにも早くボロが出てしまう。

（うー……やっぱり噓は苦手だよぉ）

　落ち込むラフィだったが、ハッシュ王の反応は少し予想と違っていた。

「……すまなかった。この身体を見ても驚かぬとはやはり、医術と祈き禱とうに長たけたルネス神の巫女だな」

　ハッシュ王は初めて気を許したかのように、ラフィから視線を外して空を見上げている。

「あ、ありがとうございます」

　なんだかよく分からないうちに危機は去ったようである。ラフィは神に感謝しながら、そっとハッシュの横顔をのぞき込んだ。

　落ち着いて観察すると、ハッシュ王は微妙にレオールとは違っていた。

（なんというか、レオールから二百年分の倦けん怠たいと、人を拒きよ絶ぜつする態度をなくした感じ）

　同じように不老不死を嘆なげいてはいるものの、目の前のハッシュ王はまだちゃんと顔を上げて未来を見ている気がした。それはたった今も続いている、敵国の侵しん略りやくから国を救うという目標があるからなのか。それとも二百年の孤こ独どくを知る前の姿だからなのか。

（あ、あれ？）

　前向きなレオールこそラフィが望んでいた姿であり、これは、その。

（ハッシュ王って、私の好み……だったりして）

　親友チエリの言葉で表現すると、つまりはそういうことになる。

　自分の考えに赤面しながら、ラフィは高鳴る胸を抑えていた。

「巫女？　どうした」

「い、いえ！　なんでもないです。で、ではお側で看病させてもらえますか」

　慌てて手を振りながら訊ねると、ハッシュ王は「仕方ない」とため息をついた。

「それに私も神殿に隠れている身でな。この傷が癒いえ、また前線で戦えるようになるまでは護ご衛えい兵へいを呼ぶわけにもいかぬ」

　それまでは好きにしろ、と軽く付け加えられ、ラフィはやっと胸を撫で下ろす。魔女の企たくらみはまだ見えてこないが、慣れない世界でもともかく足場は確保できたような気がした。

　ここでしばらく、ハッシュ王の看病をしながら機会をうかがうしかない。

（大丈夫だよ、ラフィ）

　不安で押しつぶされそうになりながらも、ラフィは自分に言い聞かせていた。




　神殿で暮らし始めて、早くも三日が経ってしまった。

　ハッシュ王の怪我はもうほとんど治りかけている。言うまでもなく驚異的な早さだが、ラフィは素直に喜べないでいた。

（やっぱり不老不死なんてよくないことなんだ……）

　これでまた彼は戦場へ出向き、自ら身体を痛めつけるような戦い方でたくさんの傷を負うだろう。傷だけ治っても、心は追いつかない。そんな自分を大事にしない生き方が、いつか破は綻たんを招くということは、ラフィにも十分分かっていた。

（でも、どうしてあげたらいいのか分からないよ）

　それにもうひとつ、ラフィには気になることがあった。

「あの、ハッシュ王」

「なんだ？」

　いつもの庭園で彼の傷の様子をうかがいながら、ラフィは何気なさを装う。

「最初にお会いしたとき、王は意識を失っておられて……そのときに私、聞いてしまったんです。王が〝エルドナ〟とつぶやかれるのを」

「……そうか」

　眠ねむれなくなるほど心に引っかかっているのに、今はなぜか聞くのが怖い。ラフィはそんな、矛む盾じゆんだらけの自分に戸惑っていた。知りたいと思ったことはとことん追求してきた自分がまさかこんな気持ちになるなんて、生まれて初めてのことである。

「その方って、やっぱり……その」

「修復士エルドナのことだろう。お前もこの国に住む者ならば彼女を知っているはず」

　ハッシュ王はあっさりと教えてくれる。

「あ。は、はい」

　曖あい昧まいに相づちを打ちながら、ラフィは改めてため息をこぼす。

　無意識にハッシュ王がこぼした「エルドナ」という言葉は、やはり修復士の名前だった。

（それも、この人にとって大切な、女性なんだよね）

　深い傷を負って意識が朦もう朧ろうとなっているときでも、その名を呼ぶほど愛していて──。

「エルドナは亡くなった。しかし、彼女の想いは私の中にある。だから戦い続けなければならないんだ、どれほど傷つこうがな」

「そう……ですか」

「彼女の手を借りなければ国すら守れなかった私など、すでに王という名に相応ふさわしくない。本来ならば死すべきは私の方だったのに……運命とは皮肉なものだ。しかも呪われたこの身体では、ルネス神は死への望みすら叶えては下さらないらしい」

　ラフィに包帯を解ほどいてもらいながら、ハッシュ王は自嘲気味に頰を歪める。

「そんな。ハッシュ王は十分に力を尽つくしてこの国を守っています」

　すっかりよくなった肩の傷を見てラフィは胸が痛くなった。この様子だと、もう包帯をする必要もないだろう。このままハッシュ王は戦場へと行ってしまうのだろうか。

（辛いけど。でもここで私が止めてしまえばフローレツィア王国に平和はやってこないんだ）

　唇を強く嚙みながら、ラフィは包帯を握りしめていた。

「時々、怖くなる……」

　ぽつりとつぶやく声が、ラフィの耳に届く。驚いて顔を上げると、そこには庭園を流れる小川へと視線を落とすハッシュ王がいた。

「本当に私に、国を救うことなど出来るのか。どんなに頑がん張ばっても、もう二度と豊かで平和だったフローレツィア王国は戻らないのではないかと」

　ラフィはその言葉に胸を衝かれた。

　そうだった。今の彼は、二百年後のフローレツィア王国がどんな姿なのかを知らない。愛する自国が、明日滅びるかもしれないという不安を抱えながら、必死に戦っているのだ。

「……」

　何も言えないまま、気がつくとラフィはそっとハッシュ王の手を取っていた。

　大きくて逞たくましい彼の手は、ラフィの小さな手ではとても包み込みきれない。ハッシュ王の手はレオールと同じように温かく、優しく、そして孤独だった。

　何も出来ない悔しさと切なさが、ラフィの胸を締しめつける。

「すまない……今のは失言だったな。今まで誰にも弱音など吐かなかったのに。どうも巫女といると、傷と一緒に弱い自分までもを露ろ見けんさせてしまうようだ。どうか聞き流して──」

「大丈夫」

　ハッシュ王の言葉を遮さえぎって、ラフィは思わず断言してしまっていた。

「大丈夫ですよ、絶対。あなたの国は必ず復興しますからっ」

「……」

「あ。えと、きっと出来るって……信じています、私」

　断言はさすがにまずいと気がついたラフィは、慌てて語尾を濁にごす。が、ハッシュ王は目を見開いたまま、ひたすらラフィを見つめていた。

「ご、ごめんなさい……私。事情も知らないのに偉そうなことを言ってしまって」

「いや」

　王はまだ動どう揺ようを抑えられないように、乾いた声で否定した。そして、小さな声でつぶやく。

「……どうやら私は感動しているようだ」

　聞き返す間もなく、ラフィはぐっと抱だきしめられていた。

「!?」

　驚いて顔を上げようとするが、彼の力強い腕がそうはさせてくれない。その大きくて温かな胸に搔かき抱いだかれたまま、ラフィは彼の言葉を聞いた。

「巫女よ、お前は本当に心の傷まで癒してくれるのだな。泥どろ沼ぬまのような絶望と迷いから、たった今、私を鮮あざやかに救い出してくれた」

　ハッシュに強く抱きしめられ、ラフィは混乱しきっていた。

（どどど、どういうこと!?　レオールは、じゃなくてハッシュ王はエルドナさんが好きなんじゃないの!?）

　それともこれは、手当した巫女への感謝の気持ちなのだろうか。

「戦場に戻ろう、お前の言葉を信じて」

　耳元でハッシュ王の晴れやかな声がする。

「ありがとう巫女よ。いや、巫女ではない。お前は私の女神だ」

「……」

　苦しい状況の中、それでも真っ直ぐに前を向こうとする彼の姿は、ラフィの胸を強く打った。もちろん、彼が死なないことは分かっている。けれどもあとどれぐらい傷を負えば、この国に平へい穏おんが訪れるというのだろう。それまで何度、王は血を流さねばならないのか。

（こんなの辛いよ……でも、どうしてあげたらいいの？）

　自分なんかよりも、エルドナさんがここにいればよかったのに。

　そう思うと、涙が止まらなくなった。癒されぬ悲しみの中で、傷だらけになりながらも戦い続けているハッシュ王が痛ましく、今すぐにでもやめさせたい。でも方法が分からない。

「さらばだ、巫女。今度こそ、お前もすぐに避難するように」

　彼の背中が庭園から消えていく。呼び止めたくて心が張り裂けそうだ。

　それでも今のラフィには、彼を黙って見送るしかなかった。
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「あかんわ。マナちゃんの話はホンマためになったけど、俺らにはフローレツィア王国に入る手立てがあらへん」

　小瓶が頭をガシガシと搔きながらしゃがみ込んだ。

「なに気弱になってんだ？　俺らは一度入国したことあんだし、お前なんかフローレツィアのモノじゃんか。どうにでもなるだろ？」

「ならんわ、ド阿あ呆ほ」

　背の高い小瓶が、バカにするように上からミケの頭を叩たたく。

「ええか、フローレツィアに入国するまでには何度も厳しい審しん査さがあんねんで？」

　大人ぶっているだけでなんの役にも立たない小瓶に、ミケがたちまち激怒する。

「そんな！　じゃあ諦めんのかよ？　ラフィのこと」

「諦めるわけないやろ、ボケ」

　二人がすぐに喧けん嘩かを始めてしまうのはいつものことだが、今までは『そっちのベッドの方が大きい』だの『雨が降ったのはお前のせい』だの『髪の色が気に入らない』だの、平和かつ限りなくしょうもない内容ばかりだった。

　しかし今回ばかりはラフィが関係しているだけに、お互いの苛立ちには際限がない。

　再び喧嘩腰になる二人の間で、マナがオロオロと飛び回っていた。

「せや、マナちゃんはどうやってここに来たん？」

『私は……飛んできたの……』

「ほーかぁ、そらよかった」

　これは参考にならないと判断したのか、マナの答えをあっさりとスルーして小瓶は天を仰いでいる。見ればザロも同じように難しい顔で考え事をしていた。

（こういうの、八はつ方ぽう塞ふさがりって言うんじゃねぇの）

　そんな彼らを見ながら、ミケは腹立ちまぎれに魔方陣の描いてある床ゆかを蹴けってみる。

　そのときだった。

「それは私が引き受けてもいいですよ、当然条件がありますが」

　ふいに新たな声が加わった。そこに立っていたのは、上質のコートに身を包み高たか飛び車しやを具現化したような男──。

「なんや、誰かと思うたらキルザスかいな。眼鏡めがねザルのくせにヒーローみたいなタイミングで登場しやがって。生意気やで、ホンマ」

「なんですか、この失礼な男は！」

　小瓶はモノの姿の頃からキルザスを知っているが、キルザスの方は小瓶が人間の姿になったことを知る由よしもない。フローレツィア王国において、王であるレオールに唯ゆい一いつ直接仕つかえることを許された誇ほこり高き家臣・キルザスは当然ながら烈れつ火かのごとく激げつ昂こうしていた。

「まぁまぁ」

　説明するのも面倒なので、ミケは適当になだめる。そして話題を変えるためにも「なんか用でもあんのか？」とキルザスの方へと向き直った。

「ふん。用事もないのに、このような辺へん鄙ぴな場所へ来るものですか」

　つんと横を向いたキルザスに、小瓶が「ヤんのか、こら」と再び戦せん闘とう態勢に入る。

「そちらこそ、どこまでシラを切るつもりですか。さっさと白状しなさい！」

「なんや一方的に。なんの話や？」

「とぼけても無む駄だですよ。あのガラクタ修復士はどこですか！　場合によっては、あなた方全員を再びフローレツィア王国へ連れて行く。いや、連行し監かん禁きんさせていただきますよっ」

　キルザスの剣幕に気け圧おされながらも、小瓶は訝しげに目を細めた。

「連行やて？　それは願ねごぅてもないことやけどな。なんか話見えてけぇへんで、自分？」

「さぁさぁさぁ、とっとと教えなさい。レオール様をどこへやったのです！」

「ちょ、ちょっと待てよ」

　聞き捨てならない事態を察知したミケは、思わず眉まゆを寄せていた。この激情型陰いん険けん眼鏡は、何か大きな誤解をしている。

（ラフィのことをガラクタ修復士と呼ぶのはギリギリ許せるとして）

　そんなことよりも今、キルザスがとんでもないことを言ったような？

「レオールがどうしたと？」

　ミケよりも一瞬早く、ザロが口を開いていた。

「……まさか本当に知らないのですか」

　ザロの冷ややかな態度に少しだけ落ち着いたのか、キルザスは絶望的な表情で眼鏡を軽く押し上げた。

「そうだよ、何を勘違いしてるのか知らねぇけど。俺らフローレツィア王国から帰ってきてから一度もレオールなんて見てないぜ」

　ミケの言葉にキルザスの顔色はいよいよ悪くなっていく。左手で口元を覆おおい、精神的衝しよう撃げきを必死に耐たえているようだ。

「大丈夫かいな、この男。やっかいごとがこれ以上増えるんは、ホンマごめんやで？」

　冷たい口調とは裏腹に、小瓶はキルザスを心配そうにのぞき込んでいる。キルザスは自分を落ち着かせるように大きく息を吐くと、やっと顔を上げた。

「では、あなた方は本当に何も知らないのですね」

「何もかもかどうかは分かんねぇけど。レオールのことに関しては本当に、何も」

　なぁ、とミケが小瓶とザロを見やると、二人もこくりと頷いて同意する。

「……」

　しばらくして、彼は重大な秘密を告白するように震える声で「レオール様が」とつぶやいた。

　そして今度は顔を上げ、はっきりとした口調で告げる。

「レオール様が消えてしまったのです」
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　ひとりぼっちになったラフィは、改めて神殿を見渡す。傷が癒えたハッシュ王は、再び戦場へと戻ってしまった。ラフィの正体を知らない彼は「早く避難しろ」と言ってくれたが。

（私、これからどうしたらいいんだろう？　ミケ、ザロ……小瓶ちゃん）

　元の世界に残してきた三人のことを思うと不安や申し訳ない気持ちでいっぱいになってしまう。けれど、今の自分には後こう悔かいしている暇ひまも余裕もないはずだった。

　魔女の言葉を信じるならば、ここでラフィは修復士としての力を向上させなければならない。けれど、何をどうやったらいいのか見当もつかなかった。

　途方に暮れながら、ラフィはひとり庭園を歩きまわる。静かだった。かつて祈りに満ちていた神殿には、今は誰もいない。と、すっかり信じ込んでいたのだが。

「ラフィ」

「ひゃあ、出た！」

　突然、聞き覚えのある声がして後ろから抱きすくめられる。誰もいないと信じ切っていたラフィは、身の毛がよだつほど驚いた。

「嫌ぁ、オ、オバケェ」

「落ち着け、私だ……まったく、二度もオバケ呼ばわりされるとは」

「へ？」

　そういえばこの登場の仕方といい、新緑のような良い香りといい、背中に感じる温ぬくもりといい──身に覚えがありすぎる。

「レ、レオール!?」

　まさかとは思いつつラフィは驚いて振り返る。そこにはラフィのよく知る二百年後のハッシュ王、もといレオールの不ふ機き嫌げんそうな顔があった。

「ななな、なんで!?　なんでなの？　一体、どうなってんの」

　魔方陣で飛ばされてから色々驚くことの連続だったが、今回は優にそれを上回る。ラフィはすっかり混乱し尽くしてしまった。

　しかし、同時に理性を越えた喜びが心の奥からこみ上げてくる。目の前の彼は確かにラフィが一番会いたいと願っていた人だった。やはりハッシュ王とは全然違う。同じ人のはずなのに、レオールの方がずっと懐なつかしいような、温かい感情がラフィを包み込んでいた。

「驚くのも無理はないだろうな」

　レオールはラフィの頭に軽く手を置きながら見下ろしている。その美貌は、ハッシュ王よりも憂うれいを増している分、えも言われぬ凄すごみがあった。

「私もラフィと同じように、魔方陣でここへやって来たのだ」

「ということは、レオールも魔女に騙だまされて？」

　しかしレオールはあっさりと首を横に振った。

「いや、少し違うな。魔女に頼たのんでここへ送り込んでもらった」

　とんでもないことをさらりと言うレオールを見て、ラフィは再び愕がく然ぜんとする。

「頼んでって……なんで!?　というか魔女に会えたの！」

　だとすれば、レオールの不老不死に関して何か進展があったのかもしれない。

「魔女は何か言ってた？　不老不死は解いてもらえそう？」

「いや。私のことに関しては特に何も話さなかったな」

「……何もって……」

　不老不死に関わること以外、一体なんの話があるというのだろう。それに、レオールが今ここにいるということは──。

「フローレツィア王国の方は大丈夫なの？　キルザスさんには断ってきたんでしょうね？」

「いや。今頃、心配しているだろうと思う」

　そこでレオールは少し沈しずんだ顔つきになる。あまりにらしくないレオールの行動に、ラフィは心底呆あきれてしまった。

「もう、レオールったら……私と違ってあなたは王様なんだから。それって軽率すぎると思うよ？　こんなわけの分からない場所に来て、帰れなくなったらどうするの」

　そう言いながらも、本当はラフィにも分かっていた。誰よりもフローレツィア王国を想っているレオールのことだ。そんなことは、わざわざラフィに注意されなくても十分承知しているはずである。しかしそれなら余計に、なぜ？

「そう怒るな。私がここへ来てしまったのはラフィのせいでもある」

「私の？」

　レオールは頷くと、なぜか言いにくそうに顔を背そむけた。

「最初から話さねばならぬだろうな。まず、私も消えた魔女に会うための方法を探していた。そして魔方陣という方法に辿り着いたのだ」

「あ、それは私も一緒だ。やっぱりそれしか方法ないよね」

「思えばそれも魔女の読み通りだったのかもしれん。魔術書の詳くわしい資料を求めて、私はひとり、魔女の塔へと向かった」

「ひとりで、行ったの？」

　それはあまりに危険すぎはしないか。いくら国民に姿を見せない幻まぼろしの王とはいえ、レオールは一国の最高権力者である。どこにどんな敵対者がひそんでいるか分からない。その上相手は魔女である。どれだけ用心してもし足りないということはないはずだ。

　しかしレオールは、そんなラフィの心中を察したように微笑んでみせた。

「ラフィの言いたいことも分かる。しかしあの森は私にとって幼い頃の遊び場だったのだ。今さら、何も知らない護衛兵を何人つけたところで変わるまい。それにあの魔女は我ら王族とは親しい仲でもある。もちろん友好的とは言いがたいが……強しいて言えば、あの女は私にとってものすごく苦手な叔お母ばさんのようなものなのだ」

「ふーん、そうなんだ」

　そんな叔母さんみたいな人に不老不死の呪いをかけられてしまったレオールって一体……と思わなくもないが、ラフィはひとまず納得する。

「魔女の塔に登ると、以前にみんなで行ったあの魔女の部屋の様子が変わっていた。床に大きな魔方陣が描かれていたのだ」

「ま、魔方陣!?」

　果たしてこれは偶ぐう然ぜんの一致なのだろうか。

「それだけではない。そこで私を待っていたのは、消えたはずの魔女だった」

　ラフィはさらに驚く。あれほど捜さがしていた魔女にせっかく会えたのならなぜ、レオ─ルはわざわざこの場所へ来たのだろう。

「あいつは自分の水すい晶しよう球だまを使って、ラフィが二百年前のフローレツィアに閉じ込められている様子を見せた。そして焦っている私に『連れ戻したかったら今すぐこの魔方陣で送ってやるけど？』と意味深な顔で提案してきたのだ」

「そんなの、魔女の罠だって」

「もちろん、私もあの性しよう悪わる女おんなのろくでもない罠に違いないことは分かりきっていたが」

「だったら、なぜ？」

　そこでレオールは再び、不機嫌そうに口を閉じた。そして不思議顔のラフィから顔を背けると、小さな声でぼそりとつぶやく。

「……仲が良かったから」

「は？」

「水晶球で見ていたら、お前達二人の仲があまりにもいいので、居ても立ってもいられず心配で来てしまった。だから、私がここにいるのはラフィのせいなのだ」

　今まで見せたことのない、拗すねたような瞳のレオールがラフィを睨みつけている。しかし今のラフィには、なぜ自分のせいにされなければならないのかまったく理解できなかった。

「なんでそこで私が出てくるの？　というかレオール！　あなたせっかく魔女に会えたんだから、不老不死のことをちゃんと聞くべきでしょう？　それが一番大事じゃない」

「一番大事か」

「決まってるでしょ、もう！　私はそのために一生懸けん命めい頑張ってるのに」

「……すまない」

　頰を膨ふくらませるラフィに対して、レオールはしょげた犬のように顔を伏ふせてしまう。

　しばらくして彼は「しかし」と静かに口を開いた。

「今の私は不老不死の呪いを解くことが一番大切だとは思わない。いや、思わなくなった」

　意味の分からないラフィに対して、レオールは不機嫌そうに目を細める。

「それよりも、だ。ちゃんと答えてもらうぞ。なぜラフィは、戦場に行くハッシュをあんなに名残なごり惜おしそうに見送るのだ？　私と離れるときは、笑顔で爽さわやかに手を振っていたのに……っ」

「そ、そんなこと言われても」

　今度はラフィが目を伏せる番だった。

「それにあいつはどうせ不老不死なのだ。あんなに親身になって世話を焼くことないだろう」

「だってすごい怪我してたし」

「あいつには涙まで見せたのに。私には看病などしてくれなかった」

「ごめんなさい。でもレオールは元気だったでしょう？」

「……では私も、今から戦場へ行ってくる」

　かなり本気な様子のレオールの腕を、ラフィは慌あわてて引っ張る。

（なんで？　なんで私ったら怒られてるの？　というかハッシュ王も昔のレオールじゃない）

　状況がややこしすぎてラフィにもよく理解出来ないが、ともかく納得いかない気分だ。

　レオールはなんだってこんなに怒っているのだろう？　まさか、嫉しつ妬とというやつだろうか？

（ないないない。そんなのレオールに絶対に似合わないし、あり得ない。ただ自分の望みを叶えてくれる修復士が水晶球に映って心配になったからに決まってる、うん。きっとそう）

　ふいに湧いた甘い妄もう想そうを打ち消しながら、ラフィは頰を赤く染める。

　レオールの気持ちはよく分からないけれど、ただひとつ言えることは。

「レオールって、見た目よりもずっとお子様体質だったのね」

「……それが二百年以上生きている不老不死の男に言う台詞せりふか」

　しかめっ面つらは相変わらずだが、今はそれすら可愛らしく見えた。思わずくすりと笑ってしまったラフィは、決まりの悪そうなレオールに睨まれてしまう。

（あの頃に比べたら、少しは変わってきたのかな）

　ラフィがレオールと初めて出会った頃、彼は孤独に沈み込んで誰も近づけようとしなかった。ただ不老不死を終わらせて死を迎えること──二百年間、ずっと修復士を待ち続けたレオールの願いは、哀しいほどそれだけだったのだ。

　だとすればどんなに嬉しいことだろう。レオールの孤独を少しでも癒したくて、ラフィは今もこうして頑張っていると言ってもいい。

　こんな風に少しずつでもレオールの心に近づいていけたら──。

（そっか……だけど）

　すぐに思い当たることがあって、ラフィの胸にかすかな痛みが走った。

（ハッシュ王もレオールも、エルドナさんのことが好きなんだよね）

　自分はただの未熟な修復士だ。レオールの心に近づくといっても限度がある。そもそも彼が自分を相手になんてするはずがないのだ。

　ラフィは何度も自身に言い聞かせる。それできちんと納得しているはずだった。なのに。

（だったらラフィ、もっと軽い気持ちで聞いてみたらいいじゃない……）

　エルドナとはどんな女性だったのか──。

　しかしなぜか、今のラフィにはその質問をどうしても口にすることが出来なかった。




　夜の森は不気味に静まり返っている。

（よかった……ひとりなら怖くて森に来ることなんて出来なかったよね）

　闇の小道を歩きながら、ラフィはしみじみ感謝した。理由がどうであれ、レオールが来てくれなかったら、怖くて森どころかあの神殿からも出られなかったのではないだろうか。

「ラフィ、大丈夫か」

　前を行くレオールが振り返って手を差し出す。

　闇に溶けるようなレオールの黒髪がとても綺麗で、思わず見とれていたラフィは慌てて自分の手を伸ばした。

「うん、ありがと。あともうちょっと頑張らないとね」

　二人は魔女の塔を目指していた。城の人間に見つかることを危き惧ぐして、夜中に神殿を出発することにしたのだ。

　これが魔女の計画した罠ならば、必ずそこで自分達を待っているはずだと言い出したのはレオールの方だった。

「でも……こんな夜中に訪問して、迷めい惑わくじゃないかな」

「あの女はやること為なすことすべて迷惑だ。それに比べればなんということはない」

　レオールはやけにきっぱりと言い切る。ラフィはまだ魔女と会ったことがないので、そこまで悪い印象は持てないのだが、それでも相当クセのありそうな感じはしていた。

「ここだね」

　闇に浮かぶ魔女の塔は、赤あか煉れん瓦がに蔦つたを絡からませた姿で現れた。ラフィはほんのひと月ほど前に、この場所にいた。いや、正確には二百年後ということになるのだが。

（そのときはミケやザロ、人の姿になる前の小瓶ちゃん、それからキルザスさんまでも一緒だったのに）

　まさかレオールと二人きりで、それも夜中に魔女の塔を再び訪れるとは夢にも思っていなかった。人生とは、まったくもって予想のつかないものである。

「なんだか懐かしい気がするよ」

「ラフィがここを訪れるのは、今から二百年も先のことだがな」

　レオールはそう言いながら、以前と同じように煉瓦のひとつを引く。すると、突然目の前の壁が動き出した。

　立ち現れたのは塔の内側に延々と続く螺ら旋せんの階段。目的の部屋まで、一体どれほど登ればいいのかと見上げたラフィの視界に、すらりとした人ひと影かげが映り込む。

「わぁいホントに来たぁ。つか、よく来た、よく来た！　二人ともっ」

　艶つやのある美声が塔内に響き渡る。目をこらすと、はち切れんばかりの豊満な胸の前でほっそりとした腕を組んでいる、とびきりの美女が現れた。

　燃えるような深しん紅くの髪は豊かに波打ちながら、足下まで伸ばされている。さらに激しい赤のドレスは腰や胸元に大きく切れ込みが入っていて、なんとも言えない色いろ香かを醸かもし出していた。

（なんて華はなやかで綺麗な人……）
















　それが、ラフィが初めて見る魔女の姿だった。
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　部屋に通されたあとも、ラフィはひたすら魔ま女じよの妖よう艶えんな姿に釘くぎ付づけになってしまっていた。

　同性のラフィでも舞い上がるほどの美しさなのだから、男性はさぞかし……と思うのだが、レオールは相変わらず心底嫌いやそうな顔で出されたお茶を飲んでいる。

「うふ。美お味いしいお茶でしょ？　南の果てにあるイアルマ島から取り寄せたの～」

「……お茶に愛情を感じない。これではせっかくの茶葉が可か哀わい想そうだ」

「もぉプンだ。相変わらずオタクなのねぇ。せっかく綺き麗れいな顔してんのにモテないよぉ？」

「ほっとけ」

　見た目は妖艶な美女なのに、口調は妙みように若々しくて軽い。そのなんとも言えない違い和わ感かんが、魔女全体の印象を分からなくさせている。

（なんでこんなしゃべり方？　ひょっとして若作りしてる、とか）

　噂うわさによれば千年生きているという魔女のことだ。ラフィなんかには計はかり知れない思いがあるに違いない。

「それはそうとお馬ば鹿かな修復士ちゃん。あんたさぁ名前は？」

「え」

　急に話を振られたラフィは、ティーカップを持ったまま固まってしまう。

「馬鹿とはなんだ、この無礼者が。未熟といえ、未熟と」

　レオールが微妙な訂てい正せいをしてくれる。

「あ、あの私はラファエリアといいます。みんなラフィって呼んでますけど」

「ふ～ん。ラフィちゃんね、私はラダリア。ラダちゃんって呼んでもいいよぉ。んでもさ、なんつーかラフィちゃんってエルドナとは全然違う感じなんだ～」

　何気ない魔女の言葉が、ラフィの胸に突き刺ささる。

（そっか。全然、違うんだ……）

　なぜだかすごく傷ついている自分に気づき、ラフィはひとり焦あせってしまう。

「そんなことよりも、だ」

　ラフィの複雑な心情に気づくことなく、レオールは話を進めていった。

「ラダリア、貴様は──いや、正確には二百年先の貴様のことだが──何を企たくらんでいる？」

「そうそう、確かにあたしは色々企んでるよぉ。でもさ～今さら改めてだけど、マジで来たんだね、あんた達！　あたしの計画が順調に進んでいてくれてかなり嬉うれしぃんだけどっ」

「余計なことはいい。早く私とラフィを元の世界へ戻もどせ」

　ダンと机を叩たたいて、レオールが詰つめ寄っている。ラフィははっと顔を上げた。

（そうだ。魔女に会えたら言わなきゃって思ってた、一番大事なこと……）

　レオールを押しのけて、魔女ラダリアの前に両手をつく。躊躇ためらいは一切なかった。

「あの、お願いです。レオールの不老不死を解いてあげて！　彼は本当に苦しんでいます。でも悔くやしいけど……今の私じゃ力不足なんです」

「……ラフィ」

　顔を上げてくれ、というレオールの言葉にラフィはかぶりを振る。レオールの望みを叶かなえるために、未熟な自分に出来ることはこれぐらいなのだから。

　しかしあっさりと、魔女ラダリアは手をひらひら振った。

「無理無理。あれ、言わなかったっけ？　レオールの呪いを解くのって絶対、修復士にしかできないんだってば。あれはそういう魔法なの」

「そ、そんな」

「ってさぁ、ヤだ。ラフィちゃん？　そんな暗い顔しないでよぉ。今のラフィちゃんに無理だからこそ、あたしがこうして協力してあげちゃってるんじゃない？」

　協力とは魔方陣で二百年前に送り込んだことを言っているのか。確かにラダリアはここで、修復士としての腕を磨みがけと言っていたが。

「あたしには不老不死を解くことは出来ないけどさ、悪い話ばっかでもないんだってばぁ。あのね、レオールを死なせることなく不老不死を解く方法がないわけでもないんよぉ」

「まことか！」

　ラフィよりもいち早く、レオールが反応する。それを見てラフィは途と端たんに嬉しくなった。以前は死だけを望んでいたレオールにも、そうではない一面がちゃんと生まれつつあると感じたからだ。

「この性しよう悪わる女おんなめ、さっさと教えろ」

「ヤだ」

「……今度という今度は、本気で怒るぞ？」

「ふん。あんたが怒ってるのはいつものことじゃん。それに別に全然怖こわくないしぃ～」

　クセのある長い髪をくりくりといじりながら、ラダリアはわざと天てん井じようへと視線を向けている。そしてふいに、ぞっとするほど妖艶で危険な眼まな差ざしをラフィに投げた。

「方法を知りたいなら、二百年後のあたしに聞きなよ。その時にさ、あたしの壮そう大だいな計画も全部話してあ・げ・る」

　挑いどむような眼差しを向けられた途端、ラフィは少しだけ魔女の企みを理解した。

　彼女はラフィ達をここに呼び込み、そして再び元の世界へ戻そうとしている。そして、ラフィ達がこの世界から出るために必要な努力こそ、修復士の能力を高める修しゆ行ぎようとなるのではないだろうか。そして修復士ラフィを、自分の計画に協力させるつもりなのだ。

　だとすれば聞くことはひとつ。

「……ここから出る方法、ありますよね。それぐらいは教えてくれますか？」

「もっちろん！　だってこれは、あんた達のためを思ってあたしが仕掛けた罠わなだからね」

「私達の？」

「そだよ。でもまぁ今は分かんなくてもいいかなぁ～それよか、この世界から出る方法はひとつだけ！」

　ラダリアは元気に指を一本突き立てる。

「ラフィちゃんが正面から自分と向き合って、心の声を聴きくの」

「心の声って……誰だれの？」

「もう、ラフィちゃん自身に決まってんじゃない」

「？　どういうことですか？　それが、修復士の力を高めることなの？」

　修行といえば、修復士としてモノの声を聴くこととばかり思っていたラフィは面食らってしまう。自分の心の声を聴くということがどういうことなのか、さっぱり分からなかった。

「私の心っていえば……そうだな。早くここから出てレオールを助けたいって思ってますけど」

「だめだめだめ。そんな表面的な心じゃお話になーらーなーいっ」

　ラダリアは少し苛いら立だつように髪かみをくしゃくしゃに搔かくと、ふいにラフィの心臓あたりを指で突いた。派手やかに塗ぬられた赤い爪つめが、ラフィの服に食い込む。

「ここのずっと奥にあって、隠かくしても隠し切れない心。偽いつわっても偽り切れない本心。ラフィちゃんとレオール、それぞれが己の真実を持ち寄れば、この世界の向こう側にあるモノに新たな心が宿るだろう。その三つが合わされば、それが出口の鍵かぎとなる」

　まるで呪じゆ文もんのようなラダリアの言葉に、ラフィは思わず息を飲む。

　まただ。魔女は時々軽い口調から凄すごみのある声色に変わる。そこに千年生きてきた人間の重厚な生き様と情念のようなものを感じて、ラフィは身動きすら出来なくなっていた。

（ラダリアさんって本当は、見かけよりもずっと恐ろしい人なのかもしれない）

　しかしそう感じたのもつかの間、ラダリアはもう茶化すような軽い眼差しに戻っていた。そこには万人に通じる魅み力りよくと人なつっこさがあるだけで、怖くもなんともない。

「あ、それからさぁ」

　頰ほおに指を当てて、ラダリアはさらに付け加える。彼女の印象はまるで、猫の目のようにくるくると変化していく。それが妙に不気味だった。

「ラフィちゃんが前の世界に残してきたモノ達いるでしょ？　あとは、あいつらがどれだけラフィちゃんのために頑がん張ばるかだね」

　前の世界に残してきたモノ達といえばミケやザロ、そして小こ瓶びんのことだろうか。

（あの子達今頃、どうしてるんだろう……）

　魔ま方ほう陣じんを使いたいという自分の我わが儘ままのせいで、彼らの身の上に何か良くないことが起こっていたらどうしよう。いや、それ以前にすごく心配をかけてしまっているに違いない。

（ごめん！　みんな、本当にごめんね）

　ラフィは胸に手を当てて目を閉じる。

　自分にとって家族同然の大切な彼らが、ただ無事でいることをひたすらに願った。
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　その頃。家族同然の大切な彼らは、フローレツィア王国に到着していた。

　キルザスは城に着くやいなや、大臣や執しつ務む官かん達に追われてどこかへ消えてしまった。王の不在は上手く隠かくせているようだが、その分滞とどこおっている稟りん議ぎ書しよへの対応が一気にキルザスへと押し寄せているらしい。

　本当はチェブロッテに出向くことすら大変だったに違いないのだが、それでもキルザスはミケ達のために部屋を確保し、困ったことがないようメイドを数人用意しておいてくれた。

　さらにその部屋も、以前にラフィがお世話になった場所と同じという細やかな心こころ遣づかいである。

「キルザスってさ、メチャクチャ怒るわりには結構親切なんだよなぁ」

　どこか腑ふに落ちない表情で、ミケは首を捻ひねる。

　しかし、ともかく大事なのはラフィの救出である。旅の荷を解ほどくのもそこそこに、みんなで相談を始めた。みんなとはいっても、マナは『知っていることは全部教えたの』と恥はずかしげに部屋の隅すみに浮いているばかりだし、ザロはいつものように沈ちん黙もくを通しているので実質的にはミケと小瓶二人だけの会話となるのだが……。

「魔女の塔とうに行って魔方陣を探すか」

「阿あ呆ほ、マナちゃん言ってたやろ？　魔方陣があっても、ラフィを呼び出すためのモノがないと意味ないねんて」

「ラフィを呼び出すためのモノって……つまりはラフィの心が宿ってるモノだよな」

「せやな。しっかしラフィの想いを宿したっちゅー幸せモンが、ホンマにこのフローレツィア王国にあるんかいな？」

　少し羨うらやましそうに、小瓶が目を細めて考え込んでいる。

　モノが人の心を宿して生命を得ることは、実はそんな簡単な話ではない。心を得るには、その人間から長い時間をかけてゆっくりと思われ続けなければならないし、「想い」と言ってしまえば響ひびきはいいが、独占欲や固こ執しつに近い場合も多いのだ。

　現に小瓶に宿っているのは魔女の心だし、ミケやザロに宿っている心も、宝石に魅みせられた不特定多数の人間の羨せん望ぼうや所有欲である。

「ラフィの想いか」

　思えば、ラフィが個人的に大切に慈いつくしんでいるモノというのを、ミケは今まで一度も目にしたことがなかった。それは修復士として、すべてのモノに平等に接したいというラフィの優しさの表れなのかもしれないのだが。

「悩なやんでてもしゃーない。手分けして探すしかないやろ？」

「探すっていっても……」

　一体、どこを探せばいいのか。気弱になっているミケの頭を、すかさず小瓶が軽く小突く。

「なにいっちょ前に落ち込んどんねん」

「いってーな！」

「そうそう、その調子や。しょーもないことで腹立てとらんと元気だしぃな？　ええか、マナちゃんの言葉通りならそれがフローレツィア王国にあるのは分かってんねんし、この国でラフィが以前に行ったことのある場所ゆうたら城と神しん殿でん。あとは魔女の塔、それにフローレツィアの首都、フィアの街だけや」

「そっか、じゃあその四つを探せば」

「せや！　ラフィの想いが宿ったモノに出会えるっちゅーわけや」

　見ればザロも特に不服そうな顔はしていない。どうやら方向としては合っているようである。

「そうと決まれば手分けして探すでぇ～」

「僕ぼく、城と神殿」

　ザロが素早く手を挙げた。話を聞いていないようで、こういうところは抜け目ない。

「ほな俺おれは、魔女の塔でも探すかなぁ。ついでに兄貴に挨あい拶さつでもしてこ」

「え～俺がフィアの街かよ？　なんか今、スッゲー貧びん乏ぼうクジ引いた。だって首都なんてメチャ広いじゃん」

　ぶーたれているミケに、それまで大人しかったマナがさっと近づいた。

『大丈夫なの。マナが案内するの』

　小さな身体からだで、ミケの腕うでを引っ張っている姿がなんとも健けな気げだ。

「しゃーねぇな。じゃ、俺達はフィアの街をまわるか」

　ミケがしぶしぶ承知すると、小瓶は気合いを入れるように腕を振り上げる。

「決まりや！　ほな、夜にまたここ集合な？　そんでやな、それぞれの見つけてきたモノを見せ合おうや」

「了解！」

　ミケも同様に腕を振り上げ、その隣となりではザロもかすかに頷うなずいている。

　さっそく三人とマナは部屋を出て、それぞれの目的地に向かう。この部屋に到着してから、一刻も経たないほどの素早さだった。だから。

「……？」

　メイドがお茶の準備をして部屋を訪れたときにはもう、そこには誰もいなかったのである。




『修復士？　ああ、確かに少し前にここで食事してたよ。この国で修復士を見るのは久しぶりだし、隣に人間とは思えないほど綺麗な男を連れてたからよく覚えてる』

　酒場の隅に置かれた蓄ちく音おん機き──そこに宿っていたモノの姿は、はすっぱな印象の二十代後半ぐらいの女性だった。手にした煙草たばこを物もの憂うげに吸いながら、ミケとマナの方へと視線を流す。

『それって間違いなくラフィとレオールだよな。でさ、その修復士の心があんたに宿っているわけ……ないか』

　途中からさすがに自分でも無理があると気づいて、ミケの声は小さくなる。蓄音機の女も呆あきれたように長い髪を搔かき上げた。

『当たり前だろう？　坊や達は一日二日でモノに心が宿るとでも思ってんのかい。あたしはね、この店の女主人に惚ほれちまった客の心を得てモノになったんだ。あいつ、貧乏なくせに有り金全部はたいてあたしを買っちまったんだよ。そのくせ、なかなか女主人に渡せなくてね。意い気く地じがない上に一文無しになっちまった馬鹿な男だったけど、今ではほら』

　指し示された先にはカウンターがあって、中では中年夫婦らしき二人が仲良くグラスを磨きながら微笑みを交かわしている。

『だからあたしには今、あの男だけでなく、女主人との二人分の恋心が宿ってるってわけさ。若かりし頃の結婚の思い出の品としてね』

『そっか。そうだよな。俺達モノが命を得るのは、そう簡単なことじゃないもんな』

　そんなことぐらいミケにも分かっている。けれど、ラフィがたった一度しか訪れなかったこの街で、一体何を探せばいいのだろう。

「あー！　もうっ。全っ然わっかんねぇ」

　五軒めの店を出た直後、ミケの我が慢まんは限界に達した。

『もう少し頑張って欲しいの。それにここで見つからなくても、他の二人が見つけているかもしれないの……でも、ごめんなの。マナが修復士さんの心が宿ったモノがなんなのか、ちゃんと聞いていればよかったの』

　しょんぼりとしているマナを見て、ミケは慌あわてて両手を振った。

「全然違うってば。そこはマナが謝ることじゃないから。つーか逆に、マナには本当に感謝してんだぜ？　自じ慢まんじゃないが、俺様が誰かに感謝するなんてスッゲー珍めずらしいことなんだからな」

『……うん、ありがとなの』

　素直に微笑んでいるマナは、野に咲く一輪の花のように儚はかなげで、それはもう破壊的に可か愛わいい。

「……」

　ミケは無意識に視線を逸そらしながら、胸の鼓こ動どうを隠すようにさっさと歩き始めた。マナはそのあとをしずしずとついていく。いや、ふわふわと飛んでいく。

　しばらく闇やみ雲くもに歩きまわっていると──。

「なんだ？」

　街の中心部に突とつ如じよ、瓦が礫れきの残ざん骸がいが現れた。きちんと清せい掃そうが行き届いたフィアの街には似つかわしくない景色である。

『……これが黄おう金ごん塔とうなの。二百年前に壊こわされたわたしの器なの』

　哀かなしげなマナの声が、ミケの心に直接響く。それは本当に哀しい声だった。

『そっか。マナは随ずい分ぶん長い間、器なしで生きてきたんだな』

　気がつくと、ミケも同じように心の声で話していた。人間の姿を得てから、あまり心の声を使ったことはなかったけれど、今はこうして話した方がいいような気がする。

『この塔、黄金加工師のトーレス様が創ってくれたの。本当に熱心に取り組んでくれたの。だから完成してすぐ、私に心が宿ったの』

　職人が丹たん精せい込めて創ったモノに心が宿るのはよくあることだ。しかし、それだけでモノが永久に生きられるわけではない。大体はその職人がこの世から去ってしまったときに、心も消えてしまう。だから作り手が亡くなったあとも、その美しさに魅せられた人々が想いを引き継つぎ、モノに心を与え続けなければならない。ちょうど小瓶がそうであったように。

『黄金塔は街のシンボルだって言ってたもんな。きっと国中の人から愛されたんだろうな』

『違うの。私の命は、今もトーレス様の心だけなの！』

　ふいにマナが声を荒らげた。

　いつも大人しい雰囲気の彼女が見せた激しい反応に、ミケは驚おどろいてマナを見る。

　そんな自分に気がついたのか、すぐにマナは恥ずかしそうにうつむいた。

『私……トーレス様のこと、本当に大好きだったの。でも……モノが人に恋をするなんて笑われるかもしれないの。ううん、身の程も知らずに好きになったから、きっと罰バチが当たったの』

『罰ってそんな』

『ううん、きっとそうに違いないの。二百年前、フローレツィアの厄やく災さいのときだったの。急に街の中に敵兵が乗り込んできて……黄金塔は繁はん栄えいの象しよう徴ちようだから壊し尽つくせって言われたの』

　よほど怖かったのだろう、二百年経った今でもマナの肩先はかすかに震ふるえている。

『トーレス様は私の前に立ち塞ふさがって最後まで守ってくれたの。でもすぐに飛んできた矢に射いられて……動かなくなったの。私に命を与えてくれて愛する心まで教えてくれたのに、私はあの人に何も返せなかったの。それだけじゃなく命まで奪うばってしまったの。だから本当は黄金塔が壊されたとき一緒に死んでしまいたかったの。でも』

　マナはそこで辛つらそうに口をつぐみ、代わりにミケが言葉を引き継いだ。

『なぜか死ねなかった、というわけか』

『そうなの。器がこんなに壊されたら、どんなに心があっても普通は死ぬものなの。絶対おかしいの、だからこれはきっと……神様の罰ばつなの』

『そんなことねぇよ！』

　あってたまるか、とミケは叫さけんでいた。

『だってマナは何も悪いことしてねぇじゃんか……っ』

　人間に恋することがそれほどの罪つみなんて、絶対におかしい。たったそれだけのことで、マナはどんなに哀しく、孤こ独どくな日々を続けてきたのだろう。

　そう思うと、ミケはいたたまれなくて、強く拳こぶしを握にぎりしめる。そして気がついた。

（そっか、だから）

　ミケの脳のう裏りに、最初にマナに会ったときのことが思い出される。

『だからマナは、人間になりたくてラフィのところまで来たのか』

　マナはそれには答えず、ただ弱々しく微笑んでみせただけだった。その姿がまた、たまらなく哀しい。

『大丈夫だよ、ラフィが戻ってきたら俺からもお願いしてやるから』

『ありがとなの。とっても嬉しいの……でも、もう日が暮れるからお城へ帰らなきゃダメなの』

　なぜか話を終わらせたそうなマナは、夕焼けの空へと視線を向ける。確かに暗くなる前に、城へ戻った方がいいかもしれない。

「そ、そっか。じゃあ急いで帰ろうぜ。俺らには収穫なかったけど、他の二人が何か見つけてるかもしんねぇし」

　ミケは暗く沈しずんだ空気を切り換えるかのように、ぶんぶんと紅あかい髪を振る。そして勢いよく顔を上げると、マナに向かって「お先っ」と城へ向かって走り出した。

「マナも早く来いよ！　いくらマナが飛べるからっていってもさ、俺って人間になったモノの中ではいっちばん足が速はえぇんだからっ。一番なんだからなっ」

　元気な笑みを向けながら、人差し指を突き立ててみせる。それが落ち込んだマナに対するミケなりの励はげましなのだろう。

　そんな彼に向かって柔やわらかく微笑ほほえみながら、マナはそっとつぶやいた。

『私、人間になんてならないの』

　それは誰にも聞こえない、声にならない心のつぶやきだった。

　マナはもう一度、ゆっくりと黄金塔の残骸へと視線を走らせる。

『だって本当は……修復士なんて大だい嫌きらいなの』

　そしてくるりと背を向けると、走っていくミケの背中を追いかけていった。
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　レオールにお茶を淹いれてもらうのも久しぶりだ。

　神殿の庭園に差し込む朝の光を眩まぶしく感じながら、ラフィは紅茶の香りを楽しんでいる。

「この神殿は、まだ私が茶葉を栽培する前だからな。野生の葉で代用してみたのだが」

「！　噓うそ、野生のって……」

　つまりは雑草ではないか。それでここまで美味しくしてしまうレオールの技術は、もう神域に達しているとしか思えない。

「すごく美味しいよ、ありがとう」

「そう言ってもらえると、きっとこの紅茶も幸せだろう」

　真ま面じ目めな顔でティーカップをのぞき込んでいるレオールに、ラフィは小声でそっと「レオールにお礼言ったつもりなんだけど」とつぶやいてみる。

　昨夜、魔女の塔をあとにした二人は、夜もかなり更ふけていたこともあって、ともかく神殿に帰って休むことにした。

　つい数日前まで巫み女こや神官が暮らしていただけあって、寝台付きの部屋には不自由しないし、食事も贅ぜい沢たくさえ言わなければ保存食がたくさん貯蔵されている。他にもワインや冷たくて美味しい水が湧わき出ている井戸などがあり、生活していくうえでは何も問題もなかった。

　ただ心配なことといえば──。

「この神殿に城の人間が来たりハッシュ王が帰ってきたりして、今の私達を見たら驚かない？」

「大丈夫だ。この神殿は昔から神官と巫女以外の出入りは厳しく禁じられている。その神殿の者達がみな避ひ難なんして不在なのだ。もはや誰も訪れることはないだろう」

「そういえば、レオールの住んでいる二百年後の神殿にはなぜ巫女も神官もいないの？」

　たとえ王の居住区とはいえ、元々はルネス神を奉たてまつる神殿であることに違いはない。レオールは、自国に平和が戻ったときに、彼らを呼び戻すことはしなかったのだろうか。

「この私にルネス神に感謝して祈いのれというのか？」

　自じ嘲ちよう気味に目を細めるレオールを見て、ラフィは気がついた。

　レオールの大切な人である修復士エルドナは、ルネス神の禁きん忌きを犯おかした罪で命を落としたのだ。いわばルネス神は、彼の憎にくむべき対象なのかもしれない。

「ご、ごめん」

　慌てて頭を下げると、レオールは気にしていないと言いたげに軽く頭を左右に振った。

「それにハッシュ王のことだが……奴やつもあとひと月ほど城には戻らない。私の記憶が正しければ、今頃国境を越こえて街まで攻めてきている兵を必死で食い止めている最中だからな」

「またひどい怪け我が、してないかな」

　ラフィが顔をくもらせると、レオールはたちまち不ふ機き嫌げんになった。

「あいつの心配はしなくていい。どうせ不老不死なのだ」

「だって、やっぱり心配だよ。それに彼はレオールでもあるんだよ」

「ふん。その私が心配するなと言っている」

「……もう！」

　過去の自分に会ったことなどないので、ラフィには計り知ることもできないが、レオールにはレオールなりの複雑な対抗心があるらしい。

「そんなことよりも何か分かったか、ラフィ？」

　彼としても話題を変えたいらしく、わざとらしく咳せき払ばらいをしながらラフィが作ったささやかな朝食に手を伸ばす。

「隠しても隠し切れない心。偽っても偽り切れない心、だよねぇ」

　ラフィは小さなため息をつきながら、目の前の朝食へと視線を落とした。

　小麦があったのでパンを焼いてみた。それから貯蔵庫にあった燻くん製せい肉にくを炙あぶって油を落としてから、同じく貯蔵庫に大量にあった馬ば鈴れい薯しよと人にん参じんとを一緒に香草焼きにしている。

「良い味だ。これらはみな、素そ朴ぼくながらも幸せに満ちている」

「レオールらしい表現だね。この料理は昔、母さんに教えてもらったの。あ、でもこういうの以外は作れないから期待しないでね」

「私は毎回これでも飽あきないぞ。それにラフィの手料理だ。毎日でも食べていたい」

「……」

　ラフィの頰はみるみる真っ赤に染まる。どういうつもりで言っているのか分からないが、レオールの瞳ひとみは至って真剣だ。

（私が朝食を作っている間に、レオールが美味しい紅茶を淹れてくれていて。こんな風にずっと二人で暮らしていけたら幸せだろうな……って私ったら何を！）

　無意識に甘い暮らしを思い浮かべてしまった──しかも夢の中のレオールはあり得ないぐらいに微笑んでいた──ラフィは慌てて、そんな妄もう想そうを打ち消す。

「ラフィ？」

「なんでもないなんでもないなんでもない」

　呪文のように繰り返すと、気合いを入れるために両頰をパシリと叩く。

「それよりも！　偽り切れない心だよね。ここから出るためにも早く見つけなきゃ」

「ラフィのような素直な女の子は偽りの心など持たぬだろうに」

　何気ないレオールの言葉に、ラフィはぶんぶんと激しく首を振る。

「そんなことないよ、レオールってば私のこと良く思いすぎだから！　昨日もね、眠ねむくなるまでずっと考えていたの。私の中にある『偽り切れない心』ってなんなのか。そして一番最初に思い出したのが、両親が亡くなったときのことだった」

「確か流行はやり病やまいで亡くなったと聞いたが」

「うん」

　チェブロッテに引っ越してきて八年目。恐ろしい病やまいが街を襲おそった。まず街で働いていた父が倒たおれて亡くなり、続けて看病に明け暮れていた母も倒れた。

　感う染つるといけないと看病すらさせてもらえなかったラフィは、預けられていたチエリの家で両親の死を聞いた。当然、死に目にも会えなかった。病死した遺い体たいはすぐに焼かれて、ラフィが会いに行ったときには、二人はもう小さな骨だけになっていた。

「あのときは悲しいのを通り越して、なんだか驚いてしまって。涙なみだも出なかった」

　でも、とラフィは穏おだやかな表情で続ける。

「そのときにね、声が聴こえたの」

「声？」

「そう、お父さんの大事にしていた仕事道具やお母さんのお気に入りだった膝ひざ掛かけ。彼らが私を慰なぐさめて励ましてくれたんだ。でもね、彼らの声もそのうち聞こえなくなってしまったの。彼らは私の両親に大切にされて心を宿したモノ達。持ち主が消えてしまえば、彼らの命も少しずつ消えていくしかなかったんだ。それでもね、彼らは今でも家に大事にとってあるよ。いつか私の心が宿ればいいなって思いながら」

「そうか。モノが心を宿すということは、とても大変なことなのだな」

　ラフィはそのときに初めて『持ち主が亡くなるとモノも死ぬ』ということを知った。

　本当のひとりぼっちになってしまったラフィは、自分を責めずにはいられなかった。

（こんな力なんてなければ、村を出ることもなかったし、お父さんもお母さんも死ななくて済んだのに。モノ達だって……私だ、全部私のせいだ）

　そう思うと、あれほど憧あこがれていた修復士という名前すら疎うとましく感じてしまう。

「正直、修復士の力なんていらないって思ったこともあるの。もっと普通の女の子でいたいって」

　そんなラフィを心配して、チエリの家族はラフィを養女として引き取ろうとしてくれた。ラフィ自身もきっとその申し出を受ければ、望み通りに普通の女の子として生きていけるような気がした。しかし。

　ラフィは何度も悩んだ末に、結局それを断った。

「忘れてしまえば楽になるけど……でもそれって、お父さんやお母さんが修復士である私にしてくれたこと全部を無む駄だにするってことでしょう？　それはどうしても出来なかったの」

　それからラフィは、両親が残してくれた家でひとりで暮らし始めた。昼間はチエリが遊びに来てくれるし、修理の仕事に没ぼつ頭とうしているときは悲しさも忘れられた。

　それでも夜になると、孤独はそっと訪れる。そのたびに、ラフィは声の聞こえないモノ達を抱だきしめて眠った。

「でもやっぱり、ひとりぼっちは辛くて。だからね、私は自分の心に噓をつくことにしたの。みんないなくなっちゃったけど、私は悲しくなんかないって。いつかは立派な修復士になるんだから、普通の女の子みたいに寂さびしがったり泣いたりしちゃいけないんだって。それがきっと、私が生まれて初めて自分の心を偽ったこと……なんだと思うんだけど」

　それって鍵になると思う？　とレオールに確認しようとしたラフィは、突然、強く抱きしめられてしまった。

「レ、レオール!?」

「すまない。悲しい話をさせてしまった……」

　まるで自分のことのように声を湿しめらせているレオールに対して、ラフィは慌てて顔を上げた。

「あ、でも。それから数年後にミケやザロとも出会うことになるし、チエリのめげない励ましもあって、私、結構、すぐに幸せになったよ。今では本当に修復士の仕事好きだし。あれ？　ってことは……今の私は……噓なんかつかなくても本当に寂しくないってこと？」

　ラフィの言いたいことを受け継いで、レオールは残念そうにそっと首を振った。

「そうだな、それは鍵にはならないだろう。寂しい心を偽ったことも、今では寂しくないことも、それぞれがラフィの本心の姿。相反するふたつの心は、両方真実の場合だってある」

「そっか、そうだよね。ごめん、役にも立たないのに変な話しちゃって」

　恥ずかしさもあって、ラフィはいつもよりも明るく声を張り上げた。そして抱きしめてくれたレオールから抜け出そうと試みる。

　けれど、レオールの腕の強さがそれを許してはくれなかった。むしろさらに強く抱きしめながら、レオールは言い聞かせるようにラフィの耳元でそっと語りかける。

「役に立たない話などではない。私はラフィの一面を知ることが出来て嬉しい」

　愛いとおしそうにそう言ってラフィの瞳をのぞき込むと、大きな手で優しく頰を温めてくれる。

「願わくば、そのときにラフィが流した涙をすべて、私が飲み干してしまいたかった」

「！」

　レオールに両頰を挟まれたまま、ラフィの顔はどんどん紅こう潮ちようしていった。嬉しさよりも戸と惑まどいの方が激しすぎて、この場から逃にげ出したいような衝しよう動どうに駆られる。しかし同時に、このときが永遠に続けばいいと願っている自分もいた。

（どどど、どうしよう。胸が苦しすぎてどうかなりそう）

　本当に苦しそうな顔をしていたのか、レオールが心配気味に両手を離してくれる。それでやっと、少しだけ冷静になった。ほっとしながらも、心のどこかでは寂しいような気持ちもある。

「ちょ、ちょっとレオール。あなた、この世界に来てから少しおかしくない？」

　照れを隠すためにラフィはわざと大きな声で言った。彼との距きよ離りが近くなるのは大だい歓かん迎げいだが、レオールは普通の男の人よりもずっと素敵で魅力的なのだから、そこらへんをちゃんと自覚して欲しい。それとも、まさか魔女に妙な薬でも飲まされたのではないだろうか。

　しかしレオールは憎たらしいほど整った顔で「少しもおかしくなどない」と涼すずしげに言ってのけた。

「おかしいというのなら、以前の私の方だ」

「以前って出会った頃の？」

「そうだ。私の正体を知られないためにも、あえてラフィに近づかぬように気をつけていた。しかしそんな風に心を閉ざして誰かと親しくなることを恐れるなと──不老不死だからといって別れを恐れるなと、まさにラフィが教えてくれたのだぞ？」

「！　た、確かにそう言ったけど」

　まさか、レオールが最初に心を開く相手が自分だとは思ってもみなかった。

　予期せぬ展開にラフィは啞あ然ぜんとする。とすると、レオールは本来隠し持っていた優しさを、今はラフィに向けて全開で放出しているということか……。

（そうなんだよね、本当のレオールはすっごく優しいんだよね。草木にも紅茶にも）

　だからってこれはちょっと行きすぎである。広い胸と逞たくましい腕に抱きしめられながら、ラフィはひとり困こん惑わくしてしまう。これでは勘かん違ちがいしてしまいそうだ。

（そう、勘違いなんだよ。レオールは、前の修復士エルドナさんのことが好きなんだから）

　痛んでいる者を見ると、それが草木であれモノであれ手を差し伸べてしまう。思い起こせば、ラフィはそんなレオールの優しさを好きになったのだ。

　人間嫌いだと自称していたレオールは、ずっとラフィに対して冷たい態度を取り続けていた。

　それからすれば、今のこの状態は随分と進歩したと思う。そう。

（たとえそれが恋でなくとも）

　胸の奥がチクリと痛む。それでもラフィは、今の彼との関係を〝嬉しい〟と思いたかった。

「ラフィ？」

　心配そうにのぞき込む薄うす紫むらさきの瞳。

「……っ」

　なぜか、ラフィは急にいたたまれなくなって、自分でも驚くほど冷たい態度でさっとレオールの腕からすり抜けてしまった。

　自分でも意外だったその行動を誤ご魔ま化かすように、ラフィは朝食へと目を向ける。食事はまだ少し残っていたが、なんだか色々な意味で胸がいっぱいになってしまった。

「……ご馳ち走そう様さま」

「もういいのか？」

「うん、なんだか急に食べられなくなっちゃった」

　言ってしまってから、ラフィは慌ててレオールに顔を向ける。

「あ、勝手にごめんなさい。レオールは最後までゆっくり食べてね」

「あ、ああ。私ももう十分いただいた。何度も言うようだが、本当に美味しかったぞ」

「ありがと。レオールの紅茶もね」

　にっこりと微笑むと、ラフィはてきぱきと片づけを始めた。

　食事を始めたときもレオールから同じように料理を褒ほめられて、ラフィは舞い上がるほど嬉しかった。それなのに、今はなぜか素直に喜べない。

（なんでなの？　というか、私ってこんなにひねくれ者だったっけ？）

　自分でも原因の分からないもやもやを抱かかえたまま、ラフィはお皿を重ねていく。

「ここはハッシュ王の神殿。今は私もただの居い候そうろうだ。手伝わせてくれ」

　慣れない手つきで手伝おうとするレオールを、ラフィは手で制した。

「ダメだよ！」

　自分の語気の強さに驚く。ラフィがはっとして顔を上げると、レオールも同じようにかすかに目を見開いている。

「あ、あの……だって、いくら異世界でふたりっきりとはいえ、フローレツィア王国の王様に手伝いなんかさせちゃ、あとでキルザスさんにギタギタにされちゃうもん」

　冗じよう談だんめかしながら慌てて付け加えると、レオールは仕方ないとため息をついた。

　ラフィはぐっと唇を嚙みながら「レオールは王様なんだから」と心の中で繰り返す。出会った頃は、あれほど仲良くなりたいと望んでいたはずなのに、いざレオールに心を開かれると逃げ出したくなってしまう。矛む盾じゆんしているのは自分の方だと分かってはいるが、今はただ、レオールは自分にとって手の届かない存在でいて欲しかった。

「……私はラフィを怒らせたようだな」

　ふいにレオールの哀しげな声が届く。

「まさか」

　驚いて顔を上げると、そこには傷ついたような表情のレオールがいた。

　途端に、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。もちろん、彼を傷つける気など欠片かけらもない。彼と再会出来て、心の底から嬉しかった。それからずっと側にいられて、こんな風に食事も一緒だなんて、本当に言葉では言い表せないぐらい楽しい。

　異世界に飛ばされて先の見えない状況で、残してきた仲間のことを考えると、本当は今でも不安で押しつぶされそうだ。だからこそ、レオールが一緒にいてくれて有難かった。

　いや、もっと正直に言うと幸せだった。

（それなのに……）

　どうして自分は、素直に喜べないのだろう。幸福が大きくなればなるほど、切ない気持ちがあふれてくる。そんな生まれて初めての経験に、ラフィは途方に暮れてしまった。

「ごめん。ちょっと……ひとりになって考えてみるね」

　楽しかった朝食の時間を、自分の手で壊してしまったことに胸がつぶれそうになる。けれどレオールは、相変わらず思いやりにあふれた眼まな差ざしで「そうだな、きっとそれがいい」と笑ってくれた。

　その優しさにラフィはまた、泣きたくなった。

「では私はその間、コノルトの丘にでも行ってみよう」

「！」

　レオールの何気ない一言に、たちまちラフィは凍こおりつく。

「う、うん。そうだよね、何か手がかりが見つかるかもしれないもんね」

　可能な限り明るい声で答えてみたが、ラフィには分かっていた。レオールがコノルトの丘で想うことはただひとつ──。

（エルドナさんのことだ）

　胸の痛みが、激しさを増していく。今でも彼女のことが忘れられないの？　エルドナさんはどんな女性だったの？　レオールにとって、どれぐらい大切な人なの？

　聞きたいことはたくさんあるのに、なにひとつ言葉にならないまま胸の奥に沈んでいく。

（あー、もう！　こんなの全然、私らしくないってばっ）

　自分を叱しつ咤たしてみるが、やはりどうしても口にすることが出来なかった。




　朝食の後片づけを終えると、ラフィは手を拭ふきながら台所を出た。

　神殿も城に負けないぐらい広いが、城に比べると随分と見通しのよい造りになっているため、迷う心配はなさそうだ。

　輝き晶しよう石せきで施せ工こうされた美しい回かい廊ろうを道なりに歩いていくと、ひときわ立派な部屋に出る。そこは神官や巫女達が一日に何度も祈りを捧ささげる礼れい拝はい堂どうだった。そして二百年後にはレオールの座る玉座の間となる場所でもある。

　見れば、玉座のあったところに巨大なルネス神の石像が奉まつられていた。

「そっか、二百年前は玉座のところに神像があったんだ……」

　ルネス神は美しい男神の姿をしており、均整の取れた裸体に聖せい布ふを巻きつけてゆったりと天を指さしている。その眼差しは、叡えい智ちと慈じ悲ひ、そして強きよう靱じんな意志に満ちあふれていた。

（やっぱりフローレツィア王国の神像ともなると格が違うっていうか、凄すごみがあるよね）

　チェブロッテの街でもお土産用にたくさんのルネス神像が売られているが、どれもミケいわく「ただのちっちゃいおっさん」にしか見えなかった。

　礼拝堂は必要以上に広くがらんとしていて、静せい謐ひつというよりも空くう虚きよな印象がぬぐえない。ラフィは一番前の端っこにある椅い子すに、そっと腰掛けた。

　多くの一般人がそうであるように、ラフィも熱心なルネス信者ではない。せいぜい、雨が続いて洗濯物がたまってきたときに「どうか神様、晴れにしてっ」と都合よく祈るぐらいである。

　けれど今のラフィは少し違っていた。願いを叶えたいと思うよりも、自分の気持ちを誰かにそっと聞いて欲しいような気分だった。神像に向かって手を合わせてみる。

「神様。偽らざる心が一体なんなのか、それを教えて欲しいとは言いません。信しん仰こう心しんもたいしてないのに、それはさすがに厚かましいと思うもの。でも少しだけ、私の愚ぐ痴ち……じゃなかった、懺ざん悔げを聞いて下さいませ」

　もちろん、ルネス神は答えない。ラフィの方も気にすることなく、言葉を続ける。

「最近の私、なんだかすごく性格が悪いんです。目の前のレオールに対して、気がつけばとてもずるいことを願ってしまっている。そう……このまま不老不死が解けないで、ずっと私の側にいて欲しいって」

「……」

「それが自分勝手な願いだってことは分かってます。レオールの望みに背そむき修復士の仕事に反することだって……それでも気持ちが時々抑おさえきれなくなる。それに」

　ラフィは唇くちびるを嚙かんだ。

「エルドナさん……あ、彼女は前の修復士なんですけど。ん？　……神様なら全部知ってるのかな？　えっと、とにかく彼女のことを考えると、私の心はもっと醜みにくくなってしまいます。ハッシュ王だけでなくレオールの心まで奪い去って、それなのに側にいてあげられなかった彼女に、憎しみさえ感じることがあるのです。これってひどいですよね？　彼女はレオールのために命を捧げたっていうのに」

　こんなことを思っているラフィを知れば、さすがのレオールだって興きようざめに違いない。いや、確実に嫌われてしまうだろう。

「あれ？　……これって……もしかして偽ろうとしている、本心？」

　ふと思いついて、ラフィが顔を上げた瞬間、

『それでよいのだ』

　低く重厚感のある男性の声が響いた。元々恐がり屋であるラフィは、それこそ椅子から飛び上がらんばかりに驚く。

「な、何!?　ひょっとして神様っ？」

　慌ててルネス神を凝ぎよう視しするが、彼がしゃべっている気配はない。完全に腰が引けた状態で、それでも好奇心には勝てずに、ラフィはそっと神像に近づいた。途端。

『残念ながら違う。私はルネス神ではない。ただの神像だ。モノだからお前と話せる』

『！』

　神像がしゃべった。言われてみれば確かに、ラフィの心に直接響いてくる感じがモノとの会話と同じ感覚である。

『よ、よかった……ちょっと本気で驚いてしまいました……』

『我は数あま多たの神官や巫女から熱心に祈りを捧げられ、心を宿すに至ったのだ』

『祈りでモノに？　すごい！　それってもう、ほとんど神様と同じですよねっ』

　拳を握りしめて興奮するラフィに対して、神像は嫌な顔をして言い切った。

『……全然違う。本当の神とは、我らを創造し見守って下さっている偉い大だいなる存在だ。ほとんど同じなど、あるはずがない』

　どうやら信仰心の厚い神像らしい。見れば姿もルネス神そっくりで、体勢も神像のままじっと動かない。彼が心からルネス神を慕したっていると感じたラフィは、すぐに反省した。

『……すみません。軽率な発言でした』

『そんなことよりも』

　重々しい口調で、神像は告げる。

『お前の先ほどの告白、しかと受け取った。だが忘れるな。心に生まれる独占欲や嫉しつ妬とも、人が偉大なるルネス神から贈おくられた魂たましいの輝かがやきのひとつなのだ』

『魂の輝き？』

『お前が醜いと思っている心、それは恥ずべきことではない。重要なのはそれらを忌いみ嫌って認めないまま放置してしまわず、きちんと正面から受け止めて消化し、己の成長に役立てることだ。分かったな？』

『は、はい』

　すごい説得力だった。その様子は誰がなんと言おうと、今のラフィにとって彼は神様、そうでなければ神様の化身以外何者でもない。

　彼の有あり難がたい説教を聞くと、今までラフィの中でもやもやとくもっていた心が少しずつ晴れていくような気がした。

『じゃ、じゃあこれが、自分の中の偽らざる心ってやつなんでしょうか？』

　最初は聞くことを躊躇っていたことも思わず訊たずねてしまった。しかし神像は、返事の代わりに渋しぶい声で唸うなりだした。

（あれ、なんだろう。この感じ……前に経験したことあるような）

　かすかな違和感を覚えた次の瞬しゆん間かん、ラフィは「神様!?」と神像に駆け寄っていた。

　様子がおかしかった。神像の声は陽かげ炎ろうのように揺ゆれ、それに合わせるかのように姿がゆっくりと希き薄はくになっていく。

『だ、大丈夫ですか、神様っ』

『我はか、神ではない……何度も言わせるな。どうやら、刻ときがきてしまったようだ』

『刻って……？』

『お前も修復士の端はしくれならば分かるだろう？　私は祈りを捧げる者達の心を宿して生きてきた。しかし今、誰も祈ることもなくただ忘れ去られようとしている』

　そんなモノに待つのは〝死〟のみ──神像の言葉を聞いて、ラフィは愕がく然ぜんとする。

　そういえば両親を失ったときもそうだった。母のお気に入りの膝掛けや父の仕事道具などのモノは、持ち主が死んでもしばらく生き続け、やがて思い出が薄れていくように次々と気配を消していった。ラフィがどれだけ側にいて欲しいと懇こん願がんしても、それを止めることは出来なかったのだ。

　それでもラフィは諦あきらめきれず、神像にすがりつく。

『わ、私が今からでも一生懸けん命めいに祈りますからっ。だから』

　しかし神像は静かに目を閉じて、そのときを待っているようだった。

『無駄だ。お前も本当は分かっているのだろう？　心を宿すのはそれほど容易たやすいことではない』

『でも！』

　ラフィの声を遮さえぎって、神像は威い厳げんある顔つきをこちらへ向ける。

『よいのだ、これで。私はモノとして幸せな生しよう涯がいだった。今は忘れ去られる悲しみよりも、心を得た喜びを感じていたい。どちらも事実、しかし私は不幸か幸福かを選ぶことが出来る。それは私が人間から心を得たから、そして神の教えを学べたからだ』

　それに、と神像は続ける。苦しそうに揺れてはいるが、言葉の重みを宿した声だった。

『最後にこうして修復士にも会い、話をすることも出来た。これも運命なのやもしれん』

『……』

『その礼というわけでもないが、私の最後の言葉として聞いておくがいい。お前が探し求める真実の心は、独占欲や嫉妬などではない。それらは偽らざる心の上に覆おおいかぶさる暗雲のようなもの。それらをきちんと受け止め、真実の目を開いて己の雲を払うのだ』

　最後の力を振り絞しぼるようにそう言うと、神像は安あん堵どしたように目を閉じた。気配はさらに希薄になっていく。どうすることも出来ないラフィは、ただ必死になって神像の残した言葉を頭に焼きつけた。真実の目を開いて、己の雲を払う……？

『でもどうやって』

　返ってきたのは、長い長い沈黙だった。神像の周りの空気が小さく爆はぜている。穏やかな微笑みだけを残し全身を煌きらめかせながら、神像は天へと向かって消えていった。

　自分でも気づかないうちに流していた涙を、ラフィはグッと拭ぬぐう。

　神像は永遠に去った。今、目の前にあるのは心の宿らぬ石の塊かたまりに過ぎない。それでもラフィはかすかな温ぬくもりを探して、頰を当て感謝せずにはいられなかった。

　気がつくとラフィは巫女のように跪ひざまずき、祈るように神像に向かって想いを捧げていた。

「私、絶対にあなたのことを忘れません。さようなら、どうぞ安らかに」

　もちろん返事はない。けれどこの想いが天まで届きますようにとラフィは願っていた。




　そのあとラフィは物思いに沈みながらひとり神殿で過ごし、再び夜がやってきた。

　朝食のときに会ったきり、レオールとは顔を合わせていない。そしてレオールもまた、あえてラフィをそっとしておいてくれているようだった。

（せっかくレオールと再会できたのに。しかも二人っきりの毎日なのに）

　自分の中のもやもやさえ捨ててしまえば、それはきっと幸せな日々に違いなかった。

　ラフィは眠れぬまま、寝しん台だいからそっと起き上がる。顔を合わせなくても、考えることはレオールのことばかりだった。そして彼のことを考えれば考えるほど、自分との埋うまらない距離を感じて切なくなってしまう。

　そんなことをくよくよと悩み続けていれば、部屋にいるのさえ息苦しくなってきた。

　ラフィは思い切って寝台から下りると、部屋を出て少し歩くことにする。真夜中の神殿には半分だけの月の光が降り注いでおり、あちこちに柔らかな影かげを落としていた。

「キレイ。月の光ってこんなに優しいんだ」

　今まで気づかなかった。というかラフィは今まで、太陽の光の方が明るくて元気が出てくるような気がして好きだったのだ。

　しかし今、こうして月の光に包まれていると、派手やかさはないけれど控ひかえめで穏やかな想いがラフィをそっと癒してくれる。それはどこかレオールの優しさに似ている気がした。

「レオール……」

　彼のことを考えると、ラフィはたちまち切なくなってしまう。

　神像からは『醜いと思っている心を受け入れろ』と言われたが、到とう底てい出来そうになかった。

（だって、そんなことしたら）

　ラフィが不老不死の呪いを解くことを嫌がっていると知れば、レオールは修復士に絶望し簡単に自分の元から離れていくだろう。それが何よりも怖かった。

　それに自分がエルドナに対して複雑な感情を持っていると悟さとられたら、軽けい蔑べつされるかもしれない。

（そんなの嫌！　絶対に耐たえられないよ）

　偽ろうとして、そう出来ない心──それはまさに魔女に言われた状況だと思い当たって、ラフィは背筋が寒くなった。神像は違うと言ってくれたけれど、やはりこの心こそが〝隠しても隠し切れない心。偽っても偽り切れない本心〟なのではないだろうか。

（だとしたら私、一体どうしたらいいの？）

　ラフィは泣きたくなる。レオールは、自分にとってどんな存在なのだろう。またレオールにとって、自分はどう映っているのだろう。

（己の運命に終しゆう止し符ふを打ってくれる、でもそれ以上の価値はないただの修復士？　それとも最近知り合った少し変わった女の子？　心を開いてくれた友達？　それとも……）

　知るのが怖い。レオールに会うのはもっと怖い。

（しっかりしてよ、ラフィ。あなた修復士でしょ？　いつもみたいに、ちゃんと前見てよ）

　らしくない自分を叱しかってみるが、なかなか心の整理はつかなかった。もやもやした気持ちを抱えたまま、闇雲に歩きまわっていると、ふいに馴な染じみの場所に出てしまった。

　二人の待ち合わせ場所のようになってしまっている庭園である。レオールに会いたくないと願いつつも、足はひとりでに向かっていたのだ。

　真夜中の庭園にも月の光は降り注いでいた。

　いつもレオールが座っている東あずま屋やへと近づく。思えば、ここでレオールから小瓶を渡されたのがすべての始まりだった。

　あの小さくて綺麗で、それでいて強きよう烈れつなへそ曲がりの困らせ屋さんである小瓶ちゃん。

（小瓶ちゃん、今頃どうしてるんだろ……帰ったら「心配かけてごめん」って謝らなきゃ。ミケと喧けん嘩かしてなきゃいいけど）

　そんなことを思いながら歩いていると、ふいに誰かがいることに気がついた。

「！」

　誰もいないと頭から思い込んでいたラフィは、またしても飛び上がるほど驚く。

「おっ!?」

「オバケではないぞ、念のため」

　レオールだった。よく考えれば、この神殿で顔を合わすのは彼以外にあり得ない。

「レ、レオール！」

　意い図とせず華はなやかな声色になってしまった。

　あれほど会うのが怖かったはずなのに、ラフィの心はみっともないぐらいの嬉しさで緩ゆるんでしまう。表情を引き締めて、難しい顔を作ってみるがどうも上手くいかない。見ればレオールが不思議そうに首をかしげていた。

「どうしたラフィ、こんな時間に？」

　眠れないのか、と問うレオールにラフィは「レオールこそ」と言いつつ、ドキドキしながら近くの椅子に座る。どうやらお互いに眠れぬ夜を過ごしていたようである。

「ラフィがひとりで過ごすと言い出してから、私もひとりになって色々なことを考えた」

「……どんなこと？」

「そうだな。ラフィに会う前のこと、会ってからの自分……ラフィが教えてくれた『生きる意味』と死ぬということ──そしてある変化に気がついたのだ」

　レオールは静かに月を見上げる。あたりには水の流れるかすかな音しか聞こえない。

「小瓶だ。私の不老不死を閉じ込めた小瓶。私はずっと、あの小瓶が嫌いで憎かった。けれどラフィと出会ってから、なぜか懐なつかしく思い出すようになっていた。なぜなら小瓶はラフィと私を結びつける大切なモノだと気がついたからだ」

「あ、それ私も同じこと思ってたの」

　チェブロッテに住む田舎いなか娘むすめの自分と、幻まぼろしの千年王国フローレツィアの国王であるレオール。普通なら絶対に出会えるはずのない二人が出会えた奇跡の中心には、確かに小瓶の存在があった。

　それだけではない。今の二人を結びつけているのも、不老不死を解くというこれからの未来にも、小瓶はなくてはならないモノだ。

（そういう意味では、小瓶ちゃんって私にとって本当に大切な存在なんだよね）

　そして同時に、レオールにとっても大切なモノとなった。

「！」

　突然、ラフィの心の奥底で何かがことりと音を立てた。かすかな変化だけれど、今まで気づかなかった何かが見つかる気がして──。

（なんだろう、この感じ……）

　しかし答えはすぐに闇の中に消えてしまった。

「ラフィ？」

　急に黙だまってしまったラフィを心配するように、レオールの紫の瞳がのぞき込んでいる。

「え、あ、うん。大丈夫。ちょっと考えごと」

　慌てて手を振ってみせると、レオールは目を細めてラフィの方へ指先を伸ばした。

「!?」

　そっと、触ふれるか触れないかという程度で、頰に指を当てられる。そしてその指は愛おしげにラフィの頰を滑すべっていった。

「私の存在を疎ましく感じるのは致いたし方ないことだと思う」

　静かに切り出したレオールの言葉に、ラフィは慌てて首を振る。疎ましいだなんて、とんでもない誤解である。しかしラフィにはそれを上手く言葉で伝えることが出来なかった。

「私の抱えた暗闇の中で、ラフィは唯一の光だ。私にとっては得がたい救いの光であっても、暗闇に降り立った方にとっては辛いことばかりであろう。だからラフィが望まないのであれば、どうか遠えん慮りよせずに私から離れてくれ」

「そんな……っ」

　辛いことばかり、その言葉がラフィに重くのしかかる。

　ラフィが今辛いのは、レオールの持つ暗闇のせい？　いいや、そうではないはずだ。けれど自分の中に代わりになる答えが見つからない。

　黙り込んでしまったラフィに、レオールは優しく声をかけた。

「だからラフィ、どうかそんなに不安そうな顔をするな。私は災わざわいをもたらした張本人かもしれないが、それでもラフィだけは守ってみせる。どんなことがあっても、必ず」

「……レオール」

　嬉しかった。レオールの誠実な言葉が、心に染み渡っていく。

（これで十分だよ……ううん、私にはもったいないぐらい）

　辛いのは自分が貪どん欲よくだからだ。もっともっと、と欲しがるから切なくなる。

「もちろん、守ってなんかもらわなくて結構だから、もう離れたいというのなら無理強じいは出来ぬが……いや、それでもちょっとは側にいて欲しいのだが」

　慌てたように付け加えるレオールに、ラフィはくすりと微笑んだ。

「心配かけてごめんね。でも全然そんなんじゃないんだ。まだ自分でも上手く気持ちを説明できないんだけど……でも私、レオールと一緒にいるの好きだし、また会えて嬉しいって思ってる。それだけは確かなんだ。だからこれからもヨロシクね」

　最後の方はなんだか変な自己紹しよう介かいのようになってしまった。しかしレオールは満足したように──けれどどこか寂しそうに微笑むと、そっとラフィの手を取った。

「そう言ってもらえると嬉しい。これでやっと眠れそうだ。ラフィももう休んだほうがいい」

　その手の温もりを感じながら、ラフィは穏やかな気持ちで「うん」と頷くことができた。

「おやすみ、ラフィ」

　レオールの声が、月夜の庭園に優しく響く。まだすべてが解決したわけではないけれど、それでも今だけは素直に言える。ラフィは精一杯の気持ちを込めて顔を上げた。

「おやすみ、レオール」
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『こんばんはなの』

　やっと眠りにつく矢先のことだったので、ラフィは一瞬反応が遅れる。

　驚いて顔を上げると、部屋の小さな窓に見慣れない小さな少女が腰掛けていた。まだ幼さの残る五歳ぐらいの女の子だ。

　窓といっても、採光のための窓なので大きさはラフィの顔ぐらいしかない。そんなところに腰掛けている少女というのは、もちろん人間ではあり得ないわけで、つまりはモノであるに違いなかった。

　少女は蚊かの鳴くような声で、恐る恐る声をかけてくる。

『私の名前はマナなの。フローレツィアに建てられた黄金塔に宿ったモノなの』

『黄金塔ってフィアの街にある、あの？』

　レオールに連れられて、初めてラフィが黄金塔を見たときには、すでに無む残ざんに壊されていた。再建したいという要望も多数あるが、それ以上に『フローレツィアの厄災の悲劇を忘れたくない』という人々の意見が多かったのでそのままにしてある、とレオールから説明を受けたのを覚えている。

（この子が生きてるってことは、今の時代では黄金塔はまだ無事なのかしら。それにしても、器である物から離れても大丈夫なモノって見たことないけど）

　不思議に思うが、小瓶がなぜ人間の姿になったのかすら謎なぞのままの自分である。修復士として未熟なことは分かっているので、すぐには判断出来ないでいた。

　するとマナと名乗った少女の方から話しだした。

『最初は普通のモノと同じように、自分の器からは離れられなかったの。でも黄金塔が壊されて、マナも意識を失って……気がついたときには自由に動けるようになってたの』

『!?　じゃあやっぱり、黄金塔はもう』

　壊されてしまったのね、と最後までは言えなかった。一旦、修復不可能なほどに器を壊されてしまえば、どんなに心が宿っていてもモノの命は消えてしまう。

（このマナという子はなんとか生き延びてくれたみたいだけど）

　それでも相当なショックであったに違いない。そう思うと、ラフィの心は痛んだ。

『新しい修復士様、私と一緒に黄金塔まで来て下さいなの』

『新しい……？』

『そうなの。前の修復士様に修復を頼たのんだら断られたの。でも魔女さんが教えてくれたの。もうすぐ神殿に新しい修復士が来るから、その人を元の世界へ戻す手伝いをすればマナのお願いも叶うの』

『お願いって、黄金塔を修復すること？』

『そうなの。でも前の修復士様はダメだって言ったの。……悲しかったの』

　前の修復士とはエルドナに違いなかった。彼女はなぜ断ったりしたのだろう。

　ラフィの中に、エルドナに対する対抗心のようなものが湧き上がってきた。それは相変わらず自己嫌けん悪おを伴う幼くて稚つたない感情だと分かってはいたが、今までのような嫉妬や劣れつ等とう感かんよりはずっとましな気もする。

　それにモノであるマナを放っておく気には、どうしてもなれなかった。

　気がつくとラフィは、安心させるようにマナに向かってにっこりと笑いかけていた。

『いいわ。大丈夫、私に任まかせて』




　瓦が礫れきと化した不気味な建物が、闇の中に浮かび上がる。

『これが……黄金塔』

　ラフィは絶句していた。状況は二百年後に見たときよりもずっとひどく、生々しい傷きず跡あとがあちこちに残されている。

『ひどい。これっていつ？』

『ひと月ほど前なの。マナはしばらく気を失っていて、目が覚めてすぐに修復士様を捜さがしに魔女の塔へ行ったの』

『……』

　そしてエルドナと会い、修復を断られた。そして、そのあとエルドナは自分の命を絶ってまで、ハッシュ王を死の淵ふちから蘇よみがえらせたということになる。

（ひと月ほど前……じゃあ出会ったときのハッシュ王は、エルドナさんを亡くしたばかりだったんだ）

　そう思い当たって、ラフィの胸はさらに切なくなる。

『修復、できそうなの？』

　気がつけば、マナが心配そうに横からのぞき込んでいた。ラフィは改めて黄金塔を見る。意図的に破は壊かいし尽くされた感じである。金を練り込んで焼き上げられた輝かしい煉れん瓦が造りの壁はことごとく打ち砕くだかれ、黄金で施ほどこされていたであろう多くの装そう飾しよく品ひんはすでに乱暴に剝はぎ取られてしまっていた。

『う～ん……』

　これはもう修復という段階の話ではない。黄金塔がこんな状態で、それでもマナが生きているのが不思議なぐらいなのだ。

『ご、ごめんなさい。今の私ではちょっと無理かも。偉えらそうに言っておいて本当にごめんなさい……でも、もっと私が力をつければ……私、諦めないから。だからマナちゃんも』

　しかし、意外なことにマナはそれほど傷ついた様子でもなく首を左右に振ってみせた。

『ううん、いいの。最初から分かってたの。今の修復士様ではまだ未熟だから無理だろうって魔女様にも言われたの。ちょっと試しに言ってみただけなの』

『あ、そうなの……』

　半分ほっとして、半分落ち込みながらラフィは苦笑いするしかなかった。

『それよりも、なの！』

　マナはずいっと身体を寄せてくる。

『マナは修復士様のお願いを聞くの。修復士様は元の世界へ戻りたいの？』

『う、うん』

『じゃあ話してなの。修復士さんの心の中を、マナに全部話して欲しいの』

『全部!?』

『魔女様が言ったの。マナが聞けばきっと、答えは見つかるの』

　自信たっぷりにマナは頷いている。黄金塔も修復できない自分のために、なぜそこまで頑張ってくれるのだろう。ラフィは感謝しながらも疑問に思う。

『どうして、こんな私に協力してくれるの？』

『……元の世界に戻った修復士様が、きっと黄金塔を修復してくれるの。それだけじゃなくて、もっと大切なものも元に戻してくれるはずなの』

『……』

　未来の自分に過か剰じような期待をされているようで、いささか居心地が悪い。しかしマナの言う通り、早くこの世界から脱だつ出しゆつしてもっと修復士として力をつけ、いつかは黄金塔を修復してあげたい気持ちもある。

　しばし迷った末に、ラフィはマナに自分の心情を出来るだけ細かく打ち明けた。もちろん神像に言われた言葉も全部である。

　マナは黙って聴いていてくれた。そしてすべてを話し終わったラフィに向かって告げる。

『それって恋なの』

『!?』

『なんで修復士様は今まで気がつかなかったの？　それが信じられないの』

『え、え？　でも』

『簡単なことなの。その気持ちを相手に伝えれば、きっと元の世界に戻れるの』

　なんでもないことのように言い切るマナを前にして、ラフィはひたすら感心するしかなかった。

『……マナちゃんって、見かけよりもずっと大人なんだね』

『修復士様こそ、子供すぎるのぉ！』

　すかさず言い返される。確かにその通りだった。レオールへの想い──それは恋？

　ラフィは衝しよう撃げきのあまり、しばらくぼうっとした頭で考える。

（修復士エルドナさんへの複雑な気持ち……それからレオールを失いたくないって思う気持ち。それはただの好意じゃなくて恋だから生まれたってこと？）

　そうだとすると確かに、自分の中に生まれてしまった暗雲の正体もすべて辻つじ褄つまが合う。

　ただチエリならともかく、自分が誰かに恋をするなんてあまりにも似合わなすぎて想像も出来なかった。

（ううん、似合わないっていうのもあるけど……それだけじゃないよね）

　今でも、それが恋だと認めるのは勇気がいる。なぜなら。

『だってレオールのこと、好きになっても叶わないもの』

　思わずぽつりとつぶやいてしまう。レオールの心の中には、すでに愛しい人が住んでいて、それは二百年前のハッシュ王のときからずっと変わらない。

　修復士エルドナ──彼女は自みずからの命を賭としてレオールに命を与えた女性だ。

（それなのに、今の私にできることは死を与えることだけ）

　勝てるはずがないではないか。ラフィは唇を嚙みしめて、泣きそうになるのをぐっと抑える。それに、かつてレオールに言われたことがある。

〝歪ゆがめられた運命さえなければ、我らは出会うはずのなかった者同士だ〟と──。

　そんな彼に恋をしたところで、一体どうなるというのだろう。

　そんなレオールへの想いが恋としてあっけなく消えてしまう運命ならば、友達としてずっと心に留めておいた方がましだった。

　けれど、そんなラフィの様子を見てマナが厳しい声を上げる。

『叶わないから恋じゃないなんて考えるの、バカみたいなの！　それって逃げてるだけなの。恋って、きっと気がついたらそこに在るものなの。自分の中に落ちてきたらもう、ただ、どうしようもなくそこに在るの。目を瞑つむって知らないふりをしても同じなのっ……でも、修復士様はまだ幸せなの。その声で、その身体で相手に気持ちを伝えることが出来るの。まだ、ちゃんと間に合うの』

　なぜマナがここまで真剣に怒るのか。今のラフィには分からないし、分かる術すべもなかった。ただ、きっとマナの言葉は正しい。胸が痛くなるほどに。

『マナちゃん……もしかして哀しい恋をしていたの……？』

『辛かったけど哀しくなんかなかったの。哀しいのは恋が叶わなかったことじゃないの。好きになった人のこと、ちゃんと好きになるのを躊躇ったことが哀しいの。恋から逃げないで欲しいの。噓をついて誤魔化してもどこにも行けないの』

　ドンという鈍にぶい衝撃のように、その言葉はラフィの胸を打った。噓をついてもどこにも行けない──偽り切れない本心。

（それって……私がレオールが好きって気持ち……そう、なんだ）

　間違いない、それが出口の鍵だ。恋を認めなければ、きっとこの世界からは出られない。

　けれどもそれが、魔女の仕掛けた罠だというのだろうか。

（でも、一体なんのために？）

　分からない。ラフィがレオールに恋をして、それが魔女の目的となり得るのだろうか。

　混乱した思考のまま、ラフィは呆然と空を見上げる。空には半身の月がゆっくりと西の空へと傾かたむきだしていた。

　硬こう質しつで温度を感じさせない月の光。でも本当は優しく柔らかく、暗闇に沈むもの達を慈いつくしむように音もなく降り注ぐ。

（ううん。恋を認めなければ出られないのはこの世界だけじゃない。この私自身が、自分の殻からから一歩も出られなくなってしまうんだ）

　自らの想いにがんじがらめになって。

　その戸惑いと苦しさから、自分は大切なレオールすら傷つけてしまう。そんな馬鹿げたすれ違いはもうたくさんだ。

「好き」

　想いを、そっと唇に乗せてみる。本当は今でも少し、怖い。

　レオールの穏やかな声。真しん摯しな眼差し。優しい指先。安らかな腕の中。温かな心。

　自分でも呆れるほど、たくさんのレオールがいくらでも浮かんでくる。

（あたし……好きなんだ）

　ラフィは愕然とした。一体いつの間に、レオールのことをこんなに好きになっていたのだろう。庭園で、初めて顔を見たときから？　それともコノルトの丘で真実を聞かされてから？　それとも、それとも。

（違う。きっともっと、ずっと前から）

　心は惹ひかれていたのだ、レオールに向かって一直線に。

「好きだったの、ずっと」

　ふいにラフィの頰を、たくさんの涙がこぼれ落ちた。それはとても温かくて、頑かたくなに凍りついていたラフィの気持ちを溶かしていく。

「あ…たし……好き……レオールが好き」

　何度も繰り返すと、さらに切なさが胸を締しめつける。

　なぜこんなにも涙があふれるのだろうか。自分の中の、レオールへの恋を知っただけで。

　ラフィは言葉もなく、ただ泣き続けた。破壊され尽くした黄金塔の前でしゃがみ込み、静かに肩を震わせる。マナはそれを黙って見守っていてくれた。

　真夜中のフィアの街は、欠けた月の光を受けて穏やかな眠りについている。はずだった。

「危ないなぁ」

　ひどく気に障さわるような言い方で、見知らぬ男性が声をかけてきた。小汚い格かつ好こうではあるが、ちゃんと革の防具を身につけており帯たい剣けんまでしている。

　街になだれ込み、黄金塔を壊したという隣りん国ごくの残党だろうか。

「こんな真夜中に女の子がひとりで泣いているなんて、いくらなんでも危険すぎだろ。悪いようにはしないからさ、ちょっとこっちに来なよ」

　親切そうな口調の割に妙ににやけた男の顔は、ラフィに言い知れぬ警けい戒かい心しんを起こさせる。マナが心配そうに男の周りを飛びまわるが、当然、男は気がつかない。

「嫌、あっちへ行って」

　気丈に言い放ってみるが、男は応こたえないまま馴なれ馴れしくラフィの腕を摑つかむ。

「無理すんなって。どうせ俺が見み逃のがしても誰かが同じようなこと……っ！」

　恐きよう怖ふで動けないラフィの腕を握りしめたまま、男の顔が苦く悶もんで歪んだ。

「！　な、何!?」

　訳が分からぬまま、ラフィは反射的に少し緩んだ男の手をすり抜けて突き飛ばす。そのまま倒れてしまった男の先に、なぜかレオールが立っていた。

「レオール！」

　驚いて駆け寄ると、レオールは慌てて顔を伏ふせる。

「？」

「すまない。さっきおやすみと言って別れたばかりなのに」

「いや、そうじゃなくて」

「この男のことか？　すまない。思わず手が出てしまった。だが峰みね打うちだ。しばらくは気絶しているだろうが、朝までには起きるだろう」

「いや、そうでもなくて」

「ともかく色々、すまない」

　隠し切れない王者の威い厳げんを漂ただよわせながらひたすら謝る姿は、さすがに違和感がありすぎる。

　ラフィは「違うの」と安心させるように微笑んだ。

「助けてくれてありがとう。でも、なんでここにいるの？」

「……真夜中に神殿を出て行くラフィを見てしまってな。その、心配でつい後を追ってしまった、すまない」

　レオールはもう一度謝る。しかしラフィはそれどころではなかった。

「え！　じゃあもしかして聞いてたの？　私の話！　……どこからっ？　いや、どこまで!?」

　恥ずかしさで顔が紅こう潮ちようしていくのが分かる。しかしレオールはきょとんとした顔で、

「いや。ついてきたのがバレるとまた嫌われるんじゃないかと思い、ものすごく遠くから見てたのだ。だから、ラフィの姿は豆粒ほどしか見えなかったのだが」

　何かあったのか、と逆に聞いてくる。

「ななな、なんでもないの！　……って、痛っ」

　いつの間にか近くにいたマナに、思いっきり耳を引っ張られる。

「？　大丈夫か、ラフィ」

　もちろん、レオールにマナの姿は見えない。

「大丈夫。それよりもレオール……あなたに大事な話があるの」

「やはり謝っても許してもらえぬか」

「だからそれは違くてっ」

　思わず声を荒らげてしまってから、はたと気がつく。

　今からレオールに、大切な心の〝鍵〟を手渡すのだ。こんな冗談のような雰ふん囲い気きのままではちゃんと伝わらない。

「……」

　ラフィが困っていると、レオールは心配そうに背をかがめてきた。

「本当に許してくれるか」

「あ、当たり前でしょ。大体最初から怒ってなんか」

「嫌いにもならなかったか？」

　畳たたみかけるように聞いてくるレオールに、ラフィは困った顔で頷いた。

「当然だよ」

　というか、〝嫌い〟とは全然正反対の気持ちに気がついたというのに。

（レオールって変なところで鈍どん感かんなんだよね）

　どう説明したら分かってもらえるかと思案していると。

「きゃっ」

　なぜか急に抱きすくめられしまった。

「よかった……！」

　普段のレオールからは想像も出来ない、弱々しい安あん堵どの声がする。

　中性的で繊せん細さいな美貌の持ち主のわりには、彼の腕と胸は驚くほど逞たくましい。ラフィは改めて、その場所の心地よさに酔よいしれていた。

　ラフィのすぐ耳元で、レオールの香り立つような低く甘い声が流れていく。

「ならば、もう少しだけ我わが儘ままを許してもらおう」

　そういうと、レオールは軽々とラフィを抱き上げる。以前、城と神殿の間で衛えい兵へいに詰きつ問もんされてレオールに助けてもらったときと同じように、ラフィは彼の腕の中に収まってしまっていた。

（どうしよう。私、胸が高鳴りすぎて死んでしまいそう）

　羞しゆう恥ちと歓かん喜きで頭がくらくらする。自分は今、一体どんな顔をしているだろう。きっと馬鹿みたいに惚ほうけた顔に違いない。

　それをレオールに見られたくなくて、ラフィは胸に顔を埋うずめたまま言った。

「お願い、このままコノルトの丘へ連れて行って」

　そこで自分の恋を告げるのだ。

　それが偽り切れない本当の心。隠し切れない気持ち──すなわち出口の鍵である。

　本当はまだ気持ちを伝えるのは怖いし、無事に告白できる勇気も自信もない。それでも。

　魔女の出した問題。その答えに辿たどり着いてしまった以上、もうラフィの中に後戻りするという選択肢しはなかった。
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　ミケとザロ、そして小瓶達のそれぞれの探索。

　その収穫はみんな仲良く〝無し〟である。どこをどれだけ探しても、ラフィを呼び戻せるような心を宿したモノはどこにも見つからなかった。

「なぁマナちゃん、何も責めてるわけちゃうけどな？　ラフィを呼び戻せるモノは、本当にフローレツィア王国にあるんか？　ひょっとしてチェブロッテとか、それ以前にラフィが住んでた村とかの方が可能性あったんちゃうん？」

『フローレツィア王国にあるの。間違いないの』

　やけにきっぱりと言い切るマナに、小瓶は言い返す術すべもない。ふいにザロが顔を上げた。冬の湖のような冴さえ冴ざえとしたブルーの瞳が小瓶を捉とらえる。

「……見つけなきゃ。ラフィが帰れるようになるまでに」

「俺に言うなっちゅーねん！　ちゅーかお前、一体なんやねん。日頃無口なくせにこんなときだけ余計な一言って。あーもう！　ホンマ焦るわぁ」

「とにかく魔女の塔に行かねぇか？　そこの魔方陣になんかヒントでもあるかもしんねーし」

　ミケが提案し、ザロが黙って同意する。他にいい案も浮かばない小瓶もしぶしぶ頷いた。

「あ～あ。今回ばかりは、お前の自慢の推理も役に立たんっちゅーわけや」

　小瓶は一番後ろをだらだらとついていきながら、目の前を黙々と歩くザロの頭を小突く。ザロはされるがままになっていて、ミケは代わりにやり返してやろうかと思ったが、結局は黙って拳を引っ込めた。

（ザロは何かを摑んでいる……）

　それはミケの勘だった。それも長年付き合ってきた者同士の勘である。間違えるはずがない。

　ザロはすでに真実を正確に追っていて、ただそれを口にしていないだけである。

　いつものミケならば、今は聞くべきときでないと分かっている。しかし、今回だけは無理だった。なんといっても、自分達の大切なラフィが消えてしまったのだ。

「なぁザロ。大丈夫だよな？　ラフィ、ちゃんと俺達のところへ帰ってくるよな？」

　思いがけず弱々しい声になってしまって、ミケは慌てて咳払いをする。けれど鼻の奥の、泣きたいようなツンとくる痛みはなかなか消えなかった。

　ザロは、相棒のそんな不安を和やわらげるように一言だけ教えてくれる。

「待つんだ、合図を」

　マナの方を見つめながら、ザロは静かにそう述べた。ミケは不思議そうに顔を上げる。それはマナの合図を待つということなのか。

　しかしザロはそれきり黙り込んでしまった。

　いや黙っているのはザロはもちろんのこと、マナもであった。




　魔女の塔に到着した一行は、ラフィが描いた魔方陣とよく似たものをすぐに見つけた。

　レオールが消えたのも、恐らくこの魔方陣だろう。

「きー！　これがにっくき魔方陣ですかっ。我が国王を消してしまうなど……魔女め！　絶対に、許せん。お天道てんと様が許しても、この私が許しませんぞぉっ」

　すぐ隣では、キルザスが常じよう軌きを逸いつして怒いかり狂くるっている。

　本当は彼を連れてくる気はまったくなかったのだが──なんの役にも立たないうえにうるさいと分かっていたので──城の出口付近で見つかってしまい、事情を話すと強引についてきてしまったのだ。この荒れ狂う嵐のような怒りの原因には、レオールへの怒ど濤とうの忠誠心だけでなく、連日の仕事疲づかれも追加されているに違いなかった。

　詳くわしい事情も理解していないのに、ひとり全面対決の様よう相そうを呈ていしている。

　そんなキルザスはそっと置いておくとして。

「ここで、待っていればいいのか」

　ミケは小さな声でザロに確認する。ザロはかすかに頷いた。

　そしてやはり、マナの方をじっと見ている。マナも何かを隠しているのを諦めたかのように、緊きん張ちようしていた表情を和らげた。

『安心して欲しいの。マナにはちゃんと、ラフィさんが戻ってくる瞬間が分かるの。二百年前のマナが教えてくれるはずなの。そしてそのときはもうすぐ、なの」

「へ？　なんでマナちゃんがそんなん知っとるん？　ちゅーか、全然あかんやん！　まだラフィを呼び戻すモノが見つかってへんねんでっ」

　焦る小瓶に、マナは何かを言おうとして唇を止めた。そして息を殺してつぶやく。

『来た……今なのっ』

　応じるかのように魔方陣が静かに輝き出す。

「うわ、あかんて。まだ早いって、ホンマ！」

　慌てている小瓶の背中を、ザロは無言のまま、足で魔方陣の中へと押し込んだ。

「なななな、なにすんねん！　蒼あおチビッ。はっそうか、よぅ分かったわ！　この魔方陣で俺まで消そうって魂こん胆たんやなぁっ」

「……」

　哀あわれむような瞳で、ザロはひたすら小瓶を見ている。小瓶は今にも殴なぐりかかりそうな勢いだが、どうやら消える直前のラフィと同じように足が動かない様子だった。

「レオール様の元へいけるのなら、私も共に行きますっ」

「こら、よせって。話がややこしくなるだろーが」

　魔方陣に飛び込もうとしているキルザスを、ミケが必死に羽は交がい締じめにして止めている。

　光はますます強く、あたりにあふれるように波打ち始めていた。

　そしてゆっくりと、ラフィが消えたときと同じように白く、白く輝き出したのである。
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　コノルトの丘は、二百年前も後もそれほど変わっていなかった。それは丘に吹く風も、眼下に広がる森も同じである。人間にとっては永遠とも思われる二百年という時間の長さも、自然にとっては一いつ瞬しゆんなのかもしれない。

（ここで、レオールの哀かなしい過去と過か酷こくな宿命を聞いたんだよね）

　真夜中の湿しめった風に吹かれながら、ラフィは空を仰あおぐ。

　今でも、レオールが隠かくそうとしていた真実を聞いてしまったことを後こう悔かいはしていない。彼が心配したように、ラフィなりに色々と悩なやみ苦しんだけれど、それでもたくさんの仲間の力を借りながら、答えを探してここまできた。何も知らずにいた方が幸せだったとは思わない。

（それでも……今だけはさすがにちょっと）

　告白の決心がなかなかつかないラフィは、いっそのことレオールの目の前から消えてしまいたかった。

　ラフィの希望通りにコノルトの丘まで連れてきてくれたレオールは、すぐ隣となりで同じように夜風に吹かれている。彼の豊かな黒くろ髪かみが、月の光を受けて美しくなびいていた。

　ラフィの肩先では、マナがふわりと飛んでいて勇気を出すように仕草で応おう援えんしてくれている。モノなので声を出してもレオールには気づかれないのだが、どうやらラフィの気が散らないように気を遣つかってくれているらしい。

「ご、ごめんね、レオール。ここはエルドナさんを失った辛つらい場所でもあるのに」

「そうだな。確かにここで、私は彼女を失った」

　ラフィは唇くちびるを嚙かみしめる。そんなラフィの肩を、レオールが優しく抱だき寄せてくれた。

「そしてラフィが小瓶を取りに丘を下りると言ったとき『もう二度と大切な人を失いたくない』と思い知らされた場所でもある」

　大切な人、とレオールは言ってくれた。それだけで十分だ。

（大丈夫、私。その言葉だけあれば、傷ついても平気……）

　自分に言い聞かせるように目を閉じる。

　ラフィが心の奥底に隠してきた気持ちを告げれば、きっとレオールを困らせるだろう。彼はその優しさ故ゆえに悩むに違いない。それでも。

　それでもラフィは告げなければならなかった。この世界から出て、今度こそ彼のために命を懸かけ、不老不死を解くという約束を守るために。

（そして私自身が今の混乱から抜け出して、一歩前進するために）

　傷ついてもいい。いや、傷ついてたくさん泣いた方が吹っ切れるような気もしていた。

「あのね、エルドナさんがレオールにとって一番大切な人だって分かってるの。でも」

　レオールの方を向けないまま、ゆっくりと言葉を選ぶラフィ。レオールはそんなラフィを不思議そうに見下ろしている。

「エルドナが一番？　いや、彼女とは」

「いいの！」

　もう何も言わないで、とラフィは耳を塞ふさぐ。心の奥には、黄金塔の前で言われたマナの言葉が甦よみがえっていた。

（そうだよ、エルドナさんは関係ない。私はただ、自分の心を伝えるだけ。マナちゃんにも言われたでしょ。恋ってそういうものだって。あれこれ理由をつけて自分の気持ちに噓うそをつくなんて、もう出来ない！）

　レオールへの愛情が堰せきを切ったようにあふれ出す。そのあまりの激しさに、ラフィは息も出来なくなっていた。喘あえぐように。小さな、けれど魂たましいのこもった声を絞り出す。

「レオール。私ね、あなたが好き」

　長い、ラフィにとっては永遠かと思うほどの沈ちん黙もくがあった。

　息を飲むレオールの、その戸と惑まどいが哀しい。

　ラフィはその場の重苦しい空気に耐たえられず、思わず自分からしゃべりだしてしまった。

「でもあの、私っ、ち、ちゃんと知ってるから。エルドナさんを忘れられないことも、レオールが不老不死を解くことを諦あきらめきれないことも。だからね、だから私、何もレオールの邪じや魔ましようと思って気持ちを伝えたんじゃないの」

　なんでもいいから話していたかった。自分はまるで馬ば鹿かみたいだと感じながら、気がつくと涙なみだがこぼれていた。それでもラフィは、何かを埋うめるように話し続ける。

「ただ、ほらその帰れないと、こ、困るでしょ？　だから……っ」

　そんな自分の声が、気がつくと途切れていた。自分ではない、何者かの力によって。

「？」

　何が起こっているのか分からなかった。唇が不思議な温かさを感じている。

　ラフィの視界は近すぎるレオールに遮さえぎられていて、ただ理解できるのは、自分の唇に柔やわらかな温ぬくもりが宿っているということだけ──。

（温もり？　これって、もしかして）

　涙の残る瞳ひとみを大きく見開いたまま、ラフィは身体からだも思考もすべてが凍こおりついた。いや、そうではない。凍りついたのではなく、溶とけていっている。
















　心ごと、身体中が甘く、緩ゆるやかに解ほどけていくような感覚である。

（……口づけ、なの？　私、レオールからキスされてるの？）

　あり得ない。これは妄もう想そうか、でなければ都つ合ごうのいい夢だ。

　レオールが自分に口づけをしてくれるなんて。

　それもこんなに情熱を込めて、愛いとおしそうに。

（夢なら、覚めないで）

　祈いのるように、ラフィはゆっくりと瞳を閉じる。その頰ほおを涙がはらりと落ちていった。

　レオールはさらに強く、深く求めるようにラフィの唇を愛おしむ。息もできないほどの幸福に胸をつまらせながら、ラフィは何も考えられなくなっていた。

　やがてレオールは、強こわばっているラフィの両りよう腕うでをしっかりと押さえたまま、愛おしげに唇だけをそっと離す。そして耳元でつぶやく。

「ラフィ、聞いてくれ。私の初恋の話を」

「！」

　それはきっと、エルドナの話だ。

　本当は聞きたくない。けれどレオールの誠実な紫むらさきの瞳で見つめられたら、ラフィは魔ま法ほうにでもかかったように頷うなずかざるを得ないのだった。

　ラフィの許可を得て、レオールはゆっくりと語りだした。

「私の初恋は、巫み女こだった」

　巫女といえば、神しん殿でんに住む女性だったのだろうか。修復士エルドナが初めて好きになった人だったわけではないらしい。けれど、ラフィにとってはあまり変わらない気もした。

「それまでの私は、多くの人々に囲まれて暮らしていながらも、自分以外の者に感情を動かされるという経験をしたことがなかった。生まれてから一度もだ。それが帝王学の為なせる技わざだったのか、それとも私が持って生まれた気質なのかは分からない。だが」

　エルドナは、とレオールは気安く以前の修復士の名を口にする。

「いつもそのことを気にしていて、ことあるごとに『あなたは将来、立派な王になるだろうけど立派な男にはなれないわ』と怒りながら宣言されていた。なんというか、彼女はそういうことを誰だれにでも遠えん慮りよなく言える才能があったのだ」

　レオールは少し困ったようにそう表現した。

「だから、こんな私が誰かを好きになることなどあり得ないと思っていた。それなのに、私は神殿で出会ったひとりの巫女にあっけなく恋をしてしまった」

　なんと答えればよいのか分からず、ラフィは黙だまって耳を傾かたむけている。

「あれは私が不老不死になった直後のことだ。エルドナはいなくなるし、国は壊かい滅めつ状態だし、魔女は手を貸そうともしない。何もかもが嫌いやになり自や棄けになって、それでも国を見捨てられずに戦っている自分が滑こつ稽けいで仕方がなかった。本当に身も心も疲つかれ果てていたのだ」

　そのときだった、とレオールは懐なつかしそうに目を細める。

「傷を回復させるために神殿に身を隠していた私の目の前に、ひとりの巫女が現れたのだ。彼女は、不安に暗く沈しずむ私の心に一筋の光をくれた。『大丈夫』と言ってくれたのだ。そして『あなたの国は必ず復興します』とも。その一言は不思議なほど力に満ちあふれていて、私には偉い大だいなる予言者の言葉であるがごとく響ひびいた。私がそのあと、死力を振り絞しぼって敵国を撃げき退たいできたのも、その巫女のおかげだと信じている」

　ラフィは驚おどろいて顔を上げた。その言葉、身に覚えがありすぎる。

「それって、その巫女って……！」

「巫女はどうやら偽いつわりの巫女だったらしい」

　少し意地悪そうにそう言うと、レオールは真っ直ぐにラフィの瞳を見た。

「ようやく分かってくれたか。この私を、いやこの国を救ってくれたのはラフィ。お前なのだ」

「！」

　ラフィが何かを言おうとするのを、レオールが穏おだやかに遮さえぎる。

「いや、その前にひとつ、謝らなければならないことがある」

「謝るって？」

「巫女への想いが、人生で初めての恋だと悟さとったのは戦場に戻もどってからのことだった。そのことを私は激しく後悔した。巫女の名前はおろか、顔すらちゃんと覚えていなかったのだから」

「そうなの!?」

　ラフィが驚いて顔を上げる。

「それが、それまでの私の生き方だったのだ。誰の顔もろくに見ず、まるでひとりで生きているような錯さつ覚かくをしていた」

　それはある意味、国王らしい姿ともいえた。多くの人々の上に立って生きる人間は、周りの声にいちいち反応して心を乱されてはならないのだから。

　ふいに二人が立っているコノルトの丘に、森からの強い風が吹く。ラフィは蜂はち蜜みつ色の髪をなびかせながら、思わず身を震ふるわせた。

「寒いか、ラフィ」

　聞くが早いか、レオールは自分のマントを外しラフィの肩にかけてくれる。レオールの放つ初春の草花のような自然な香りがラフィを包み込んだ。

　そういえば随ずい分ぶんと身体が冷えている。先ほどまでは気持ちが高ぶっていてそんなことに気づきもしなかったのだが。

「ありがと、レオール」

　レオールはそのまま丘の上に胡座あぐらをかくと、ラフィを自分の左ひだり膝ひざに座らせる。

　そのためマントにくるまったラフィは、レオールの目線よりも少し高くから見下ろす形になった。自分を見上げる紫の瞳──いつも見下ろされてばかりだったので、なんだか緊きん張ちようしてしまう。レオールがそっと腰こしを抱き寄せるので、ラフィも戸惑いながら彼の首に手をまわした。

「これで寒くないだろう？」

「……うん」

　寒くはなくなったけれど、胸のドキドキは激しくなる一方である。

　けれどレオールはそんなラフィを落ち着かせるかのように微笑ほほえむと、話の続きを始めた。

「それまでひとりで高こう慢まんに生きてきた私だったが、そのときに出会った巫女の言葉や手当をしてくれた優しい手、彼女の放つささやかな気配などはいつまでも心の中に残っていた。しかしそれすらも」

　そこでレオールは悲しげに瞳を閉じる。

「二百年という刻ときの中で、自分でも気づかぬうちに見失っていた。長い間私の心には、ただ果はてしのない孤こ独どくしか存在していなかった。だから最初にラフィと出会ったときも、あのときの巫女だとはまったく気がつかなかったのだ。何よりも大切な人だったはずなのに」

　心から後悔するようにレオールはため息をつき、甘えるようにラフィの胸に顔を埋うずめる。それはまるで迷子になった子供がやっと母親と再会できたときのような仕草だった。

「いつ……気がついたの？」

　レオールの存在をしっかりと胸に感じながら、ラフィは静かに問う。

　二百年前の巫女とラフィは同じ人物──レオールはその事実に気がついたから、あえてこの世界へと来てくれたのだろうか。

「コノルトの丘で私が自分の運命について告白したあと、ラフィは共に一週間過ごしてくれただろう？　二百年もの孤独の中で生きる意味を失っていた私に、ラフィは『別れを恐れず、人と関わりを持って』と教えてくれたのだ。それが生きる意味になると」

　確かに、そんな話をした気がする。あのときは必死だったので気づかなかったけど、なんて偉そうなことを言ってしまったのだろう。いたたまれない気持ちのラフィをよそに、レオールは静かに口を開いた。

「あのときのラフィの行動と言葉によって、私は再び生きる意味を見み出いだすことが出来た。思えばあのとき、私はラフィに恋をしたのだな。そして同時に思い出したのだ。たしか二百年前にも、自分はこんな風に誰かから光を与えてもらったことがある」

「……」

「それでも、魔女の塔で水晶球でハッシュとラフィを見るまでは思いも寄らなかった。まさか」

　ラフィの胸に抱かれながら、くぐもった声でレオールは続ける。

「まさかラフィが、二百年前に初めて恋に落ちた相手だとは」

　そんなレオールが愛おしすぎて、ラフィは恥はずかしさも忘れ彼の黒髪を抱きしめていた。

　魔ま方ほう陣じんによってこの世界に飛ばされたラフィは、そこでハッシュ王と出会った。それを魔女の水すい晶しよう球だまで見ていたレオールは、思わずこちらへ来てしまったと言っていたが。

（やっと今、そのときのレオールの気持ちが分かったような気がする）

　きっと、彼は取り戻したかったのだ。過去に自分が感じていたはずの想いを、二百年の孤独の中で自分が失ってしまった大切な何かを──。

　恋を探し求めていたのは、レオールも同じだったということだろうか。だとすれば。

「ありがとうレオール。私を、思い出してくれて」

　小さな声で感謝の気持ちを伝えると、レオールは返事の代わりに強く抱きしめてくれた。

「礼を言わなければならないのは私の方だ。ラフィはいつも、私を苦しみから解き放ってくれる。やはり私の女神に違いない。しかし」

　そう言ってレオールは、ラフィの腕の中から夜空を見上げる。

「恋に落ちた男というのは、こうも愚おろかに自分だけの女神に支配されるのだな」

　途と端たんにラフィの顔は朱しゆ色いろに染まり、身体全体が硬こう直ちよくしていく。

「ででで、でも……レオールはエルドナさんのことが好きだったんじゃ」

　聞かないでおこうと決心したはずなのに、思わず口からこぼれてしまった。

「ラフィ、彼女はな」

　苦笑いと共に、レオールがその先を告げようとしたそのとき──。

「!?」

　レオールの、いや二人の座っている場所が急に輝かがやき始める。それは魔方陣で見たのと同じ光だった。生き物のように波打つ光の塊かたまりが、音もなく増ぞう殖しよくしていく。

　真夜中の丘は、その光で真昼のようになっていた。眩まぶしすぎて、すぐ側にいるはずのレオールの姿すら捉とらえられない。

（ヤだ、もし今、レオールと離ればなれになったら……！）

　そう思うと怖こわくて、レオールの頭にぎゅっとしがみつく。安心させるかのようにレオールも、強く抱きしめてくれた。そのときだった。

　ラフィの耳にだけ、マナのつぶやきが聞こえてくる。

『さよなら修復士様。元の世界に戻るときが来たの』

　その言葉を合図に、ラフィの意識は急速に遠のいていった。
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　次の瞬間には、二人は抱き合ったまま魔女の塔とうにある魔方陣にいた。

「レオール様ぁっ！」

　一番初めに耳に届いたのはキルザスの悲痛な金切り声で、そのあとすぐに「こら！　へっぽこ修復士め、なぜにレオール様と抱き合っているっ」という非難が轟ごう々ごうと浴びせられる。

　その賑にぎやかな声にラフィがそっと目を開けると、心配そうな二対の懐かしい瞳を見つけた。

「ミケ、ザロ！」

「ラフィ！」

「よかった。無事だったのね」

「それはこっちの台詞せりふだ、本っ当にもう！　俺おれ、スッゲー心配したんだからな。俺が世界で一番、最高レベルで記録的な大心配だったんだからな。だから俺が最優秀心配賞っ」

　わずかに瞳をうるませながら、ミケはこの期ごに及んでも負けず嫌ぎらいだった。隣ではザロも同じような表情でこちらを見つめている。ラフィはたちまち胸がいっぱいになった。

「ごめんね、二人とも。それで」

　小こ瓶びんちゃんは？　と訊たずねようとしたときだった。お尻しりの下から地を這はうように低く、苦しげな声が聞こえてくる。

「ちょっと、どいてんか～……」

　確かに聞き覚えのある訛なまりの強い声。それを辿たどって恐る恐る視線を下げてみると、
















「うわ、小瓶ちゃん！」

　なんとラフィとレオールの下した敷じきになって、うつ伏ぶせに倒たおれている小瓶がいた。

「ごごごごご、ごめん」

　ラフィは慌あわてて小瓶の背中から飛び下りた。レオールも同じように腰を上げながら不思議そうに「誰だ、この男は？」と首をかしげている。

　そう言えばレオールやキルザスは、小瓶が人の姿になったことを知らないのだ。ラフィがそのことを教えようと口を開こうとしたときだった。

　突然、ド派手な火花と重低音が響き渡った。

　驚いて振り返ると、そこには魔女ラダリアが立っていた。二百年前と何も変わらない姿で。

「きゃー、二人とも無事生せい還かん。ほんっとにおめでとー」

　華はなやかで明るい声とは裏腹に、どこかけだるそうにラダリアは二、三回手を打ってみせた。どうやら祝福の拍はく手しゆのつもりらしい。

「誰ですか、あなたは！　室内で花火など危ないではないですかっ」

　キルザスが素早く、常識という名の正義を振りかざしてラダリアの行為を咎とがめる。

「そこの陰いん険けん眼鏡めがね男、うるさい。あたしの部屋で何しようが、あたしの勝手でしょぉ？」

「あたしの部屋？　ということはあなたはまさか、魔女!?」

　キルザスを筆頭に、ミケと小瓶も驚きに満ちて彼女を見ていた。ザロだけは相変わらず表情を崩くずさないが、それでも初めて会う人間を見るときの警けい戒かい心しんが漲みなぎっている。

「ラフィちゃんとレオール以外は、初めましてだよネ。宝石の子供二人に、そっちの色男は……ひょっとして小瓶？」

「せやけど？　なんや問題でもあるんかいな」

　用心しながら答える小瓶に対して、ラダリアは大おお袈げ裟さに両手を広げてみせた。

「ないないなーい。モノだろうが人外だろうが、イケメンが増えるのは大だい歓かん迎げいよん。でもさ」

　ラダリアは意味深に微笑むと、ラフィを振り返る。肩を抱いてくれているレオールの右手に、魔女を警戒するように力がこもる。

「小瓶まで人型にしちゃうなんてサ。ラフィちゃんて結構、男ったらしなのね」

　思わずラフィは「はぁっ!?」と声を上げてしまう。

「あれぇ？　知らないのぉ？　モノが人型になるには、自分に宿った命を修復士に預ける覚かく悟ごがあること──すなわち、修復士に惚ほれ込まないとダメなんだけど！」

「噓……それって」

　ラフィは衝しよう撃げきで二、三歩下がってしまった。ミケやザロなら分かる。最初から自分を頼たよって世界中を旅して来てくれたんだし、今でも彼らとは家族のような情愛がある。けれど。

「小瓶。いつの間に」

　ザロがぼそりとつぶやいた。

　続いてミケも猛もう然ぜんと食ってかかる。

「マジでお前さ、厚かましいにもほどがあるぜ。小瓶のときにはラフィを散々困らせたくせによ」

「うっさいわ！　こら魔女っ。なんで先に言うてまうねん！　せっかく俺が、ベストなロケーションで、ラフィに最高の告白したろーと企たくらんどったのにぃ。空気の読めへんおばはんのせいでメチャメチャやん！」

　小瓶は地じ団だん駄だを踏ふんで真剣に悔くやしがっていた。すかさずラダリアは柳りゆう眉びを逆立てて「おばはんは撤てつ回かいしなっ」とドスの利きいた声で言い返している。

　さらにそこにキルザスまでもが「撤回するなら陰険眼鏡男が先です」と参戦し──。

「……」

　なんだか収拾がつかなくなりそうな雰ふん囲い気きの中で、ラフィとレオールは黙ったままお互いに顔を見合わせていた。

（この賑にぎやかさ……、私本当にみんなの元に帰って来たんだ）

　ようやく実感がこみ上げてきて、それは間違いなく嬉うれしかったのだが、レオールと二人っきりで過ごした日々がふいに終わりを告げたことを寂さびしくも思う。

「どうするラフィ？　奴やつらを放っておけばいつまでもこの調子だぞ」

　止めるか、と紫の瞳が語っている。ラフィは「そうだね」とひとつ頷うなずくと、少しだけ名残なごり惜おしそうにレオールの腕をすり抜け、ラダリアに詰つめ寄った。

　現代に戻ってきたからには、どうしても聞いておかなければならないことがある。

「ラダリアさん。約束通り教えて下さい。レオールの不老不死を解く方法を。死なせずに済むやり方があるんでしょう？　それにあなたの壮そう大だいな計画ってなんなんですか!?」

　ラフィの言葉に部屋中が一瞬で静まり返った。ミケとザロ、小瓶とキルザスが互いに顔を見合わせている。急に緊きん迫ぱくしてしまった部屋に、ラダリアの脳のう天てん気きな声だけが響いた。

「あー、そういえば二百年前にあたし、そんなこと言ってた気がするぅ！　そうだね、うん。いいよ、教えてあげる。えーとね」

　そう言って魔女は、小瓶へと視線を投げた。彼女の様子がふいに変わる。軽けい薄はくさは身をひそめ、いかにも魔女らしい高圧的で刺とげ々とげしい口調だった。

「おそらく今小瓶の刻を戻すことに成功しても、その刻は小瓶が初めて心を宿した瞬間に戻り、レオールの魂たましいも肉体も一瞬にしてすべて塵ちりと化す。そうだね？」

　と魔女は小瓶へと近づいて赤い爪つめでもって、彼の頰を撫なで上げた。小瓶がすごく嫌そうな顔をしている。

　それではラフィ達が考えていた今までの解き方と同じである。もちろん魔女は、そんなことは分かっているとばかりに話を進めていった。

「でもさ、ラフィちゃん。あんたが修復士としての力をもっと高めて、そのモノがもっとも輝いていたときでなく、いつでも希望する刻に戻せるようになったらどうなると思う？」

「どうって」

　急に聞かれても困ってしまう。ラダリアが何を言いたいのか全然理解できなかった。

「……生き残れる」

　誰よりも早く、ザロがぽつりとつぶやいた。みなが一いつ斉せいに、彼の方を向く。

「お、おい？　それってどういうことやねん？」

「ほぉ、蒼あおの宝石ちゃんは賢かしこいね。その通りだよ、修復士が希望する刻に戻せるのならば、レオールの命が二百年前に死から蘇よみがえった直後、そして不老不死の魔法がかけられる直前まで、小瓶の刻を戻せばいい」

「本当？　それだけで本当にレオールは生き続けられるの？」

　混乱する頭を必死に整理しながら、ラフィが問う。魔女の言わんとしていることが難しすぎて、正直、よく分からない。ラダリアは心底呆あきれた顔で「本当におバカなんだねぇ、ラフィちゃんは」と目を細めた。

「〝魂の管理人〟であるあたしと〝修復士〟の決定的な違いを教えてやろうか？」

「魂の管理人？」

　聞き慣れない言葉に、ラフィの頭はさらに混乱する。

「本当はすごぉく言いたくないんだけどぉ～てか、ここだけの話にしてね」

　ラダリアは、魅み惑わく的てきな唇に自分の人差し指を押し当てる。

「魂の管理人っていうのは、修復士ってのと一緒でルネス神から特別な魔法を授さずかった人間のことなの。つまりあたし、今では魔女なんて呼ばれてなんでもデキる女って感じになってるけどぉ、本当は『不老不死』の魔法しか使えないんだよね」

「そんな！　だって魔方陣とか色々仕掛けて……」

「あれは魔術。魔法じゃないもん。あんなの、千年も生きながら真ま面じ目めにお勉強さえしてりゃ誰でも使えるようになるわよ」

　というわけで、とラダリアは自分の長い髪を指先でくるくると弄もてあそびながら続ける。

「実はあたし。魔女というより、ラフィちゃんと同じでフツーの可か愛わいい人間の女の子なんだよね」

「……」

　フツーの可愛い女の子かどうかは疑問だが、少なくとも魔女が万能でないことだけは理解出来た。

「でさ、さっきの話に戻すけど。そんなあたしに出来ることといえば、魂を閉じ込めて命の流れを止めることだけ。所しよ詮せん時間の流れには干かん渉しよう出来ないもんだからさ、魔法が解ければ一気に二百年分の時間に飲まれてすべて滅ほろびてしまう。でも修復士は違うのさ。ラフィちゃんは刻の流れをそのまま戻せる。もちろんレオールの魂も肉体もすべてそのままにね。まるで何百年も昔に描かれた名画を、描き上げられた直後の状態に修復するようにさ。どう、すごいでしょ？」

　つまり、とラダリアは微笑みながらラフィの方を見た。

「つまりだよ？　レオールの命は死から蘇った瞬間のまま、再びこの世界で動き始める。そしてラフィちゃんと同じように歳を取り、同じ時間を生きて死ねるのさ」

　まさに理想的だろう、とラダリアは得意げに付け加えた。

（レオールの運命を弄ばれている気がして、すごぉく不ふ愉ゆ快かい）

　ラフィは悔しそうに、魔女を睨にらみつける。

　けれど確かに魔女の言う通り、それはラフィにとって理想の解決策に違いなかった。それは恐らくレオールも同じ気持ちだろう。

　怒いかりをぐっと堪こらえて、ラフィはさらに質問する。これで最後だ。この問題さえ解決すれば。

「モノの望む刻に戻すなんて、そんなのどうやれば？」

　期待と不安で胸をいっぱいにさせながら、ラフィはラダリアへと視線を向ける。しかしそこで待っていたのは、意味深に微笑む魔女の意外な言葉だった。

「教えてやる前に条件がある。言っただろう？　あたしには壮大な計画があるんだって」

「計画……」

　そういえば、二百年前のラダリアもそう言っていた。魔女はことりと音をたてて、小瓶ちゃんとそっくりな小瓶を机の上に置いた。

「これって確か、小瓶のお兄さん……？」

　間違いない。前回、魔女の伝言を伝えてくれた小瓶である。

「レオールの小瓶に不老不死が封ふうじられているように、こいつにも私の願いが封じられている。ラフィちゃん？　あんたにはこの小瓶の刻を、ちょちょいと戻して欲しいのさ」

　あくまでも軽い口調だが、これだけ手の込んだ計画である。絶対に、何か裏があるに違いなかった。

「……まず、お兄さんの小瓶と話をさせて」

　強こわばった表情のまま、ラフィは机の上の小瓶に手を触ふれる。途端、聞き覚えのある小瓶の兄の声が飛び込んできた。

『やめろ、私の刻を戻せば大変なことになるぞ』

　相変わらず軍人のような固くて低い声だが、ひどく焦あせっている。

『どういうこと？』

『いいか、私の中に封じられているのは〝レウル王の魂〟だ。もし刻を戻せば、修復士の魔法は二百年前に滅びたはずの肉体にまでも影響する』

『レウル王って、レオールのお父さん？』

　ラフィは、以前にコノルトの丘でレオールから聞かされた〝フローレツィアの厄災〟を必死に思い出していた。確かレウル王は逆臣サミュに殺害され、王子だったレオールはそのまま幽ゆう閉へいされた。けれどなぜ、今ここでレウル王が出てくるのだろう。

『なんや兄貴、それってつまりどういうことやねん？』

　ラフィが問うよりも早く、隣で聞いていた小瓶が口を挟はさんでくる。兄は弟の質問に、苦々しい声で答えた。

『本来、修復士の魔法はモノの刻を戻すだけの力でしかない。しかし魔女は自らの野望のために、修復士の力を最大限に利用して神をも恐れぬ罪深き罠わなを仕掛けたのだ』

　小瓶の兄から語られる事実に、ラフィも小瓶も返す言葉が見つからない。ラフィの知る限り、修復士の魔法がそれほど大それたことを起こせるとも思えないのだが……。

　ことの重大さがいまひとつ伝わっていないと判断したのか、兄の小瓶は『いいか、よく聞け』と声を一段と低くさせた。

『レオール王と違い、肉体はすでに滅んでいるレウル王。その魂の刻を戻せば──』

『……戻せば？』

『修復士の魔法は、その魂の肉体までも修復しようとするだろう。そして時代ごと刻は戻るのだ。レウル王が統とう治ちしていたその時代まで……同時に当時生きていた数あま多たの死人が蘇る。この意味が分かるか？　現在の世界、そしてそこで生きる人々がどうなるか、もはや予想もつかぬ。これは前回の修復士の罪つみなどはるかに超こえた、ルネス神への大反逆だぞ』

『なんてこと……っ』

　ラフィはその恐ろしさに絶句する。

　この声は修復士かモノにしか聴こえない。つまり、この部屋の中ではレオールとキルザス、そして魔女には届いていないのだ。

　しかし魔女だけは、その内容に予想がついているはずだ。

（けど、どうしてラダリアさんがレウル王の復活を望んでいるの？）

　ラフィの中に新たな疑問が生まれる。訝いぶかしげにラダリアの方を見ると、魔女はすべて承知とばかり妖よう艶えんな笑みを湛たたえていた。そして一点の迷いもなく、真実を告げる。

「愛していたからさ、レウル王をね」

「!?」

　驚いたのはラフィばかりではない。レオールやキルザスも大きく目を見開いている。ラダリアは周囲を気にすることなく話を続けた。

「千年も生きてきて、本当に好きになった相手が妻子持ちだっただなんてね。バカらしすぎて涙も出ないよ。でもさ、魔女であるあたしを怖がらず、真っ直ぐ受け入れてくれたのは、あの人しかいなかった。それなのに」

　死んじまうなんて、と魔女は吐はき捨てるようにつぶやく。しかし言葉とは裏腹に、その瞳には情念とも呼べる強い愛情が浮かんでいた。

「だからさ、あの人ともう一度会うために、ちょっと刻を戻してよ」

「なんの話だ？　私の父ともう一度会うだと？　一体、何がどうなっている？」

　事情が見えてこないレオールが、腹立たしげにラダリアを問い詰めている。

「ホントの愛は相手の犠ぎ牲せいになることだって話さ」

　意味が分からない。忌いま々いましげに目を細めるレオールと、首をかしげるラフィを交互に見ながら、魔女は呆れたように首をすくめてみせた。

「あーもう、わっかんないかな？　あのね、あたしが一体、なんのためにラフィちゃんとレオールを二人っきりで閉じ込めて、わざわざ恋を自覚させたと思ってんのぉ？」

　恋を自覚させる？　嫌な予感がラフィの胸に去来する。

「ねぇラフィちゃん？　あんたひとりが罪を被かぶれば、レオールは王子だった頃に戻れるんだ。両親を亡くす以前の、平和で満ち足りた人生にね。そこでは不老不死に苦しむこともない。何もかもがあの頃のままに戻れるんだよ」

　それを聞いたレオールの表情がみるみる険けわしくなった。そして聞いたことのないような激しい怒声が飛ぶ。

「いい加減にしろ！　私のためにラフィが命を落とすことなど、あってたまるかっ」

「レオール……」

　ラフィは胸が熱くなる。失われた時代を戻すなど、絶対にやってはいけないことだ。それぐらい神に言われなくても分かる。今になってようやく魔女の企みが理解できた。確かに、レオールと結ばれる前のラフィだったら、このような提案は一いつ蹴しゆうしていただろう。

（……レオールにとって本当の幸せって何だろう？）

　もしフローレツィアの厄災さえなければ、レオールは立派な王として生き、そして死んでいったに違いない。

　大切な人を失うことも、二百年という耐えがたい孤独に苛さいなまれることもなく──。

　もしそれがレオールの本当の幸せだとすれば、ラフィは叶かなえてあげたいと思う。

（でもだからって、時代を戻すなんて……そんな……）

　小瓶の兄の言う通り、それは絶対に許されないことだ。ひとりの人間として、そしてもちろん修復士としても、今の世界を揺ゆるがすような魔法を使っていいわけがない。

　そんなラフィの思考を見み透すかすように、ラダリアは妖艶に微笑んでみせた。

「ねぇラフィちゃん。あんたの考えてることは分かるよ。ラフィちゃんはこう思ってるんだろう？　『時代を戻すなんて、神に逆らう不自然で悪いこと。絶対にしちゃいけない』ってさ」

　でもさ、とラダリアの瞳が妖あやしく光る。

「二百年前に死んでるはずのレオールと、今を生きてるラフィちゃんが惹ひかれ合って結ばれるなんてことこそ、不自然で神に逆らうことじゃないのかい？」

「!?」

　心の奥底にひそむ不安を暴あばかれたような気がして、ラフィの顔は青ざめる。しかし何か言い返す前に、レオールがラフィを自分のもとへと引き寄せそのまま強く抱きしめていた。

「ふざけるな！　ラフィと私のことは、お前には関係ないっ」

「なによ、そんな怒んなくてもいいでしょ？　何もあんた達二人を責めてるわけじゃないんだから。あたしがラフィちゃんに言いたいのは、今さら清らかな顔して正義感振りかざすつもりなのかってこと。お互い、愛のために汚れりゃいいじゃん」

　ラダリアのその言葉を、ラフィはレオールの胸で抱かれながら聞いていた。愛する人の鼓こ動どうは、怒りのために速くなっている。

（なんてひどい言葉……でも、私もどこかで思ってる……ラダリアさんの言うこと、全部は間違ってない）

　息が苦しい。もう、何もかもどうしていいのか分からなくなっていた。そのときだった。

『ほ、本当に時代は戻るの？　何もかもが、あの頃のままに？』

　部屋の隅すみで隠れるように様子をうかがっていたマナが、突然声を上げる。相変わらず小さな小さな声だったけれど、そこには強い想いが宿っていた。

　ラフィははっとして顔を上げる。そうだ、自分のことで頭がいっぱいになってしまっていたが、マナの願いを叶えることも忘れてはいけない。

　声の届かないマナの代わりに、ラフィはラダリアを問い詰める。

「マナちゃんの願いはどうなるの？　ラダリアさんはマナちゃんとも約束したんでしょ？　修復士を元の世界へ戻す手伝いをすれば、マナちゃんの願いも叶えるって」

「マナちゃん？　ああ、黄金塔のモノのことか」

　ラダリアの表情がまたスッと変わった。本当にこの魔女は、印象が目まぐるしく変わる。今度の顔は、気持ちの悪いほど無表情だった。

「黄金の塔。あんたの本当の願いは、塔を修復してもらうことでも、人間になることでもないんだろう？　そう、愛しい人を生き返らせること。あたしにはちゃんと分かってるって」

「!?」

　驚いたラフィは、マナを振り返る。マナは否定も肯こう定ていもせず、今まで見せたことのないような大人びた表情で食い入るように魔女の方を見つめていた。

「トーレスとか言ったっけ？　お前を創った黄金加工師の男は」

　初めて聞く話にラフィは目を細め、事情を知るミケだけは心配そうに眉まゆを寄せる。

「好きだったんだね、あの男のことが」

　でもさ、と魔女は続ける。ひどく冷たい声だ。

「いいことを教えてやろう。あたしもね、フローレツィアの至宝と呼ばれた黄金塔が壊されたって聞いてさすがに気になってさ、水晶を使ってその様子を見てたんだよ。お前が意識を失っていた間に、何があったと思う？　敵兵もまだいる危険な中、ひとりの若い女性と小さな女の子が駆かけ寄ってきたんだ。そしてトーレスに泣きすがった」

「！　それって」

「そうさ、やつの妻子さ。家族の必死の呼びかけにトーレスは一度だけ意識を取り戻し、幼い我が子に胸のペンダントを形見だと言って別れを告げ、最愛の妻には意識が続く限りにキスを贈おくったんだ」

『ヤだ、そんなの聞きたくないのっ』

　マナの悲痛な叫さけび声が部屋中に響くが、モノでも修復士でもない魔女には聞こえない。

「ショックだろう？　分かるよ、あたしだって同じような経験がないわけじゃない。愛していた人が死の間際に想ったのは、モノのあんたなんかじゃなく同じ人間である家族だった」

「やめて！　マナちゃんはラダリアさんに協力してくれたんでしょ!?　それなのになんでそんなヒドイことをわざわざ……！」

　堪たまらずラフィが止めに入る。ラダリアは冷笑を浮かべたまま、今度はラフィに向き直る。

「用済みだからさ」

　ラフィは怒りを滲にじませながら、大きくかぶりを振った。

「ひどいよ！」

「ひどいのはあたしじゃない。トーレスという男だろう？　言ってることが信用できないのなら、直接、モノに触れて確かめてみな。そのマナちゃんって子に宿っている心に聴いてみるんだ。そうすれば、その心は決してトーレスなんかじゃないってことが分かるはずさ」

「モノに触さわって、その心に聴くなんて出来るわけ……」

「それが出来ちゃうのよ～二百年前の世界で、ラフィちゃんは自分の心に耳を傾けてしっかりと受け止めることが出来るようになったでしょ？　それは修復士の魔法までも向上させたってわけ。あ～あたしってなんていい人なんだろう。二人の恋は叶えるし、修復士の修しゆ行ぎようは提供するし。ほんっとにご苦労様、ありがとうって感じ？」

　おどけたようなラダリアを、ラフィはただ睨みつけることしか出来なかった。魔女はそこで少しだけ真剣になり、声を低く落とした。

「ねぇ黄金塔？　それでもあんたがトーレスを愛し続け、彼の復活を望み続ける覚悟があるのなら……あたしについておいで。あたしがこの修復士に時代を戻させて必ず、あんたの望みを叶えてやる」

　でもさ、と魔女は少しだけ寂しげに付け加えた。

「その覚悟がないのなら、男のことは泣くだけ泣いて全部忘れちまいな」

　ラダリアの様子を見ながら、ラフィはどこか違い和わ感かんを抱いだいていた。自分に有ゆう益えきな発言しかしない印象の彼女だが、今だけは少し違うような気がする。愛することの辛さや悲しみを知る者だからこそ、分かり合える気持ち。

　そこには、たとえマナに恨うらまれても伝えなければならないという真しん摯しな気持ちが隠れているような。

（ひょっとして……それって……）

　ラダリアなりの優しさなのかもれない。

　そう気づいた瞬間、ラフィはさらに魔女がどういう人なのか分からなくなってしまった。

　しかしラダリアはラフィの反応を気にする様子もなく、異常なほど明るい声で催さい促そくする。

「さぁさぁ、ラフィちゃん。どうすんの？」

「……」

　ラフィにはすぐに返事をすることが出来ない。

「ふざけんな！　なんでラフィが死ななきゃいけないんだよっ」

「せやっ。この際、レオールの運命なんて関係ないわ。俺らモノにとってラフィは絶対に必要なんやからな。お前ら人間の野望のために勝手に利用するなっちゅーねん！」

　見ればザロも、見たことのないような険けわしい眼まな差ざしで魔女を睨みつけている。

（みんな……）

　その想いに胸を熱くしながらも、ラフィにはまだ決断することが出来ないでいた。

　そしてレオールは──。

「ラフィを困らせるな。私は不老不死のままで構わない」

　きっぱりとそう言い切る彼の瞳を見て、ラフィは再び泣きたくなってしまった。それは信じられないほど穏やかで、すべてを諦めている者特有の清すが々すがしさに満ちていた。

（ダメ！　レオールにこんな顔させちゃ、絶対にダメだっ）

　けれど、自分に何が出来るのか。どうすればいいか分からない。

（そうだ！）

　困り果てたラフィの脳のう裏りに、あるひとつの提案が浮かぶ。

「ラダリアさん」

「なんだい？　ラフィちゃん」

「さっきラダリアさんは、私がモノに宿った心を聴けるようになってるって言ったよね。じゃあ、その小瓶の中にあるレウル王の魂の声も聴けるのかな？」

　魔女の顔色が変わった。自信たっぷりだった顔に、一瞬だけ不安がよぎる。

（ラダリアさん、本当にレオールのお父さんのことを……）

　恋を知ってしまったラフィには、ラダリアの戸惑いが分かる気がした。二百年、孤独を抱かかえながら、ラフィが現れるのを待っていたのは、レオールだけではなかったのだ。

「き……聴けるんじゃないのかい？　あたしは修復士じゃないから知らないけどさ」

　わざと冷たい態度を取るラダリアだったが、その動どう揺ようは自然と伝わる。

「大丈夫、私に任まかせて。レウル王の声を聴いて……そして決めるから」

　その言葉を聞いて、レオールの表情が強ばった。

「ラフィ、何を言っている？　決めるって」

「ごめんね、レオール。それにみんな。私、何が最良の選択なのかは分からない。でもどうしたいかってことは、もう決まってるんだ」

　ラフィは胸に手を当てて、その奥にある真実を確かめる。そして静かな口調で続けた。

「私、レオールを助けたい。そのために罰ばつを受けるのなら全然、怖くないよ」

「ラフィ！」

「なに阿あ呆ほなこと言ってんねんっ」

「そうですよ。貴女あなたがレオール様を助けるなど、百年早いです。このヘタレ修復士がっ」

　ミケもザロも小瓶も、そしてキルザスまでもが──微妙な表現だけれど──必死に止めてくれる。ラフィは安心させるようにみんなに微笑んでみせた。

「心配してくれてありがとう、みんな。でもきっと大丈夫」

　なんの確信があるわけでもない。けれど、それがラフィの本心だった。

「このままレオールだけが不老不死を背せ負おって苦しみ続けるか、それとも罪を承知で時代を戻すか。そのどっちかだなんて、今の私には決められない。でもね、もっとみんなにとって一番いい道があるはずだよ。私は諦めずにそれを探すから」

「ふん、バッカらし～あのさ、みんなが幸せになれる世の中なんてしょせん夢物語。愛ですら、誰かの犠牲の上にしか成り立たない場合だってあるんだよ」

　ラダリアの言葉には不思議な重みがあって、それがラフィを不安にさせる。けれど。

「犠牲だなんて……確かにみんなが幸せにだなんて都合よすぎるし、バカみたいに見えるかもしれないけど。でも、それでも諦めず、一生懸けん命めい悩んで苦しんで頑がん張ばれば、きっともっとちゃんとした答えがあるはずだよ。だって神様ってきっと」

　ラフィはそこで顔を上げると、きっぱりと言い切った。

「そんなバカげた夢物語に付き合ってくれるために、私達の側にいてくれるんだと思うの」

　罪や罰を与えるだけの存在がルネス神だなんて、悲しすぎる。

（そのためにもまずレウル王の想いを知らなきゃ。どんな人なのかも知らないけど、でもレオールのお父さんなんだから）

　フローレツィア王国の黄金期を築いた偉大な王であり、ラダリアの心を今も捉えて放さない人──そんな人間ならば、ラフィには思いもつかないような新たな道を教えてくれるかもしれない。

（それに……）

　ラフィの中には、口に出せないもうひとつの考えがあった。

（レウル王はレオールを不老不死から救うために、時代を戻すことを望むかもしれない）

　実の息子が永遠の孤独の中で苦しみ続ける──そんな現実を許せる親がいるだろうか。

　もし王が、本当にレオールのためを思って時代を戻すという決断をするならば、ラフィはそれに従えるような気がしていた。

　修復士として罪を償つぐなう覚悟など、ラフィにはもうとっくに出来ている。

　レオールとの別れは考えるだけで身を切られるような悲しみに襲おそわれてしまうけれど。

（でもそれが愛する人の本当の幸せになるのなら）

　様々な思いを胸に、ラフィは静かにラダリアを見上げる。

「もしレウル王が復活を望んでいなければそのときはラダリアさん、潔いさぎよく諦めて下さい。そして今度こそ、本当にレオールの不老不死を解く方法を教えて」

「ラフィ、わたしのことはもういい。これ以上、魔女の言いなりになるな！」

　レオールが声を荒らげる。しかしラフィは落ち着いて彼の方を振り返った。

「大丈夫だから、レオール。私を信じて」

「……ラフィ」

　いつにないラフィの真剣な眼差しに、レオールは黙り込む。

　一方、ラダリアはラフィの提案に息を止めて考え込む。そして挑いどむような眼差しを向けた。

「いいだろう。あたしはレウル王の無む残ざんな最さい期ごをこの目で見た。信じてた者に裏切られ、大切に守ってきた国を奪うばわれた無念さを！」

　復活を望まないはずがない、と魔女の瞳は語っている。

「……分かりました」

　静かな心で、ラフィは机の上の小瓶に触る。最初に、小瓶の兄の声が聴こえてきた。

『忠告したはずだ。時代を戻すなんて馬鹿な考えは捨てろ。まったく、人間というやつはどこまで傲ごう慢まんで無む謀ぼうな生き物なのだ』

『ごめんね、でも人間にも色々事情があって……どうしても諦められないことってあるんだよ。でね、どうしたら小瓶ちゃんのお兄さんに宿っているレウル王の魂の声が聴けるかな』

　しばらくの沈黙のあと、小瓶は固い声で教えてくれた。

『私が、呼ぶのだ。ここからは修復士とモノ、そしてモノに宿った心との三人の対話になる。そして私に宿っている心はレウル王の〝魂〟だ。この意味が分かるな？』

　ラフィはしっかりと頷いた。レウル王には聞かなければならないことがある。

　机の小瓶は、ひと呼吸置くと低い声でささやいた。

『我の中に眠れる者。宿れる心よ。今一度、その声を』

　その声は静かにどこかへ吸い込まれていく。ラフィは小瓶の中に新たな気配を探るが、まだ何も感じ取ることはできなかった。しかし。

『！』

　突然、小瓶から何かが放たれる。思わず目を閉じてしまったラフィは、次の瞬間に背の高い男の人を前にしていた。黄金の王冠を頂く威い厳げんある立ち姿。レオールとよく似た美しい目鼻立ちをしているが、もっと無ぶ骨こつな男らしさがうかがえる。

『レウル王、様ですか？』

　恐る恐る訊たずねると、王はラフィへと視線を落とした。

『いかにも。修復士よ、わしはこの刻を待っていたぞ』

『待っていた？』

　とするとやはり、復活を望んでいるということか。レウル王はその場の空気を確かめるようにゆっくりと見渡した。

『ここは、魔女の塔だな。修復士、頼みがある。わしと小瓶を塔の最上階まで連れて行ってくれ。そこから我が王国の変わり果てた姿を見たい』

『最上階……分かりました』

　答えたところで、ラダリアがせっつくようにラフィの背中を押した。

「あの人とは会えたかい？　なんて言っている!?」

　今までの余裕ある態度とは別人のようだ。その姿はどこか痛々しい。

「大丈夫だよ、ラダリアさん。レウル王が最上階から自分の国を見たいって」

「最上階？　分かった。けれどあの場所はとても狭い。行くのはラフィちゃんとあたしだけだ」

「いいわ」

　ラフィは素早く答えて机の小瓶を手に取った。

「ラフィ……大丈夫なのかよ？」

　不安そうなミケにラフィはゆっくりと頷く。それからザロや小瓶、キルザスを順番に見渡して同じように頷いた。

　みんなが心配してくれている。その気持ちは痛いほど伝わった。だからこそ、ここで逃にげてはいけないのだ。修復士としての矜きよう恃じを胸に、ラフィは大きく息を吐く。

　そして最後にレオールを見上げた。その紫の瞳と目が合った途端、ラフィは泣きそうになってしまった。

（どうしよう……私、ちゃんと決心したのに……）

　やはりずっと側にいたい。彼を失うなんて耐えられそうもない。

　決心が揺らぐのを悟られたくなくて、ラフィは思わずレオールの胸に顔を埋うずめる。レオールもまた、強く抱きしめてくれた。

「レオール、私……行かなくちゃ。だって、だって……！」

　言葉にならない想いが涙となってあふれる。レオールはなだめるように背中を撫でてくれた。

「ここで無理に止めてもラフィを苦しませるだけなのだろうな。しかしラフィ、これだけは覚えておいてくれ。お前のいない世界など、私にとってはなんの意味もない。言ったはずだ。何があっても私はラフィを守る。だから私のために無茶はするな」

　嬉しかった。今ではその言葉が素直に受け止められる。そして同時に、レオールと同じ強さで想っていた。どんなことがあっても彼を守り、救ってあげたい。

　乱れていた心が噓のように鎮しずまる。大丈夫だ、今なら言える。

「みんな、行ってくるね」

　そしてラフィは、魔女と共に最上階へと続く塔の階段を登っていった。




　塔の最上階には、強い風が吹いていた。

　魔女の言った通り、二人が立てばもう手て狭ぜまになってしまう。見張り塔のような造りの先端部分からは、はるか遠くに見える森の果てとその先にある首都の様子まで見渡せる。

　確かにここは、フローレツィア王国の様子がよく分かる場所だった。

（レウル王はこの国を見てどう思うんだろう？）

　自分の息子が二百年の刻をかけて平和にした。しかし、かつての栄えい華がはすでに失われてしまっているのも事実だ。

「変わったよ、何もかも。あの頃のフローレツィア王国は輝くばかりに富とみ栄えていたものさ」

　ラダリアがぽつりとつぶやく。ラフィは黙ったまま、レウル王の小瓶にそっと手を触れた。

『着きました、レウル王様』

『うむ』

　小瓶の中から重々しい返事が届く。今度は声だけで、姿を見せるつもりはないらしい。

『どうですか、久しぶりのフローレツィア王国は』

『そうだな。確かに変わってしまった。昔はここから、街の中心に建てられた黄金塔が太陽の光を受けて輝いているのが見えたものだ』

『……』

　やはりレウル王は自分が生きた時代を望んでいるらしかった。ラフィはひと呼吸置いて、ゆっくりと話し始める。

『レウル王様。私は修復士の力を使って、レウル王様がもっとも愛しておられたその時代を呼び戻すことが出来ます。私ひとりの力では到とう底てい無理なことですが、貴方あなた様を慕したっている魔女ラダリアさんがそれを望み、二百年かけて計画を立てました……本当にすごいことです』

　でも、とラフィは硬い表情のまま続ける。

『それは同時に、貴方様をはじめ多くの死者をこの世に蘇らせることにもなります。ルネス神が唯一禁じた死からの蘇り──でも私には……それでも私には……フローレツィアの厄やく災さいやレオールの悲しみを救えるのなら、それは決して罪にはならない気がして。いいえ、たとえルネス神が罰しても、私は甘んじてそれを受けます。だから、王がそれを望むならば私は』

『修復士よ、頼みがある』

　ラフィの言葉を遮さえぎって、小瓶からレウル王の声が響いた。

『？　なんですか？』

『私を、小瓶ごと塔の先へと突き出してくれ。もっと世界がよく見えるようにな』

『は、はい』

　わけも分からず、ラフィは身を乗り出して小瓶を塔の外へと突き出した。

「ち、ちょっとラフィちゃん？　危ないじゃない」

「ごめんなさい、でもレウル王がもっと世界を見たいって」

　ラダリアに首の後ろを摑つかまれながら、ラフィはなんとか振り返る。

　確かによく見れば、十階以上はある塔の最上階は身のすくむような高さだった。見下ろす地面ははるか遠くにあり、ここから落ちたらひとたまりもない。

　我に返ったラフィは思わず、首の後ろを摑んでいるラダリアの腕にしがみつく。

　いつものように一生懸命すぎてすっかり忘れていたが、ここはかなり危険な場所だった。

「ご、ご忠告ありがとうございます……」

「ホントおバカちゃんねぇ。それよか、あの男がもっと世界が見たいって？」

　ラダリアが問い返したときだった。

『レウル王よ、私はすでに覚悟は出来ましたぞ』

　ふいに小瓶の声がラフィの心に響く。

『うむ、巻き込んでしまってすまないな。小瓶』

『いえ。レウル様が我が身に封じられてから、ずっとこうなることを望んでいましたので』

　ラフィにはよく分からない言葉が交わされている。

『レウル王様？　それに小瓶のお兄さんも、一体何を』

　言いかけて、ラフィはハッと息を飲んだ。まさか、この二人。

『!!』

　ラフィが口を開くよりも早く、信じられないことが起こった。

　しっかりと握にぎられていたはずのラフィの手の中から、小瓶がするりと抜け落ちたのだ。

　まるで、それが自分の意志のように──。

『ヤだぁっ』

　ラフィの心が悲鳴を上げる。そんな、そんな結末ってあるだろうか。一体、なんのためにラダリアさんは……！

「きゃっ」

　無意識のうちに小瓶を追って飛び下りようとしていたラフィは、何者かの強い力によって後ろへと引き戻される。

「！」

　ラフィはそのまま塔の壁に叩たたきつけられ、背中に激しい衝しよう撃げきを受けるはずだった。

　しかし、なぜか代わりに強い力で背後から抱きすくめられる。次の瞬間。

「ラフィ！」

　愛しい人の声が、耳だけでなく身体全体に響いた。

　いま自分を包み込んでいるレオールの体温が懐かしくて、ラフィはわけもなく泣きたくなった。

　心配であとを追ってきてしまったのだろう。そして、ラフィの腕を咄とつ嗟さに自分のもとへと引き寄せたのだ。

　そのままの勢いで、二人して塔の壁側に倒れ込んだ。

「ラダリアさん!?」

　入れ替わるように、ラフィ達のすぐ横を真っ直ぐに飛び込んでいくひとつの影。

　それは、叶わぬ恋だと知りながらレウル王を慕い続けたラダリアの姿だった。
















　不老不死の魔女ではなく、ただひとりの女性として──一切の迷いなく愛に突き進む横顔に、ラフィは思わず見入ってしまう。

　なんて美しいんだろう。

　愛に迷わない真っ直ぐな心。たとえ天に逆らおうとも、誰も認めてくれなくても。

　それは確かに、世界を一瞬止めてしまうほどの神こう々ごうしさだった。

　彼女は紅あかい髪をなびかせて、ゆっくりと落ちていく。たったひとつの愛しい魂と共に──。

「いやぁぁぁ!!」

　悲鳴のようなラフィの声が塔の下に広がる森に響く。背中の激痛を堪こらえながら塔の縁に摑まって下を見下ろすとはるか遠い地面には、うつ伏せて倒れるラダリアの姿が見えた。小瓶の方はここからでは確認できない。

「ど、どうして……なんで……」

　震えるラフィを、レオールが支える。

「とにかく、下へ行こう。歩けるか、ラフィ」

　ラフィは目を閉じて息を吐く。しっかりしなくては。

「大丈夫、行こう」

　ラフィ達はそのまま階段を一気に駆け下りる。途中の部屋から、異変に気がついたミケ達も慌てて後を追う。

「ラダリアさん!?」

　しかしラフィ達が塔の入口に着いた頃、落ちたはずのラダリアの姿はどこにもなく、その場所にはただ古びたドレスの切れ端などが所々にあるばかりだった。まさに塵ちりのごとく、何もかもが消えて無くなってしまっている。

　ラダリアの手があったと思われる箇か所しよには、粉々に砕くだけた小瓶の残ざん骸がいがあった。

「ヤだ、どうして？　ラダリアさんは千年も生きてきた不老不死の魔女のはず……っ」

　指先で口元を押さえ驚くラフィに、レオールが「ここを見ろ」と地面を指し示す。

「ペンダントが……砕けている」

　これがレオールでいう〝小瓶ちゃん〟に当たる器だったのだろう。ラダリアは、レオールの小瓶と違って、自分の器には決して壊れない結界を張らなかったようだ。

　不老ではあっても、不死ではなかったということか。それがラダリアなりの生き方だったのかもしれない。

（どうしよう……私、まさかこんなことになるなんて……）

　ショックのあまり言葉も出ない。後悔なのか恐きよう怖ふなのか、ラフィはまだ身体の震えを止めることが出来なかった。そのとき。

『見てっ』

　マナが小さく叫んで指をさす。その先には、封印から完全に解放されたレウル王の姿と、肉体から離れたラダリアが立っていた。レウル王の手には、割れたはずの小瓶の姿もある。

　彼らは奇妙に半はん透とう明めいでつねに影かげのごとく揺れていた。まるで幽ゆう霊れいのようだ。

「ラダリアさんっ」

「父上！」

「兄貴！」

　ラフィとレオール、そして小瓶ちゃんがそれぞれの名を呼び、ミケやザロも同じように目を見開いて驚いている。

　ラフィと小瓶は分かるとしても、レオールの目にも映っているということが意外だった。それだけではない。隣ではキルザスも自分の眼鏡を押し上げながら、驚きよう愕がくのあまり配下の礼も忘れてポカンとレウル王の姿を見ている。

　そしておもむろにラフィへと振り返ると、腹立たしげに足を踏み鳴らす。

「こらポンコツ修復士。こうやってレウル王様のお姿を見せられるのならば、ついでに我が祖父の姿を見せて下さい。まったく気の利きかない！」

「いや……別に私が見せているわけじゃないんだ。ごめんね、キルザスさん」

　とりあえず謝ってみるが、彼らがどういうわけで自分達の目に映っているのかまではラフィにも分からない。

（どうなってるの？）

　困こん惑わくするラフィの代わりに、レウル王が直じき々じきに説明してくれる。

「我らはそれぞれ器を失った者達。いわば魂や心だけの存在だ。ほんの少しの時間ならば、こうして見せたい相手に姿を見せられる」

「ほんの少しって？」

　ラフィの質問にレウル王は微笑みだけを返して、隣のラダリアへと視線を向けた。

「ラダリア。過ぎ去った時間を取り戻すことなど所しよ詮せん、許されはしないのだ。たとえどれだけ理り不ふ尽じんな悲劇に遭あおうと、それでも人は前に進まねばならない。新たな力も幸福の芽も、悲しみを乗り越えた先にしか育たぬものなのだから」

　それがレウル王の答えだった。

（レウル王様……やっぱり信じててよかった）

　ラフィひとりでは到底出せなかった問題の答えを、この偉大なる王はきちんと教えてくれる。

　ラフィは尊敬の念を込めてレオールの父を見ていた。

　そのレウル王の顔がふと緩んで「しかし」と続く。

「ラダリア、お前を長い間苦しませてしまったことは確かだ。だが私は妻子のある身──今でもそなたの気持ちに応こたえることは出来ないが、それでもお前を天へと導くことぐらいは出来る。行くか、共に」

「ふん、百も承知さ。この愛妻家の子こ煩ぼん悩のうが」

　憎にく々にくしい捨てゼリフとは裏腹に、ラダリアは伸ばされたレウル王の手を嬉しそうに取る。

　やはり彼らは死んでしまったのだ。ラフィは確信する。けれどもそこに悲ひ壮そうな感じは微み塵じんもない。まるで、何かの拍ひよう子しに外れてしまった輪がちゃんと閉じたような満足感だけがあった。

「ラダリアさん……」

　本当にこれでよかったの、という言葉は声にならなかった。けれどラダリアはすべて承知とばかり、ラフィにしっかりと頷いてみせる。

「そんな顔すんじゃないってば。確かにあたしの野望は、レウル王時代の復活だったけどね。でも、本当に心の奥で望んでいたのは……こういうことだったのかもしれないんだからさっ」

　その場の悲壮な空気を搔かき回すように、ラダリアが豊満な胸を張って言い放つ。

「なにが『しれないんだからさっ』やねん、まったく！　人ひと騒さわがせな魔女やでホンマ」

　呆れたように小瓶が言い、少し声をひそめて呼びかける。

「兄貴、ホンマにこれでよかったんかいな？」

「もちろんだ。私はレウル王のお心を誰にもお伝え出来ないのがずっと悔しかった。しかし修復士のおかげでやっとこうしてお役に立てる。モノとしてこれ以上の喜びはない。弟よ、お前は周りの者に迷めい惑わくをかけることなく、口数も少し減らしてもうちょっと分別のある大人になれ。ではさらばだ」

「それが可愛い弟に対する、最後の言葉かいっ」

　小瓶ちゃんの怒りも、兄にとってはそよ風のように聞き流せるものらしい。

「父上」

　それまでじっとレウル王を見ていたレオールが初めて呼びかけた。

「ハッシュよ。いや、今はレオールと名乗っているようだが。お前には詫わびきれぬ。お前の孤独と不老不死の苦しみを知ってなお、時代を戻せぬ父を許して欲しい」

「詫びるなど……私こそ、腑ふ甲が斐いない息子でした」

　頭を下げるレオールを、レウル王は父親らしい温かさで見守っている。

「しかし、どうやらお前は、その長年の苦労も報むくわれるほどの宝物を手に入れたようだ」

「はい」

　しっかりと頷くレオール。レウル王の瞳は限りない優しさで、レオールとラフィへと注そそがれていた。

（あ、私？　あれ!?　もしかして宝物ってもしかして）

　思い当たったところで、ラフィはうつむいてしまった。恥ずかしさで顔から火が出そうだ。

「レオール。愛する人を大切にしながら、優しく穏やかな心でこれからも国を創るのだ。それが民の心を安らかにし、また豊かにもする。分かったな」

「はい」

　レウル王の言葉を刻みつけるように、レオールは真剣な面おも持もちで短く返事をした。それを聞いたレウル王は安心したように微笑むと「さぁ」と大きく息を吸う。

「では、そろそろ行くとしよう」

　マントを翻ひるがえして背を向けるレウル王に、ラダリアが続く。そして、何かを思い出したようにひとり、振り返った。

「あ、そーだ。肝心のレオールの不老不死を解く方法だけどさ」

「!?」

　忘れてはならないことを、すっかり忘れてしまっていた。ラフィは慌てて身を正しきちんと聞く体勢になる。しかし。

「……やっぱ教えてやんない。あたし、そこまで善人じゃなくていいよね？　だってこのままで十分、魅み力りよく的てきだしぃ？」

　じゃねバイ、と軽く手を振って、ラダリアは消えた。愛する人の背中を追って。

　彼らは見えない壁に溶け込むかのように姿をゆっくりと消し、やがて空へと消えていった。
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　ともかくフローレツィア王国に日常が戻ってきた。

　キルザスは再び多た忙ぼうを極めつつあるらしく、鬼のような形ぎよう相そうで溜たまりに溜まった稟りん議ぎ書しよをレオールのもとへと運び込んでいる。

　おかげでレオールもしばらくは国王としての仕事に追われているらしいのだが、その合間を縫ぬってラフィだけをこっそりお茶に誘さそってくれた。

（やっぱり嬉うれしいな……今までこんな風に誘ってくれたことなかったし）

　修復士は王を殺す、という言い伝えがあるこの国では、修復士に対する偏へん見けんが根強くラフィは正体を隠かくすように言われている。しかしそれは国民がレオール王を慕したう気持ちの表れでもあり、ラフィはそれほど嫌いやな気持ちにはならなかった。

（それでも、もう二度と衛えい兵へいに捕まったりはしたくないし、ね）

　以前の教訓を活いかし、ラフィは使用人を装うため黒いフードを被かぶって、神しん殿でんへと続く回かい廊ろうを急ぐ。

　レオールがお茶に誘ってくれることも、神殿へ気楽に訪れることも、少し前までは考えられなかったことだ。まだぎこちなさは残しているものの、二人の間に生まれた新しい距離が今のラフィにはとても嬉しい。

　レオールはいつもの庭園で書類に囲まれていた。

「こんなところで仕事？」

　ラフィが声をかけると、レオールは初めて気づいたように顔を上げて弱々しく微笑ほほえむ。

「いや、別に執しつ務む室しつも書しよ斎さいもあるのだが……これだけ目を通さねばならない仕事があるとさすがに気が滅め入いってしまってな。気分転換にここへ運ばせたのだ」

　けれどラフィも来たことだし休きゆう憩けいにしよう、とレオールは手にしていた万年筆を机に置いた。彼の手によく馴な染じんでいる、使い心地のよさそうな万年筆である。

　お茶の準備をするために席を立ったレオールを見送ったあとで、ラフィはそっと万年筆に手を触ふれてみる。

『こんにちは、万年筆さん』

『ごきげんよう、マドモアゼル。どうかわたくしのことはムッシュとお呼び下さいませ』

　すぐに、ちょっと気取った男性の声が返ってくる。

『えっと……ム、ムッシュ、はいつからモノになったの？』

『ふっ非常にブラボゥなご質問ですねぇ。わたくしはレオール様のお爺じい様の持ち物としてこの世に生を受けました。あれはたしか雨の季節でございます。幸せに包まれながらもアンニュイな日々をお過ごしだったお爺様が……』

　万年筆の話は止とどまるところを知らず、しかし数百年前のフローレツィア王国の様子を生き生きと語ってくれるのでラフィは楽しんで聞いていられた。しかし。

『おっと、お名残なごり惜おしゅうございますが、本日はこのあたりでアデゥー、お別れです』

『？？？』

『恋人とのトレヴィアーンな時間を邪じや魔まするほど、わたくし野や暮ぼではございませんので』

　言われて振り返ると、銀のトレイを持ったレオールがこちらへ歩いてくるところだった。

（恋人……）

　その表現は、まだなんだかしっくりこない。確かにレオールはラフィの気持ちを温かく受け止めてくれた。それだけでなく初恋はラフィだとも教えてくれたし、他にも優しい言葉をたくさんかけてもらった。

（それに……キ、キスだって……）

　思い出しただけで、恥はずかしさで頭がくらくらしてしまう。それでも。

「…………恋人だなんて、ちょっと」

「なにか言ったか？」

　ラフィのつぶやきに、レオールが首をかしげている。その手元では、すでに滑なめらかな琥こ珀はく色に揺ゆれる紅茶が高貴な香りを放ち始めていた。

「な、なんでもないよっ。それよりもすごく素敵な香り！」

　誤ご魔ま化かすために言ったつもりが本当に素晴らしい香りだったので、ラフィは思わず深呼吸をしてしまう。

「リラオネシアという茶葉に、サラザンの果実を干して砕くだき加えたものだ。鼻に抜ける初香は重厚で清せい冽れつな印象なのに、口に含ふくむと途と端たんに甘やかでときめきに満ちた香りに変わる。まるで荘そう厳ごんな神殿から可か憐れんで無む邪じや気きな少女が飛び出してくるような」

「はぁ」

　相変わらずレオールのオタク談義は奥深すぎてついていけないが、それでもその紅茶が信じられないほど美お味いしいことだけは分かる。

「本当に美味しいよ」

「ラフィにそこまで褒ほめてもらえて、この紅茶も嬉しいだろう」

　謙けん虚きよに微笑みながら自みずからも優ゆう雅がにカップを傾かたむけるレオールを見ながら、ラフィは心の中でため息をつく。

（いや、だから私はレオールを褒めているつもりなんだけど）

　紅茶の喜びがレオールの喜びなら、それはそれでいいのだが。なんとなく腑ふに落ちないラフィは、少し考えてから言い直してみた。

「素敵な時間をありがとね、レオール。本当はお茶する時間もないぐらい忙しいんでしょう？」

「確かに嫌になるほど多忙だが逃にげ出すわけにもいくまい。ここは私が守るべき国だからな」

　その凜りんと引きしまった横顔を見て、レオールとハッシュ王はやはり同一人物だったのだと再認識する。王者の風格と威い厳げんを漂ただよわせているレオールは、しかし次の瞬しゆん間かんにふと空気を緩ゆるめた。

「と、言いたいところだが」

　ぼおっと見み惚ほれていたラフィは、急に視線を投げられて思わず姿勢を正してしまった。

「王である前に一人の人間として──それも目の前の少女に少しでも愛されたいと願う馬ば鹿かな男として──どうしてもラフィに伝えておきたいことがあるのだ」

「伝えておきたいこと？」

「そうだ。この世界に戻る直前、コノルトの丘で言いそびれてしまった」

　レオールが薄うす紫むらさきの瞳ひとみをついと上げる。

「修復士エルドナのことだ。彼女はそんな、ラフィが思っているような女性じゃない」

「！」

　忘れていたわけではないが、自分の心の中では「もうこちらからは聞くまい」と心に決めていたことだった。しかし、今改めてレオールから告つげられると、どうしても続きが聞きたくなってしまう。

（まぁそのあたりは、その、いかんともしがたい乙女心の致いたすところで……仕方ないよね）

　誰だれにも咎とがめられていないのに心の中で必死に言い訳しながら、ラフィは視線だけで話の続きを促うながした。

「エルドナは私にとって大切な人に違いないが、それは天敵のような存在だったからだ」

「て、天敵？」

　あまりに妙な表現に、ラフィは上う手まく想像が出来ない。そんな心中を察したように、レオールは苦笑して話を続ける。

「エルドナは宮廷画家だった父親の跡を継つぐべく修しゆ行ぎよう中の娘むすめで、私よりも二、三、年上だったと思う。父親について宮廷を出入りしているうちに、城にある骨こつ董とうなどと話せることに気がついたらしい。それが彼女の修復士としての始まりだった」

　当時を懐なつかしむように、レオールは目を細めて空を見ている。その先には晴れやかに澄んだ青空が広がっていた。

「魔ま女じよ以来の、本物の魔法使いの到来に国中は沸わき返った。魔導師や魔術師と違って、天性の魔法使いはルネス神からの贈おくり物であり、魔法使いになった人間は世界を良くするために人生を捧ささげるという『ファルティマ創世記』の言葉を国民はみな信じていたからだ。そう、彼女はたちまち国中の人気者になっていった」

　そこでレオールは少しだけ声の調子を低くする。

「王族をも、凌しのぐ勢いでな」

「……」

「権力に群むらがる貴族達の幾いく人にんかはエルドナに取り入ろうとしたが、彼女にとって権力など興味の対象にすらならなかった。なにしろ、他人になんでもやってもらう王族のことを心底バカにしていて、それよりも草木を一から育て上げる庭師の方がよっぽど立派で大好きだと言ってのけるような奴やつだったからな」

　なんだかすごい女性だったようだ。

「王位をおびやかすほどの人気と力を手にする存在でありながら、彼女は一切権力を望まなかった。けれど、だからといって大人しくしているような慎つつましやかな性格でもなかったのだ」

「どういうこと？」

「言っただろう？　彼女は私の天敵だったとな。エルドナは、当時まだ王子だった私のもとへやって来ては『つまらない王になれば、私がいつでも追い落としてやる』と脅おどかし続けたのだ。だから私にとってエルドナは、政せい敵てきでもあり良き好敵手ライバルでもあり、手て厳きびしい友だった」

　友、という言葉をレオールはとても丁てい寧ねいに言った。まるで、その言葉がちゃんと間違いのない場所へ収まっているかどうか確認するように。

「だから」

　レオールは静かに立ち上がり、ラフィの座っている椅い子すに近づく。

「え？」

　状況が飲み込めないまま、気がつくと座ったままのラフィの前に、レオールが傅かしずいていた。そして騎き士しが姫君を前にするがごとく、恭うやうやしくラフィの手を取る。

「レ、レオール。ダメだよ、レオールは王様なんだからっ」

「今は目の前の女性に恋い焦こがれるただの男だ」

　レオールはそう言って、ついと顔を上げる。薄紫の瞳がラフィを心ごと強く捉とらえた。

「誤解されたくなくて女々しい説明をしてしまったこと、どうか許してくれ。ただ分かって欲しかったのだ。私が恋をしたのはラフィ、お前ひとりだということを」

　レオールはそう告げると、ラフィの手の甲に優しい口づけをくれる。今になってようやく、嬉しさがふわりと舞い降りてきた。

「レオール、お願いがあるの。私をちゃんと抱だきしめて。でないと私……」

　幸せすぎて、何もかもが夢のように儚はかなく消えてしまいそう。レオールは立ち上がり力強く抱きしめてくれる。その安あん堵ど感かんは確かな現実となって、ラフィを少しずつ落ち着かせた。

　どうしてレオールは、自分にこんなにもたくさんの愛を与えてくれるのだろう。

「先に恋に落ちたのも、好きだって言ったのも、私の方なのに」

　レオールの胸に頭を預けながら、ラフィは少し悔くやしくなってつぶやく。すると心外そうにレオールが言い返してきた。

「それは違う。私の方が絶対、先に好きになっていた。ラフィに不老不死を知られてしまうのが怖くて、冷たい態度を取っていただけだ。本当は地下室でひと目見たときから心惹ひかれていたのだ。いや、それも違うな。もっと前──そうだ、二百年も前から私はずっと」

　ラフィが好きだった、という言葉は途中で途切れ、代わりに優しい口づけとなる。

　レオールからのキスを、ラフィはやっと混乱することなく受け止めることが出来るようになっていた。甘やかで切なくなるほどの幸福感に、指先までが満たされていく。

　これまでの想いをすべて伝えるかのように、レオールのキスは優しい熱を帯おびていて永遠かと思えるほどに長かった。

　ラフィはその情熱を受け止めるだけで精一杯で、甘やかに思考は痺しびれていく。何度でも繰り返される唇くちびるの愛あい撫ぶに乗せて、レオールはラフィにささやいた。

「ラフィ、心から愛している……だが」

　名残惜しそうに唇が離れ、レオールは改めて愛いとおしそうにラフィを見つめる。

「私には不老不死という呪のろわれた宿命がある。私が初めにラフィを遠ざけたように、ラフィの恋を臆おく病びようにさせたように、これからもその忌いま々いましい事実は残っていくのだ。私はラフィを愛している。だが、同じように愛してくれとは」

「分かってるよ、レオール」

　彼の言わんとしていることは、言葉にせずとも伝わった。普通に出会った二人が、普通に恋に落ちたわけではない。

「でも私、諦あきらめないよ。結局、ラダリアさんからは不老不死を解く方法を聞けなかったけど、レオールが命を落とすことなく人生を取り戻もどす道があるんだから。だから」

　ラフィはきっぱりと顔を上げた。

「大丈夫、私に任まかせて」

　その言葉を聞いたレオールが、なぜか不思議そうに目を細める。

「不ふ愉ゆ快かいなことかもしれないが、それはエルドナの口くち癖ぐせでもあったのだ。二人は」

　見上げるラフィの頰ほおを両手で包み込みながら、レオールが面おも白しろいことを口にした。

「共通点など何もないようでいて、時々ハッとするほどよく似ている。ふとした口調や仕草、それにこの豊かに輝かがやく蜂はち蜜みつ色の髪かみまでも」

　レオールはさも愛おしげに細心の注意と最大の愛情を込めて、ラフィの髪をゆっくりと撫なでる。その気持ちよさにうっとりとしながら、ラフィは愛する人の胸の中で考える。

　彼女はレオールの想い人ではなく、好敵手のような友だったと告げられた途端、彼女に対する複雑な感情も一切消えてしまった。それどころか、頼たのもしい先せん輩ぱい修復士として憧あこがれのような感情まで湧わいてくる。

（う～ん。我ながらちょっと現金すぎるよねぇ）

　自分でもおかしくなるが、本当だから仕方がない。

　しかしレオールから真実を聞いたあとでも、修復士エルドナについてはまだたくさんの謎なぞが残っていた。

　宮廷画家の娘で修行中だったということは、ハッシュ王の肖しよう像ぞう画がを修復したときに〝共感〟で見た女性は彼女だったということになる。はっきりと顔を見たわけではないが、ラフィにはどうしてもエルドナが赤の他人には思えないのだ。けれど。

（今は……今だけはつかの間の休息ってことで）

　張り詰めた思考を停止させ、わざとふっと気持ちを緩めてみる。そして幸せの海に溺おぼれるように、愛しい人の温かな胸に頭を預けてみた。

　レオールにもその気持ちが伝わったかのように、抱いた肩先にそっと力を込めてくれる。

（愛する人に愛されるって、こんなにも幸せで、こんなにも二人っきりになれるんだ）

　修復士として無責任だと怒られるかもしれないが、今の二人の間にはいかなる存在も入り込む余地はないような気がしていた。

　レオールの過か酷こくな運命、それぞれの過去、これからの未来ですらも今は分厚い壁の向こう側にあるような錯さつ覚かくにとらわれる。それは少し危険で甘やかな、一刻だけの逃とう避ひ行こうだった。

　結局二人は、書類を山積みに抱かかえたキルザスが「あー！　コノ薄うす汚ぎたない野良猫修復士め、レオール様から今すぐ！　直ただちに！　即刻！　離れなさいっ」と怒ど鳴なり込んでくるまで、庭園で抱き合ったままでいたのだった。
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　その頃。

　ミケはマナと二人で、再び黄おう金ごん塔とうに来ていた。

　ラフィが帰って来たあとのミケは、すっかりいつもの元気を取り戻していた。毎日城内のあちこちを我が物顔で駆かけ回っては、キルザスに怒られてばかりだ。

　それでもミケは、全然しょげたりしない。ラフィさえちゃんといてくれるなら、ミケはそれだけで幸せだった。それはザロも同じらしく、毎日機き嫌げんよく城内のあちこちを観察しては、何かをノートに書き留めている。何を調べているのかは、当然ながら教えてくれないが──。

　そんなある日、ミケはマナから街に行かないかと誘われた。

『ちょっと聞きたいことがあるの。もしよければ一緒に黄金の塔へ行って欲しいの』

　特に予定もなかったミケは二つ返事で了解する。外は気持ちよく晴れ渡り、絶好の散さん歩ぽ日和びよりである。

『俺おれさぁ、今日も部屋の前の廊下の端はしから端までをスゲー速く走ったんだぜ？　きっと世界記録を樹立してしまったに違いないぜっ』

　元がん来らい負けず嫌ぎらいのミケは、どんなに些さ細さいなことでもいつも一番を目指そうと決めている。

　マナはにっこりと笑うと『すごいの。おめでとうなの』と素直に祝福してくれた。

　ラフィなら「そういう意味のないことで勝ち負けを決めるの、よくないよ」とお姉さんぶってたしなめるところだ。

　マナから褒められたミケは、照れながらもたちまち嬉しくなる。

　思わず足取りも軽くなり、すぐに黄金の塔へと着いてしまった。

『なんだ、これ？』

　黄金の塔の前には──以前来たときには気づかなかったが──瓦が礫れきの間にささやかな花が少しずつ置かれている。

『フローレツィアの人達が時々供そなえていくの。この塔をフローレツィアの厄やく災さいで失われた人々への石せき碑ひみたいに思ってるの』

　マナは寂さびしげに笑いながら、崩くずれ去った壁にそっと腰掛ける。

『……それでどうだったの？』

『どうって、何がだ？』

　首をかしげるミケに、マナはひとつ深呼吸をしてからゆっくりと口を開く。聞くのは怖いが、どうしても聞いておかなければならないことが、マナにはあった。

『マナに宿っている心のことなの。ラフィさんは……なんて言ってたの？』

『あ、やっぱ覚えてた？』

　マナの質問に、ミケは言いにくそうに頭を搔かいてしばらく迷っていたが、マナの真剣な瞳を見ると、決心したように紅あかい瞳を上げた。

『あのさ。ラフィが言うには、やっぱりトーレスの心じゃなかったって。今のマナに宿っている心は、今ここで生きているフローレツィア国民のたくさんの人の願いで、みんな「いつか黄金塔が元に戻りますように」って祈いのっているらしい。こんな風にな』

　ミケは供えられた花を指さす。

『……』

『だからさ、今の黄金塔に必要なのは修復の魔法なんかじゃなくて、普通の人々の手による復建なんだ。そしてそれも遠くないんだぜ？　今度の国政会議で、キルザスがレオールの命めいを受けて黄金塔復ふつ興こうの指示を出すらしい。どうだ、スゲーだろっ？』

　それでもマナはちっとも嬉しそうな顔をしなかった。少年らしい不器用さしか持たないミケには、もうそれ以上かける言葉が見つからず、マナを心配そうに横目で見てから黙だまり込む。

『バカみたいなの』

　しばらくしてマナがそっとつぶやいた。小さな瞳から大粒の涙がこぼれ落ちる。

『本当にバカみたいなの。トーレス様の気持ちはもうないのに、私、ずっと信じてたの！　おまけに魔女の手先みたいなことして……最低なの。黄金塔の復建なんて、もう意味ないのっ』

『んなことねぇよ！』

　瞬発的にきつい口調で反論してしまったミケは、たちまち気まずそうに口をつぐむ。

　しまった。女の子には絶対、傷つけるようなことを言うな、騙だますな、手なんて出したらもうサイアクだと、ラフィから散々教えられてきたのに。

『……じゃなくて、だな。その、トーレスって奴の心はもう消えちまったけど、それでもマナはフローレツィア王国の人みんなから愛されてんだ。本来なら心を宿すはずの器がこれほど破壊されたら、モノは生きてけないはずなのに。それでも奇き跡せきみたいに、マナはちゃんとここにいる。それってさ、それってスゲーことじゃないのかよ？』

『……』

『ラフィ、言ってた。それでもマナがトーレスを諦あきらめられないのなら、今はそっとしておけって。恋する気持ちを止めることは誰にも出来ないからって。……でも俺……っ』

　そんなの痛々しくて我が慢まん出来ない。ラフィにどれだけ怒られても、ミケはなんとしてでもマナに分かってほしかった。

　くすん、と鼻を鳴らしてマナは頰の涙をぬぐっている。それを見たミケは焦あせった。

（お、大人の男なら、ここで涙を拭ふいてやるのか？　それともハンカチ的なものをさっと差し出すのか!?）

　しかし今のミケには、マナの方を見ないように青空を睨にらみ上げることしかできなかった。内心で思いっきり慌あわてながら、意味もなく怖い顔であれこれと考えていると。

『もういいの』

　やけにあっさりとしたマナの声が耳に届く。

『？』

　何がどういいのか分からず答えに困っているミケを見て、マナはくすっと軽やかに笑った。

『私のことを忘れてしまった男のために、苦しむことないもの』

　そう言ってマナは、ふわりと飛んでミケの肩に止まった。

『私もたくさん泣いて忘れるの。それですっかり忘れたら、もっと笑えるように努力してキレイになるの。だってマナは女の子だもの、もっときらきら生きなきゃダメなの』

『……マナ』

　ミケの肩先に止まった彼女の、ぎゅっと握にぎりしめられた指先の震ふるえを感じながら、ミケは今、マナがすごく頑がん張ばっていることを知る。

『じゃあさ』

　そんなマナの頑張りに応こたえたくて、ミケはことさら明るい声で提案した。

『黄金塔が復興するまでは、俺らの側にいたらいいじゃん。少しでも早くマナが笑える日がくるように。小こ瓶びんの野郎はいっつも笑えるし、ザロは無口だけど行動が変だし、キルザスに至っては本人は大おお真ま面じ目めなのに笑いの宝庫って感じ。だからさ』

　賑にぎやかに話し続けるミケの、鮮あざやかに紅い髪を眩まぶしく見つめながら、マナは二百年前の悲劇からずっと凍こおりついたままだった心がゆっくりと動き出すのを感じていた。それでも。

『ありがとなの……』

　やはり簡単にはいかないものだ。油断するとすぐに悲しみに心を占領されてしまい、必死に我慢していた涙があふれてくる。泣くだけ泣けば、本当にこの傷が癒いやされる日がくるのだろうか。分からない。分からないけれど。

『忘れられるまで──あと百年ぐらいは泣き明かしそう』

　自信なげなマナのつぶやきに、ミケは励はげますように笑った。

『そんなの、俺らにしたらたいした時間じゃないさ』

　泣きながら、マナは無言で何度も頷うなずいていた。ミケからもらったその言葉が、自分の未来を明るく照らしてくれる気がしていた。

　今はまだ闇の中からの出発だけど、光り輝く目印だけは見つけられたのだから。

　人間に恋をしてしまったマナにとって、自分がモノであることはいつももどかしくて辛つらく、とても哀かなしいことでしかなかった。

（だけどモノっていうのも、悪くない気がしてきたの）

　マナは同じモノである、ミケの方へそっと視線を向けてみる。

　少年らしい一途な横顔は凜りんと前を向き、整った鼻筋が負けん気の強そうな瞳をよりいっそう際きわだたせていた。

『……』

　そんなミケを、マナはとても眩しいと感じていた。

『ねぇミケ』

『ん？』

『……なんでもないの』

　心の奥に生まれた温かな気持ちの正体を、二人はまだ知らない。




　空は気持ちよく晴れ、街には緩やかな風が吹き渡っていた。
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　ともかくは穏おだやかな日々である。

　もちろん、魔女に言われた〝レオールが死ななくて済む不老不死の解き方〟を求めてフローレツィア王国の図書館で、連日調べてはいる。

　それらしい書物にひと通り目を通し、それが済んだら再びチェブロッテに帰って同じことを調べ尽つくすつもりだ。

　それでも一日に何度かはレオールのことを思い出して頰を緩めたり赤らめたりしてしまうことは、乙女のはしくれとしては致し方のないことではないか。

　今もラフィは、城に用意された部屋のバルコニーでひとり頰ほお杖づえをつきながらぼぉっと空を見ていた。手元には『ルネス神との対話』という本が開かれている。

　頼たよりにしていた魔女から何も聞けなかった以上、すべてを知っているルネス神に聞いてみるのが一番手っ取り早いと思ってみたのだが……。

　途中まで読んで、これは瞑めい想そうの手助けをする宗教本であり、本当に神に会えるわけではないと気がついてしまった。

（やっぱり、神様に会って聞くなんて無理に決まっているよね）

　ラフィは諦めて手元の本を閉じる。

　再び空へと視線を戻すと、そこには晴れ渡った青空が広がっており、大きくて白い雲が太陽の光を受けて輝いていた。と、突然。

「いつまでアホみたいな顔しとんねん」

　後ろから小瓶に小突かれるが、今のラフィは怒ったりしない。幸せな人間は、よっぽどのことがないと腹も立たないのだ。

「どうしたの、小瓶ちゃん。さっきまでメイドさん達と楽しく遊んでたじゃない？」

「あんなぁ、俺は楽しくなんかあらへんのっ。大人やさかい、こう平気な顔して女の子と遊べるけどな。ホンマはここにぽっかり空あいた、心のスキマ埋うめてんのや」

　胸のあたりを指さしながら、小瓶はため息をついている。

「心のスキマ？」

「忘れたんかいな。魔女の塔で言われたやろ？　モノが人間の姿になるっちゅーことは、修復士のことを好きにならなあかんねんで。やのにラフィは、あの根暗王と毎日イチャイチャ……」

　最後の方は個人的な愚ぐ痴ちのようで、ラフィには聞き取りにくい程度の音量で続けている。ラフィは魔女の塔で、ラダリアから言われたことを反はん芻すうしながら天を仰あおいだ。

「……あー……そんなこと、言ってたっけ？」

　他に重要な話があったのですっかり失念していたが、確かに聞き覚えはある。

　しかし、好きといっても小瓶はミケやザロと同じ、仲のいい弟のような存在である。

（いや、外見的には仲のいいお兄さんって感じ？）

　みんなでいつまでも、家族のように暮らしていけたら最高だと思っている。

　まったくピンときていないラフィを目の前にして、小瓶は大おお袈げ裟さに頭を抱えてみせた。

「あかん！　気がついたら周りは幸せそうな奴ばっかりやないかいっ。ミケはいつの間にかマナちゃんにメッチャ懐かれとるし。ザロはザロでフローレツィアの遺跡に夢中になっとるし。さらにさらに、頼みのラフィは全体的にまんべんなく桃色っぽくなっとる。あ～あ、このままでは寂しさとむなしさで、大事な小瓶ちゃんはひび割れてしまいそうやぁ」

「そんなこと言ってないで、小瓶ちゃんも少しは協力してよね？　大体、小瓶ちゃんには魔女の結界が張ってあるから、絶対に割れないよ」

「俺が言いたいんはそぉいうことちゃうねんっ」

　素直すぎるラフィの回答に、小瓶が突っ伏ぷしている。そこへ、遺跡探検からザロが戻ってきた。手には難しそうな書物が何冊も抱えられている。

「おかえりザロ！　どう、収しゆう穫かくはあった？」

　ザロには、ルネス神と関係のありそうな遺跡を調べてもらっている。

「ん」

　致ち命めい的てきに短い返事だが、ラフィにはその微妙な響ひびきで彼がそれなりに成果を出していることが分かる。

「そうやってみんなで一緒に脱・不老不死！　的なノリも結構やけどやなぁ」

　頭を搔きながら小瓶が言いにくそうに切り出す。

「俺、そろそろチェブロッテ帰らな、マジでヤバいねんて」

「なんで？」

「それはやな、その。チェブロッテでちょっとした仕事があるっちゅーか……」

「仕事？　まさか小瓶ちゃん、毎日遅おそかったのって仕事してたからなの？」

　小瓶は照れくさそうに肩をすくめてみせた。

「せっかくモノから人の姿になってんから、ここは男一匹！　仕事ぐらい余裕でこなしてちゃんとお金稼かせげな話にならんと思うてん。どや、俺って結構大人の男やろ？」

　小瓶の話はそのあと「それで将来ラフィを嫁よめにしてやな」と続くのだが、ラフィはそこまでちゃんと聞いていなかった。

「すごーい、なんの仕事!?」

　モノから人の姿になったばかりなのに、もう世間に順じゆん応のうして仕事までやってのけている。そんな小瓶の逞たくましさと天性の器用さに、ラフィはすっかり感心してしまっていた。

「なんのって言われてもやな。そのぉ、客商売ちゅーか、人気職ちゅーか……」

　急に口ごもる小瓶。ふとラフィの脳のう裏りに、なぜかチエリの賑やかな笑顔が浮かぶ。

『その看板俳優ジャン様が舞台から落ちて骨折しちゃってさ』

『ジャン様の代役に相応ふさわしいイケメンを世界各国から集めて、このチェブロッテの街で公開オーディションをすることになったのよぉ』

『突然、超ちようカッコイイ男が現れてさ、オーディションに参加した時点で即合格ってわけ』

　まさか、と嫌な予感がラフィによぎる。

「まさか小瓶ちゃん、仕事って舞台俳優？」

「……バレてもうたか。正確には舞台俳優の卵、やけどな」

「バレてもうたか、じゃないわよ。どうするのよ、そんな目立つ仕事して！　いい？　小瓶ちゃんは普通の人間と違って、この先もずっと歳としを取らないんだよ？　それに周りの人が気がついたらどうするの!?」

「大袈裟なやっちゃなぁ～ラフィは。そんなん、ずっと先のことやん」

　涼すずしい顔でそう言ってのける小瓶だが、ラフィ達に内緒にしていたということは、彼なりに後ろめたさがあったのだろう。

「俺ってなんちゅーの？　いわゆる期待の星やから、多少の我わが儘ままも大目に見てくれるんやけど、あんまり長い間、顔出さへんのもアレやん？」

「当たり前でしょ！　一度引き受けた仕事なんだから、簡単に休んだりしないのっ」

　手元にあった本をバンと閉じると、ラフィは勢いよく立ち上がる。キルザスがレオールに関して過か敏びんなように、レオールが紅茶に関してこだわるように、ラフィは仕事という響きに尋じん常じようでない気合いが入ってしまう体質なのである。

「いい？　小瓶ちゃん。仕事で失ったお金なら頑張れば取り戻せるけど、一度失った信用は取り戻せないものなの。ザロ、ミケを呼んできて。荷物まとめて小瓶ちゃん連れて、すぐにチェブロッテへ帰るよ」

「……」

　黙って首をかしげるザロは、視線だけでラフィに「それでいいの？」と訊たずねている。

「いいの！　いや、本当はあんまりよくないけど……でも、仕事だもん」

　もちろんそれが一番の理由である。しかしラフィ自身も、降って湧いたようなこの甘い休暇にどう終しゆう止し符ふを打てばよいのか決めかねていたところだった。

　何も言わずに家を空けているのだから仕事は溜まり、チエリも心配しているに違いない。

　そんな折、小瓶の告白はちょうどよい機会だと思えた。

（ちょっと小瓶ちゃんを利用しちゃってるみたいで、後味は悪いんだけど）

　心の中で小瓶にそっと手を合わせておく。そんなラフィの心情も知らず、小瓶は上機嫌で何度も頷いていた。

「うんうん。さすがラフィ、話の分かるやっちゃ。このまま『レオールとお別れなんてでけへん』とか言われたら、もうどーしよーかって思とってん」

「気持ちの悪い声でモノ真ま似ねしないで。というか私、でけへんとか言わないから」

　つんと顔を横に向けてみるが、レオールの名前を出されるとやはり切なさで胸が痛んだ。

　王としての仕事を邪魔したくなかったので──そしてレオールはラフィが側にいると絶対に仕事をしないので──今は大人しく神殿から遠く離れたこの城の一室で過ごしているのだが、本心を言えば片かた時ときも離れていたくない。

（だけどそういうわけにもいかないもんね。ミケやザロのおかげでフローレツィアでの情報はだいぶ集まったし、あとはチェブロッテに戻って図書館へ行かなくちゃ）

　一刻も早く不老不死を解く手がかりを見つけて、レオールと同じ時間を共に過ごして生きていきたい。今回の騒そう動どうで見つけた新たな目標は、ラフィの心を奮い立たせていた。

（そしてなんの心配もなくなったら）

　ラフィはふと浮かんだ妄もう想そうに頰を赤らめる。今度こそレオールと一緒に神殿に住んでもいい。二百年ぶりに戻ってきた、偽いつわりの巫み女ことして。

「何ひとりでにやにやしとんねん」

「べ、別に。それよりも小瓶ちゃん。これからはもっとレオールの不老不死のこと、ちゃんと協力してよね」

「嫌や」

　即座につれない答えが返ってくる。そして小瓶はバルコニーのテーブルを身軽にひょいと飛び越こして、ラフィの目の前に立った。

「だって俺、ラフィが好きやもん」

「は？　えっ……でも、小瓶ちゃんとはその、家族というか友達というか。第一それとこれとは」

「同じや。今まではレオールの辛しん気きくさい運命に同情しとったけどな、不老不死を解くことがラフィとの薔ば薇ら色の人生に繫つながるなら話は別や。そんなん、絶対に許されへん。恋する男代表として、俺はこの先もとことん邪魔したるでぇ」

「そんなぁ～小瓶ちゃん。心が狭せますぎるよぉ」

「かまへん、なんとでも言いや。その狭い心で、ぎゅうっとラフィを抱きしめたるわ」

　どこまで本気か分からない、小瓶独特の言い回しである。ラフィにはこれ以上、言い返せる言葉もなく……仕方なくぷいっと横を向いてバルコニーをあとにする。

「そ、それよりも。さっさと荷物まとめてよね！」

「はいはいはい。それに関しては異存はないでぇ～」

　小瓶も一緒にバルコニーから部屋に入る。そのときだった。

　バン、と激しい音をさせて扉とびらが開かれる。

「何!?」

　驚おどろいて視線を向けると、そこには黒フードの長身の男が立っている。顔は隠れて見えないが、ラフィが見間違うはずがなかった。

「レオール！　どうして」

「それはこちらの台詞せりふだ。ラフィ、もう帰ってしまうのか？」

　フードをばさりと取って、レオールが慌あわてて駆け寄ってくる。

「うわ、なんやねん。飼い犬みたいにしっぽ振って寄ってきてからに。大体、そんなキャラとちゃうやろ？」

　思いっきり嫌そうな顔で小瓶が言うと、レオールも真面目な様子でしげしげと小瓶を見た。

「……貴様も、小瓶のときの優雅で繊せん細さいな印象とまるで違う」

「うっさいわっ」

　二人の間に挟はさまれて、ラフィは別のことを考えていた。

（私が帰るの決めたのって、ついさっきだよ？）

　気づけばザロが部屋にいなかった。伝えたザロが速いのか、それとも聞いたレオールの行動が速いのか──おそらく、その両方なのだろう。

「本当にチェブロッテに戻るのか、ラフィ」

　心底哀しそうなレオールを見ると、ラフィの決心はたちまち鈍にぶってしまう。

「……うん。今回のことで魔女から新しく得たこと、もう一度図書館で調べ直してみるね。私もここを去るのは辛いけど」

「ちょっとええか？　ラフィはな、この俺のために帰ってくれるんや。つまりやな、ラフィがお前なんかよりも俺を選んだっちゅーことなんやで？　そこんとこ、ちゃあんと理わ解かっといてな！」

「別れは辛いが、引き留めるわけにもいくまい」

「ごめんね、私も同じ気持ちだよ」

「こらー、人の話をちゃんと聞かんかーいっ」

　騒さわぎたてている小瓶をあっさりと無視して、レオールはラフィに近づく。

「王の捺なつ印いんの入った許可書だ。これでいつでも入国できる。今の私にはこれぐらいしか……」

「ありがとう、レオール。十分だよ。私、頑張って少しでも早くここに戻ってくるね」

　すっかり二人の世界に浸ってしまっているレオールとラフィの間で、小瓶は再び怒いかりを爆発させていた。

「だから、ちょっとは俺の話も聞けっちゅーねんっ」
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　ここは一体、どこだろう。

　見わたす限り、白い霧に包まれている。暑くも寒くもなく、音もない。

　ずっとそこに立っていると、まるで自己の存在すら曖あい昧まいになっていくような不思議な世界。




　そこで少女は、もう随ずい分ぶんと長い時間ひとり立っている。

　腕うでを組み、しっかりと前を見み据すえて。

　そこへ──。

　ばさり、と激しい音をさせて何者かが舞い降りた。白き翼を持つ者。

　男性なのか女性なのか、顔立ちすらよく分からない。まるで霧を纏まとっているかのように、白い靄もやが素顔を隠かくしてしまっているのだ。

　少女の隣に降り立った者は、明らかに人間ではない。

　より神の領域に近い存在なのだということは、高貴な気配だけで伝わる。

「あの娘こ、いつかきっと天こ界こまで来るわよ」

　前を見据えたまま、少女は翼持つ者に告げた。両者を隔へだてる魂たましいの格など、彼女は何も気にしていない様子である。

「本当に？　なぜそう言い切れるのですか」

　意味が分からないとでも言いたげに、翼持つ者は首をかしげる。少女は勝ち気な瞳をついと上げ、初めて隣へ顔を向けた。

「修復士ラファエリア……あの子は私の娘なの。この私に比べればまだまだ気弱なところもあるけど、それでも意志の強さだけはしっかりと受け継ついだようね」

「……以前から不思議に思っていたのですが」

　翼を持つ者は穏やかな声で訊たずねる。

「なぜ貴女あなた自身が修復士として転生しなかったのです？」

「ハッシュは恋を知る必要があったのよ。かといって、私の理想の男性としては、彼はあまりにも優しすぎるし、王族ってのも気に入らなかったんだもの」

　なんでもないことのように彼女は言い切り、それから少し声こわ色いろを変えて続けた。

「でも大切な友達だった。滅ほろびゆくフローレツィア王国を守るため、手段を選ばずに不老不死にしてしまったけど、だからこそ彼をなんとしても救いたかった」

「だから自分の娘に修復士の力を？」

　彼女は静かに頷うなずく。

「私は名もないひとりの女性に転生し、理想の男を見つけて家庭を持ちあの娘こを生んだ。病死で側にいてやれなかったのは誤算だったけど。でもあの娘はしっかりとハッシュを支えてやってるわ。あの二人なら大丈夫。運命に負けたりはしない」

「実にあなたらしい言葉だ、修復士エルドナ。我が主あるじルネスが罪つみを許したばかりでなく、力を貸したのも頷けます」

　その言葉にエルドナは黙だまって満足そうに目を細めてみせた。そして再び、しっかりと前方を睨にらみつける。

「修復士ラファエリア、私の意志を継ぐ者。わたしの愛するたったひとりの娘」

　彼女の静かな声が、霧の中に響ひびいていく。

「決して諦あきらめず、好きな人と幸せになりなさい。そのための苦労ならば喜んで引き受けるのよ。その想いを、ルネス神は決してお見捨てにはならないわ」

　その言葉は、いつかラフィのもとへ届くだろう。空から降り注そそぐ、慈じ悲ひ深ぶかい雨のように。




「……？」

　誰だれかに呼ばれたような気がして、ラフィはふと空へと顔を向けた。

　けれどそこにはただ、晴れやかな風が吹くばかりである。

「どうした、ラフィ？」

　目の前には、いつもと変わらぬレオールの優しい瞳があった。

　フローレツィアを去る前にどうしても行きたいところがある、と言いだしたのはラフィの方だった。レオールと一緒に庭園で花を摘つみ、ラフィが心を込めて作った花束は全部で三つ。

　ひとつはレウル王の墓に。

　もうひとつは魔女の塔とうに。

　そして残った花束を持って、二人は今、コノルトの丘へと来ている。

「なんでもないの」

　何かあればすぐ心配そうな顔をするレオールに、ラフィは半ば呆あきれながら微笑ほほえみ返す。
















「レオールってホント心配性だよねぇ。お願いだからあまり過保護にしないで。私、甘えちゃって弱くなりそう」

　誰になんと言われようと、レオールは真ま面じ目めな顔で反論してきた。

「過保護の何が悪い？　私はとことんラフィを甘やかすぞ」

　気がつくと、レオールの腕の中に包み込まれている。

「だから、お願いだ。ラフィ」

　大切な想いを口にするとき、ラフィの愛いとしい人はどこか傷ついたような弱々しい声になる。

「二度と私のために自分を犠ぎ牲せいにしないでくれ。私の幸せはもう、ラフィなくしては成り立たないのだから」

　誠実でひたむきな気持ちが、ラフィのもとへと真っ直ぐに伝わってくる。

（私が……少しでもレオールの幸せになってるってこと？）

　それは嬉うれしいような恥はずかしいような、それでいて身の引きしまる真実だった。

「分かった。もう二度と、レオールのために自分を傷つけるようなことはしないよ」

　つま先立ちで、背の高いレオールを抱だきしめてみる。

　ラフィにとってもレオールはすべてであり、彼なくしての幸せはあり得ないと思った。

「でもね、レオール。あなたも、私のために不老不死の呪のろいを解くことを諦めたりしないで」

「……ラフィ」

「頑がん張ばろう、絶対に道は見つかるよ」

　これから二人に、どんな未来が待ち受けているのだろうか。

　様々な想いを嚙かみしめながら、ラフィは顔を上げレオールに向かって微笑んでみせた。




「大丈夫、私に任まかせて！」








（終わり）













あとがき






　こんにちは、神かみ矢や陽ようです！

　二百年の刻ときを巡めぐる魔法と恋の物語はいかがだったでしょうか？

　今回はラフィの初恋をじっくり書こうと決めていたのですが、いつの間にやら魔女とモノの女の子の恋も増えてました……それぞれ苦労の多い恋ですが、みんないつかは幸せになって欲しいなぁ。




　さて。突然ですが、私にはそれほどお気に入りでもないのに、なぜか不思議と捨てられないモノがあります。それは子供の頃に立たて山やまの地じ獄ごく谷だにで拾った硫い黄おう岩がん。

　一見するとただの小さな岩なのに、裏を返せば硫黄の黄色い結晶がキラキラと輝かがやいていて「これは大発見に違いないっ」と勇いさんで持ち帰ったのですが、まもなく「これはただ強きよう烈れつに臭くさいだけの石ころであって、まったく珍しくない」と兄から教えられました。しかし真実を知った後もなぜか捨てる気になれず、たまに袋からそっと取り出しては「ふむふむ。うぉ！　やっぱ臭くせぇっ」と繰り返す日々。（病気か、お前は）

　今でも実家のどこかにあるはずなんですが……あいつ、今頃どうしてるかな？

　などという下らな過すぎる話なんかしてないで、さっさと皆様にお礼を言わなくちゃ。




　今回も担当様には色々とお世話になりました。猛もう暑しよＭＡＸの京都での打ち合わせは、なかなか感かん慨がい深いものがありましたね。それからくまの柚ゆず子こ様、いつも想像を遙はるかに超えるステキなイラストをつけて下さって感謝、感激でございます。出ましたよ、魔女＆小こ瓶びんちゃん（笑）

　あと校正のＴ様、デザイナーのＮ様。担当様の粋な計らいにより、作品に対する温かいお言葉を頂いただくことが出来ました。この場を借りてお礼を──素晴らしいお仕事ぶりに、常日頃感動しております。それから小瓶の関西弁指導もしてくれるデスク殿（笑）その他、この本に携かかわって下さったすべての方々に感謝の心を送ります。

　そして何より読者様。お手にとって頂き、ありがとう御ご座ざいます。このたびはビーズログの携帯サイトにて短編も掲載しております!!　小瓶ちゃんの仕事ぶりなど気になりましたら、ぜひ、どうぞ。

　あなたの人生にたくさんの幸せがありますように──。

　ではまた！




　二〇一〇年　秋の夜長に


神矢　陽



















著者

神矢陽

You Kamiya




９月21日生まれ　Ａ型　乙女座

大阪生まれの滋賀育ち。

今は京都に在住中。

秋は散策の季節ですね。

たくさん歩いてたくさん食べるぞ～。




ブログ「てげてげ堂本舗」開店中！

http://kamiyayou.blog19.fc2.com/

どなた様もお気軽にどーぞ。










イラスト

くまの柚子

Yuzuko Kumano




魔女と小瓶ちゃんをイラストにできて幸せです。

新キャラもかわいいしキルザスも捨てがたいですが、やっぱ一番はミケザロコンビです。




ＨＰアドレス

http://kumanoyuzuko.sakura.ne.jp/
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